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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　いのうえ空
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〈八月九日──追つい記き〉





　いくつもの国や文化圏けんを転々とする生活を続つづけていると、いわゆる常じよう識しきというものが当あてにならないことを思い知らされる。文化が違ちがえば習しゆう慣かんや風ふう習しゆうはもとより、普ふ遍へん的だと信しんじていた道どう徳とく的な価か値ちの基き準じゆんすら逆ぎやく転てんしてしまうこともあるからだ。


　そもそも大人と子供の区く別べつからして日本と欧おう米べいでは大きく異ことなる。


　奥おくゆかしさを美び徳とくとする日本において『我がを通とおして周しゆう囲いと摩ま擦さつを起おこす人間』は未み成せい熟じゆくな幼よう児じ的性格の持ち主ぬしとして非ひ難なんされるが、欧米では逆に『自分の意い見けんを主しゆ張ちようできない人間』の方が未熟であり、幼児的な無む能のう力りよく者しやだと見なされる。そのため、同じ大人でも日本人から見た欧米の大人は『聞きき分けのないガキ』に見え、欧米人から見た日本の大人は『言いたいことも言えないガキ』に見えてしまう。これはどちらの評ひよう価かが正しいという話ではなく、成熟した大人として認みとめられるための必ひつ要よう条件が異なることから生じる誤ご解かいだ。


　もちろん男らしさと女らしさの基準も違う。実じつ際さい、フランスの女は日本の男よりもはるかに男らしいし、日本の父親はフランスの母親よりもはるかに母親らしい。御み剣つるぎくらい好き嫌きらいのはっきりした性格の女も世せ界かいに目を向むければそう珍めずらしくはない。


　そして何より善ぜん悪あくを判はん断だんする基準が変かわる。人々にとって『最もつとも神しん聖せいで価値ある事こと柄がら』が国や文化によってまるで異なるからだ。


　同じ行こう為いがある国では誉ほめられても、他ほかの国に行けば悪あく行ぎようとして罵ののしられる場合もある。子供を捨すててもいい国があれば結けつ婚こん前に性せい交こう渉しようをすると死し刑けいになる国もあるが、それらの国の社会が未み発はつ達たつで野や蛮ばんなのではなく、ただ単たんに文化が違うというだけのことだ。文化が違えば生きる意味すら違ってくる。


　だったら何を基準に行こう動どうすればいいのか──？


　世界中どこでも通つう用ようするような無ぶ難なんな選せん択たくはない。誰だれも当てにせず、自分が正しいと信じる方向性を貫つらぬくしかない。


　その結けつ果か、得えるものが称しよう賛さんであろうと罵ば倒とうであろうと──








　　　　一





　ＪＲ板いた橋ばし駅近くの雑ざつ居きよビル──


　その一いつ階かい部ぶ分ぶんを占しめる天てん井じようの高い倉そう庫こフロアに自じ警けい団だん〈ブラインド・シティ・ガーディアン〉の池いけ袋ぶくろ支し部ぶがあった。


　ＮＧＯ（非ひ政せい府ふ組そ織しき）である〈ＢＣＧ〉には潤じゆん沢たくといえるほどの予よ算さんはない。団員が座すわるパイプ椅い子すや警けい備び計画を書くホワイトボード、制せい服ふくを収めるロッカー等とうの備び品ひんのほとんどはリサイクル品だが、錆さびを落おとしてペンキを塗ぬり直なおしているため新品同どう様ように見える。コンクリート打うちっ放ぱなしの壁かべ際ぎわに置かれたスチールのデスクの上に、何冊さつものファイルとともに情報管かん理りに不ふ可か欠けつなパソコン（新品、ただしアウトレット）が載のっている。ちなみに板橋にあるのに名めい称しようが池袋支部なのは主おもな担たん当とう地区が池袋方面だからである。


　ＡＭ一〇：〇〇──


　体たい格かくこそ大きくはないが、その外がい見けんから『大学時代は柔じゆう道どう部の主しゆ将しようで全国大会の常じよう連れん』といったプロフィールが容よう易いに想そう像ぞうできるいかにも頑がん強きようそうな印いん象しようの支部長が、着ちやく席せきした団員たちを前に今日のパトロール・プランについて説せつ明めいしていた。


「ここ数日の間に池袋近きん辺ぺんで連れん続ぞくして発はつ生せいしている奇き妙みような傷しよう害がい事件については、君たちも聞いていると思う。前後の状じよう況きようは不ふ明めいだが、事件はすべて突とつ発ぱつ的・発ほつ作さ的に起おきている。池袋警けい察さつ署しよの捜そう査さによると加か害がい者しやたちのほとんどは会社員で、前ぜん科かはなく、薬やく物ぶつ反はん応のうも出なかったそうだ。しかも暴ぼう行こうを働はたらいている間の記き憶おくが彼らにはないらしく、動どう機きも不明だ。集団ヒステリーという説もあるが、実際のところまだ何も分かっていない」


　支部長の正しよう面めんに座っている古ふる株かぶの団員が質しつ問もんした。


「陽よう気きに当てられたという説は？」


「真っ先に却きやつ下かだ」


　そのやりとりに、団員の間から軽かるい笑わらいが漏もれる。が、支部長が表ひよう情じようを弛ゆるめたのはほんの一いつ瞬しゆんだけだった。


「池袋だけが特とく別べつ暑あついというわけじゃないからな」


「すると他の地区では似にたような事件は起きていない？」


「そうだ。この奇妙な傷害事件は池袋周辺でしか起きていない。時間帯たいも正午から午後三時までの間に限かぎられている。主な共きよう通つう点てんといえばそれくらいだが……」


「それ以外にもう一つ、重じゆう要ような点があると思うんですが」


　最年少の団員が手を挙あげて発はつ言げんした。二十代の格かく闘とう技ぎ経けい験けん者しやがほとんどを占しめるメンバーの中でただ一人の中学生団員──泉いずみ谷や万騎かずきである。


「事件の発はつ生せいした場所には共通点があります。現場が建たて物ものの中などの閉へい鎖さされた場所ではなく、人通りのある路上だということです」


「その通りだ。だからこそ我々の出で番ばんがある」


　支部長は見えているのかいないのか判はん然ぜんとしない万騎の仏ぶつ像ぞうを連れん想そうさせる細目を一いち瞥べつして頷うなずいた。


「もちろん、事件の原げん因いんについてあれこれ推すい測そくしたり捜査したりするのは我われ々われの活かつ動どうの範はん囲い外だが、再さい発はつの可能性も否ひ定ていできない。本日のパトロールではくれぐれもその点に留りゆう意いし、連れん絡らくを密みつにしてくれ」


　団員たちにパトロール・プランのプリントが配くばられる。


「班はんごとの巡じゆん回かい地ち区くは通常通りだ。では──解かい散さん！」


　背中に守しゆ護ご天てん使しラファエルを意い匠しようしたマークをあしらったオレンジのベストの団員たちが、一いつ斉せいに席を立った。ミーティングルームを出ていく団員たちの中で、万騎は一人だけ支部長の前に歩み寄よった。


「どうした、泉谷？」


「もう一つ気になることが……」


　万騎は持ってきた封ふう筒とうの中から三枚の写しや真しんを取とり出し、机つくえの上に並ならべた。三枚とも、テレビ映えい像ぞうをビデオキャプチャーでプリントアウトしたような粒りゆう子しの粗あらい写真である。写うつっているのは問もん題だいの事件が起きた現場の様よう子すで、手前にはマイクを持って取しゆ材ざいしているテレビのレポーターと、その背はい後ごに大おお勢ぜいの野や次じ馬うまや通行人がいる。


「この写真がどうかしたのか？」


「よく見てください。共きよう通つう点てんがあります」


　支部長は三枚の写真を一いち列れつに並べてじっくりと見み比くらべたが、いまひとつ合が点てんがいかないという顔になった。万騎はサインペンを取とり、それぞれの写真に丸を書き込んだ。


「この男です。どの写真にもこの男が写っています」


　万騎の書いた丸の中には、野次馬に混まじっている一人の男の姿があった。稲いな妻ずまマーク入りの黒いバンダナをした金きん髪ぱつの大男──


「ビデオで録とれたのはこの三枚だけですが、他のいくつかのニュース映像でも同じ男の姿を見ました。写真ではよく分かりませんが身しん長ちようは二メートル近くあり、この金髪はおそらく地じ毛げです」


「ただの偶ぐう然ぜんか、単たんなる目立ちたがり屋やという可か能のう性せいもあるが」


「画面の隅すみにちらっとかすめたものも含ふくめると七回も映うつっています。偶然にしては多すぎると思いますが」


「この外人が例の事件の関かん係けい者しやだという確信でも？」


「そこまではっきりとは言えませんが……」


　支部長は三枚の写真をまとめて万騎に返した。


「さっきも言ったが、我われ々われの活動はあくまでパトロールだ。事件の捜査は警察に任まかせろ。どうしても気になると言うならこの外人を捜さがしてみるのもいいが……そのための人数は割さけないぞ。それに本来の活かつ動どうも忘わすれるな。いいな？」


「承しよう知ちしています。それでは」


　万騎は一いち礼れいすると、踵きびすを返してミーティングルームを出ていった。





　　　　二





　ＰＭ一：〇七──


「うう～～む……」


　池袋にある武ぶ具ぐ店の一いつ角かくで、顎あごの先に人差し指を当てて思し案あんしている一人の少女がいた。


　無む地じのＴシャツと洗あらいざらしのジーンズというラフなスタイルが、一七五センチのすらりとした長身によく似に合あっている。美少女というよりは美人、美人というよりはむしろハンサムと表ひよう現げんした方が当たっている、凜り々りしい美び貌ぼうの持ち主である。意志の強さを表すきりりと濃こい眉まゆが、高い位置で結ゆったポニーテールと相あいまって若わか武む者しやのような印いん象しようを醸かもし出している。


　その少女──御み剣つるぎ涼りよう子この鋭するどい眼まな差ざしは、壁かべに掛かかっている二ふた振ふりの木ぼく刀とうに注そそがれていた。


　そのうちの一本は忍にん者じや刀とうのように反そりのない直ちよく刀とうで、長さは通常の木刀よりも五寸すんほど短みじかく、全体の印象としては杖つえや棍こん棒ぼうに近い。もう一本は大刀を模もした大振りの木刀で、〈物もの干ほし竿ざお〉という商しよう品ひん名の通り通常の物よりも全長が長く、相当な重じゆう量りようがあると思われる。


「ねえ、ひとみ。どっちがいいと思う？」


　涼子は連つれの少女に声をかけた。物もの珍めずらしげに胴どう着ぎやグローブを眺ながめていた黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの少女──結ゆう城きひとみは、意い見けんを求められて露ろ骨こつに困こん惑わくした表情で振り向いた。


　ひとみは涼子と比くらべるとおよそ頭一つぶん身長が低ひくい。肩かたにかかるサラサラストレートの髪かみを白いヘアバンドで留とめて広いおでこを出している。半はん袖そでブラウスに若わか草くさ色のジャンパースカートという涼すずしげな服ふく装そうは、いかつい武ぶ器きが所ところ狭せましと並ならぶ店内にはいかにも場ば違ちがいである。


「私に訊きかれても困こまるわ。使うのは涼子ちゃんなんだから、好きなのを選えらべばいいんじゃないの？」


「そうしたいんだけど……これが微び妙みようなのよ。使い勝がつ手てがいいのは短い方だけど、長い方は威い力りよくとリーチでまさるし」


「両方買かえば？」


「武器ってのは自分の手の一部になるくらい使い込んで初めて本来の性せい能のうを発はつ揮きするのよ。コレクションしても意味がないわ。百の武器に慣なれるよりも一つの武器を極きわめろってね」


「じゃあ扱あつかいやすい方でいいんじゃない？」


「でも長い方がカッコイイのよ」


「…………」


　ひとみは小さなため息いきとともにこめかみに指ゆび先さきを当てて〈頭ず痛つうのポーズ〉をとると、相そう談だん役やくを辞じ退たいして店の外に目を向け──そして硬こう直ちよくした。


「あ……りょ……涼子ちゃん!?」


　ひとみが口をパクパクさせながら後あとずさりし、手て探さぐりで涼子のＴシャツの袖そでを摑つかむ。何ごとかと振ふり向くと、店の窓まどやガラス戸の向こうに、高校生から二は十た歳ち前後と思われる十数人の少年たちが鈴すずなりに群むらがっている様子が目に入った。


　それだけなら涼子が怯ひるむことはないが、少年たちの様子は尋じん常じようではなかった。興こう奮ふんしきった赤ら顔をガラスに押おし付け、異い様ように荒い鼻息で表面を曇くもらせている。彼らの血ち走ばしった目は涼子とひとみの二人を凝ぎよう視ししていた。


「も、ものすごく見つめられてるんだけど……涼子ちゃん、心当たりは？」


「さあね。ぶちのめした不バ良カの顔なんていちいち覚おぼえてないわよ。それにしても様子が──」


　バンッ！


　一人がガラスを叩たたくと、他の少年たちも次つぎ々つぎと真ま似ねして叩き始めた。


　バンッ……バンッ……バンッ、バンッ!!


　入り口の戸や窓が軋きしみ悲ひ鳴めいを上げる。力の入れ具ぐ合あいからしてガラスを破やぶろうというわけでもなく、しかしカギのかかっていない戸を開あけて店内になだれ込んでくる様子もないのが不ぶ気き味みだった。興奮して無む意い識しきに身体からだを動かしているように見える。


「昔の映えい画がにこんなシーン、なかったっけ？　ゾンビがうようよ出てくるやつ」


「そんな呑のん気きな……」


　軽かる口くちを叩きつつ涼子は腰こしのベルトに着つけている革かわのケースに手をやった。現在装そう備びしている武器は伸しん縮しゆく式の特とく殊しゆ警けい棒ぼう一本である。普ふ段だんは愛あい用ようの木刀を竹刀しない袋ぶくろに入れて持ち歩いているが、今日は新たな武器を買うつもりで置おいてきていたのだ。


　涼子はすっかり怯おびえているレジの店員と、手て近ぢかにある木刀を交こう互ごに見た。


（ある物は使えばいい、か……）


　高たか波なみを受けたように店の戸が軋きしむ。涼子は店員の肩かたを摑つかんで、


「ねえ、この店にも裏うら口ぐちはあるんでしょ？　あっちね？　そう……ひとみ、あんたは裏口から逃げなさい」


「涼子ちゃんは？」


「あたしはちょっと試し斬りをするから──」


　ガァン！


　入り口の引き戸が外はずれて内側に倒たおれてきた。ガラスが割われて破は片へんが飛とび散ちる。


　少年たちが店内になだれ込こんでくるより先に、涼子は品しな定さだめに悩なやんでいた二本の木刀を摑んで、直刀の方を店の外に投なげる。そして〈物干し竿〉を水平に持つと、そのまま前方に突つき出し、入り口に群むらがる少年たちを押おしのけて路ろ上じように出た。木刀を持ち替かえて足元を薙なぎ払はらうように振るい、間合いから追おい払ってから少年たちを観かん察さつする。


　少年たちは一見したところストリート・バイパーズではなく暴ぼう走そう族のチームのようだった。チーム名らしい〈Ｔ・Ｔ〉とロゴの入った革のライダー用スーツを着ている者が多いということもあるが、それだけが根こん拠きよではない。自分自身の腕うでを頼たよりにしている者と、数を頼りに威い張ばっている卑ひ怯きよう者ものとの間には、対たい峙じしたときに受ける印いん象しようからして歴れき然ぜんとした差があるのだ。


　間近で涼子と対面したＴ・Ｔの面々は、久ひさ々びさの獲え物ものを目の前にした野の良ら犬いぬのように、だらしなく開きっぱなしになった口からダラダラと涎よだれを垂たらしている。目の前にいるのが兎うさぎではなく狼おおかみだという認にん識しきはないようだった。


（やっぱりこいつら正しよう気きじゃなさそうね……）


　油ゆ断だんなく〈物干し竿〉を構かまえながら、涼子は視し界かいに違い和わ感かんを感じて目を瞬まばたかせた。自分の周囲──少年たちの足元に黒い霞かすみかもやのようなものがかすかに漂ただよっている。それが目の錯さつ覚かくなのか実体なのか確かく認にんする間まもなく、背はい後ごから奇き声せいが迫せまってきた。


「ヒャハァァァッ！」


　涼子は即そく座ざに反はん応のうし、ふわりと身を翻ひるがえしながら〈物干し竿〉を振るった。長大な木刀が大きく弧こを描えがいて空くうを裂さき、チーマーの向こう臑ずねを打つ。ガツッと鈍にぶい音とともに、チーマーはもんどり打うって敷しき石いしの上に倒れた。


　一人が動いたことで、他のチーマーもそれにつられて一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。申もうし合わせや連れん携けいなどは何もない、バーゲン品に群がる主しゆ婦ふのように互たがいに押し合いながら我われ先さきに突進してくる。


　ガガガッ！


　三人を一度の切り返しで打ち倒すと、涼子は勝手に倒れたチーマーの背中を踏ふんづけて包ほう囲いの外へ飛び出した。追いすがってくる二人を振り向きざまに薙なぎ払う。


（ちょっと重い、か……？）


　涼子は左腕に違和感を覚えた。複数の敵を相手に初めて扱あつかう〈物干し竿〉の長さと重じゆう量りようは無む視しできない負ふ担たんになっている。切きっ先さきが流れてしまい、素す早ばやい切り返しができない。


「どりゃあああ──っ！」


　チーマーが足元を狙ねらってタックルしてくる。涼子は後方に飛び退のきながら蝿はえ叩たたきの要よう領りようで木刀を打ち下ろすが、刀身が長いため切っ先は相手の尻しりを叩いた。


　いつもの木刀を使うときとは間合いが違うと悟さとり、有ゆう利りな位置に移い動どうしようとした涼子は、それまでとは違う鋭い殺さつ気きを感じた。


「どけェェッ！」


　黒い影かげが路上に伸のびたチーマーたちを飛び越こえ、涼子の正面に躍おどり出た。直後、眼前に銀ぎん色の輝かがやきが閃ひらめく。


　ガキィ！


　受け止とめた木刀から硬かたい手て応ごたえが伝わった。涼子は相手の力を横方向へ逸そらし、左に体たいを開いて身を躱かわす。離はなれ際ぎわに逆ぎやく袈け裟さ斬ぎりの一撃を放はなつが、その攻撃は相手の武器に防ふせがれた。


「さすがにやるな……御剣涼子！」


　ひと味違う挑ちよう戦せん者しやは、他のチーマーと同じくＴ・Ｔのロゴ入りの鋲びよう付き革ツナギを着た若い男だった。一九〇近い長身で、バンドマンのような脱だつ色しよくした金髪頭。容よう貌ぼうにはこれといって特とく徴ちようはないが、やたらジャラジャラと着けているクロームのアクセサリーと、両手に装備した銀色のトンファーには見覚えがあった。一か月ほど前にやはり池袋で闘たたかったことのある相手である。


「性しよう懲こりもなく出てきたわね、え～っと……怪かい人じんシルバートンファー！」


「誰だれが怪人か!?」


「どうせ似たようなもんでしょ」


「チーム〈トーチャ・トレイン〉のノブだ。覚えとけ！」


　たちどころに忘れ去られる予定の名前を律りち儀ぎに名乗ると、ノブはトンファーを顔の前に構えながら間合いを詰つめた。本調子ではなかったとはいえ、前回のストリートファイトで涼子はダブルトンファーの防御力に手こずらされている。やすやすと懐ふところに入れるわけにはいかなかった。


　〈物もの干ほし竿ざお〉の切っ先を下から摺すり上げるようにして突き出すと、ノブは左にステップしながら両手のトンファーで木刀の峰みねを叩いた。上から叩きつけられた木刀が流れ、一瞬、涼子の体勢が崩くずれる。


「くっ……！」


　右側に回り込みながらノブが裏うら拳けんの要よう領りようでトンファーを振るう。弧こを描いて後頭部を襲おそってくるその攻撃を、涼子はみずから前方に飛び込むことで避さけ、地じ面めんで前転受け身をとった。そのまま流れるような動作で起き上がり、木刀を構かまえ直す。


（この武ぶ器きじゃ……勝かてない！）


　涼子は最初の手合わせで自分の不利を悟さとっていた。長い木刀での闘い方はイメージの上では出来上がりつつあるものの、武器の扱あつかいに慣なれていないため動きの精せい度どが低く、しかもコンマ数秒遅おくれてしまう。それは致ち命めい的な遅ち延えんであった。〈物干し竿〉の利点を活いかすことができないのだ。


　──ドクンッ。


　心臓が痛いたいほど高たか鳴なる。


（あの金属製のトンファーの痛さは半はん端ぱじゃない……まともに食くらったら一発で決カ着タがつくわ。でもこの木刀の重さじゃ素す早ばやい攻撃を防ふせぎきれない──どうする？）


　勝しよう機きを探さぐる涼子の口元には、いつしか不ふ敵てきな笑えみが浮うかんでいた。どこから湧わいてくるのか分からない奇き妙みような高こう揚よう感に全身が包つつまれ、言いようのない嬉しさが張はりつめた神経を駆かけめぐる。相あい対たいするノブの方も同じくハイになっているらしく、その目は血ち走ばしり、歯はを剝むきだしにした口の端はしから泡あわを噴ふいている。


　何かがおかしい──冷れい静せいに次の一手をシミュレートしながら、涼子の脳のう裏りに疑念が浮うかんだ。闘いに臨のぞんで気分が高揚するのは当然だったが、対戦は始まったばかりである。難なん敵てきとはいえ、ここまで神経が高ぶるには気が早すぎた。


　涼子は視し界かいの隅すみに再ふたたび黒いもやを捉とらえた。何かが燃もえている煙けむりではない証しよう拠こに、地面を這はうように漂ただよっている。


　涼子の気がそれたのを見み逃のがさずノブが踏ふみ込んできた。追い払うための牽けん制せいの突きがトンファーで巻まき込むようにして弾はじかれる。


　ガキッ！


　金属同士の打ち合う音が響ひびく。カウンターの攻撃を、涼子は伸しん縮しゆく式の特殊警棒で受け止めていた。それはほとんど反射的な動きだった。


「そらっ！」


　飛び退のきながら〈物干し竿〉でノブの足元を払う。ノブは跳ちよう躍やくして避けようとするが、涼子が手を放して投じた木刀が両足の間に挟はさまり、転倒して尻しり餅もちをついた。
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　その隙すきに涼子は歩道脇わきの植うえ込みに向かって走った。行く手を阻はばもうとしたチーマー二人を走り抜けざまに叩たたき伏ふせ、植え込みに手を突っ込む。ノブが起き上がってきたとき、涼子の左手には最初に投げた直刀タイプの木刀が握にぎられていた。


「さあ、ここからが本番よ！」


　涼子は飛ぶような神しん速そくの踏み込みでノブに襲いかかった。大上段から打ち下ろす木刀をトンファーが受け止めるが、直後、ノブはウッと呻うめいて身体を折った。涼子の右手に逆手に握られた特殊警棒の先端が脇の下を抉えぐったのだ。


　翻ひるがえった木刀がノブの右手首を打つ。手から離れたトンファーが地面に落ちるより先に、涼子は目にも留とまらぬ二刀流の連撃を叩き込んだ。脳天に仕上げの一撃をくれてやると、スコーンという小こ気き味み良い音とともにノブは白目を剝いて膝ひざから崩くずれ落ちた。


「飛天流・虎こ燕えん剣けん──こんなザコ相手に使いたくはなかったわ」


　フッと自じ嘲ちよう気味に嗤わらい、しばしハードボイルドに決めてみせてから、涼子はおもむろに木刀の先をノブの喉のど元もとにねじ込んで顔を上向かせた。


「吐はいてもらうわよ。いったい何のつもり!?」


「……へえ？　つもりって……何が？」


　ノブはすっかり毒どく気けの抜けた顔で聞き返した。


「いきなり襲おそってきてその言い草は何よ？　この間の仕返し？　理由如何いかんによってはとどめを刺さすわよ」


「理由……つってもなあ……よく分かんねえ」


「何ですって～～っ!?」


　涼子は木刀でノブの首を締しめ付けながら尻しりを踏ふみつける。それを見たチーム〈Ｔ・Ｔ〉の面々が騒さわぎ出した。


「ああ～っ！　独ひとり占じめなんてズルいっスよ、ノブの兄あに貴き～～っ!!」


「俺おれも俺も～～っ！」


　チーマーたちが四つん這ばいになって涼子の足元に殺さつ到とうした。木刀と警棒でひっぱたいて追い払うが、攻撃を食らったチーマーは何な故ぜか嬉うれしそうな悲ひ鳴めいを上げ、恍こう惚こつとした顔でのたうち回った。


「ひい～～っ！　痛いたぁい～～」


「うひひィィィ──もっと、もっとぶってェェ～～」


　涼子は背せ筋すじに悪お寒かんが走るのを感じ、思わず攻撃の手を止めた。


「な……何なのこいつら!?　気き色しよく悪い……」


　涼子の足の下のノブが下げ卑びた笑い声を上げる。


「ヒヒヒ……俺たちが何者かって？　知りたきゃ教えてやるぜ。俺たちは──」


　ノブが革かわツナギの襟えり元もとを裏うら返がえして見せる。そこには何かの会員証らしい白いカードが縫ぬいつけてあった。カードには〈ＲＳＴ〉のロゴマークがある。


「Ｒ・Ｓ・Ｔ……？」


「〈リョーコ様に叱られ隊ＲＳＴ〉隊員の証あかしだ」


「はあ!?」


　意味が分からず呆あきれていると、他のチーマーたちもこぞって自分の服の内側に縫いつけた隊員証を見せびらかした。襲ってきた全員が〈リョーコ様に叱しかられ隊〉のメンバーであった。彼らの嬉し恥はずかしといった風ふ情ぜいに、涼子のテンションは急降下してマイナスにまで落ち込んだ。


（こ、こいつら……腐くされバカのうえに変へん態たいだわ……）


　底なしの空むなしさにため息を吐つきながら、涼子はある変化に気付いた。


　さっきから気になっていた黒いもやが消えていた。チーマーたちに取り憑ついていた狂きよう気きじみた雰ふん囲い気きもいつの間にかなくなっている。


「でもちっとばかし不満だよなあ……だって今日はジーンズだし」


　ノブが心しん底そこ残念そうに呟つぶやくと、他の者も即そく座ざに賛さん同どうした。


「そうそう。やっぱリョーコ様はセーラーじゃねえと」


「ブッタ斬ぎるときにスカートの裾すそがめくれて、こう……フトモモが……」


「あのおみ足を拝おがまないことには、どうも叱られ甲が斐いがないっつーか……」


「イマイチ『えくすたしい』に欠かけるんだよなあ」


「いやまったくその通り！」


　変へん態たい同士の連れん帯たい感を確かく認にんし合う〈ＲＳＴ〉の面めん々めん。その輪わの中心に置おかれた涼子の中では、一度下がっていたボルテージが再びＭＡＸまで一気に盛もり返していた。


　ゴゴゴゴゴゴゴ……


　それは涼子の耳にしか聞こえない種類の地じ鳴なりだったが、〈ＲＳＴ〉のメンバーもすぐにその気け配はいを察さつし、恐おそれおののいた。


「あんたら……マジで地じ獄ごくが見たいようね!?」


　そして──





　トンファーと打ち合ってできた傷きずと返り血の付いた二本の木刀を店員に返すと、涼子は新たに別の木刀と、それを収める長袋を購こう入にゆうした。包ほう装そうは断ことわり、いつでも使えるように袋を肩かたに掛かける。


　駅の方へ肩を並べて歩きながら、ひとみが不思議そうな顔で質問する。


「さっき買ったのって、前から使ってるのと同じ赤い木刀でしょ？　どうして？」


「分かってないわね、ひとみ」


　涼子は古い映画のダンディガイのごとく、立てた指を左右に揺ゆらしながらチッチッと舌したを鳴らす。


「剣けん術じゆつはファッションじゃないのよ。百の武器に通じるよりも一つの武器を極きわめろってね」


「…………」


　それが分かっているなら最初から迷まようこともないのに──ひとみは口をついて出そうになったその言葉を呑のみ込んだ。





　　　　三





　バイパーズヒーロー・草くさ[image: ]なぎ静しず馬まのガールフレンド（と池いけ袋ぶくろでは認にん知ちされている）御み剣つるぎ涼りよう子ことバイカーチーム〈トーチャ・トレイン〉の一戦を建たて物ものの陰かげから覗のぞき見る目があった。


　〈ＢＣＧ〉の制服を着ているにもかかわらず路ろ上じようのケンカ（しかも女一人相手に男が十数人がかりの）を止めようともせず、もともと細い目を糸のように細めて闘いの様子を観かん察さつしていたその少年団員──泉いずみ谷や万騎かずきは、闘いに決着がつく前にその場を離れ、裏通りに駆かけ込んだ。


（見つけた──例れいの男に間ま違ちがいない）


　万騎は電でん柱ちゆうの陰に身を隠かくしながら、通りの先を歩く人影を凝ぎよう視しした。


　白人の大男である。身長はおよそ二メートル。プロレスラーを思わせる筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした身体つきのため、その巨きよ体たいは優ゆうに日本人の大人二人分のボリュームがあった。プロレスラー風といっても鈍どん重じゆうそうなビアダルタイプではなく、逆三角形の上半身と引き締しまったウエスト、そして長く逞たくましい四し肢しの持ち主である。


　黒地に白い稲いな妻ずまマークを染そめ抜いたバンダナを頭に巻き、黒いシャツの上にグレーのフライトジャケットを羽は織おっている。アーミーパンツを穿はき、足元は脛すねの半ばまである編あみ上げのブーツで固めていた。顔はよく見えなかったが、濃こい色のサングラスをかけていることは確認している。


　万騎はジャケットの背中にプリントされている英語の一文字を取り、その外人を〈Ｄ〉と呼よぶことにした。


　万騎が〈Ｄ〉の姿を最初に発見したのはおよそ三〇分前、涼子と〈Ｔ・Ｔ〉の間にトラブルが起きる少し前のことである。


〈Ｄ〉は池袋西口公園で〈Ｔ・Ｔ〉と接せつ触しよくしていた。接触──というのも万騎が目もく撃げきしたのは公園でたむろしているバイカーチームの中に〈Ｄ〉が無む造ぞう作さに入っていき、そして通り過ぎたという場面だけで、彼らの間に何があったのかは判はん然ぜんとしない。だがチームの後についていき、通行人に混じって涼子とのストリートファイトを見物していたところを見ると無関係とは思えなかった。


〈Ｄ〉は地下通路を通って池袋の東側へ出た。明治通りは渡わたらず、上池袋方面へ足を進める。池袋駅の近くとはいえサンシャイン方面とは違い、一つ通りを入ると急に人通りがまばらになる。


（どこへ行くつもりなんだ？　この先には……）


　万騎の視界に高くそびえる塔とうが見えてきた。巨大な白い鉛えん筆ぴつを地面に突つき立てたようなその建造物は、建設中の清せい掃そう工場の煙えん突とつである。都の計画により東京二三区それぞれに建設される予定のゴミ処理場の一つで、煙けむりがサンシャイン60にかからないように高い煙突を建てているのだ。


　万騎はハッと立ち止まった。煙突に気を取られた一いつ瞬しゆんの間に〈Ｄ〉の姿を見失っていた。


（油ゆ断だんした──！）


　万騎は舌打ちして駆かけだした。すぐにくぐもった呻うめき声を耳にしてマンションの角を曲まがる。


　〈Ｄ〉はそこにいた。一人ではない。通りすがりのサラリーマンだろうか、グレーの背せ広びろ姿すがたの男を捕とらえ、大きな手で顔面を鷲わし摑づかみにしている。呻うめき声はその捕ほ獲かくされた男のものであった。


　万騎は思わずその場に立ちすくんだ。〈Ｄ〉は顔面を摑んだその片手一本で男の身体からだを宙ちゆう吊づりにしている。


「ウグッ……カハッ……ヒァァッ」


　背広の男は〈Ｄ〉の手を顔面から引き剝はがそうともがいた。革かわ靴ぐつの爪つま先さきが宙ちゆうを搔かく。その抵てい抗こうは次し第だいに弱くなり、やがて断だん末まつ魔まを思わせる痙けい攣れんが二度、三度と男の身体を震ふるわせた。


　男を放すと、〈Ｄ〉は何事もなかったように再び背を向けて歩き出した。ようやく金かな縛しばりが解とけたように、万騎は倒れている男の側そばに駆け寄る。気き道どうを確保した上で呼こ吸きゆうと脈みやく拍はくを確かく認にん。失神しているだけでとくに危き険けんな状態とは思えなかったが、〈Ｄ〉の追つい跡せきを優ゆう先せんしたい万騎はトランシーバーを手に取った。


「──こちら泉谷。路ろ上じようで暴ぼう行こうを受け失神している男性を発見。保ほ護ごを要よう請せいします。場所は東池袋一丁目四……」


　ガツッ！


　万騎の手からトランシーバーが吹ふっ飛び、建物のシャッターに当たって派は手でな音をたてた。


「なっ!?」


　引ひっ搔かかれたような右手の痛いたみを気にする間まもなく、万騎の顔面を狙ねらった攻こう撃げきがくる。反射的に頭を下げると、その攻撃は頭とう髪はつを掠かすめ、被かぶっていたベレー帽ぼうを飛ばした。万騎は敵の腹を蹴けり、その反動を利用して後ろに転がる。距離を離して敵を確認した万騎は、驚おどろいてその細い目を見開いた。攻撃してきたのは失神していたはずのサラリーマンであった。


「フシュゥゥ──……」


　男は異常な興こう奮ふん状態にあった。ギリギリと歯ぎしりしながら泡あわを噴き、血走った目を万騎に向ける。


「落ち着いてください。あなたを襲ったのは僕ぼくではありません」


　万騎は男が錯さく乱らんして自分と〈Ｄ〉を取り違ちがえているのだと思い、説せつ得とくを試こころみた。しかし男はその言葉を理解した様子もなく、髪を振ふり乱みだし奇き声せいを発しながら襲おそいかかってきた。


「シャァァッ！」


　男は猿さるのように四つん這ばいで駆け、恐おそるべき跳ちよう躍やく力りよくで万騎に飛びかかった。万騎は横に身を躱かわしたが、完全には避よけきれずにオレンジのジャケットの肩かたのところを引き裂かれた。五指をかぎ爪づめのように曲げた手の一撃だった。


　およそ一いつ般ぱん人じんの動きではなかった。かといって格かく闘とう家かの動きとも思えない。獣けものの動作をヒントに生み出された拳けん法ぽうに似にていなくもないが、男の動きはむしろ野獣そのものであった。


「ふしゅるるるるぅ──……」


　男は背広と革靴を脱ぬぎ捨すて、ネクタイを不ふ快かいそうに引きちぎる。七三に分けていた髪かみは乱れて逆さか立だち、その顔は過去の人生で一度もしたことのないであろう凶きよう暴ぼうな──見方によっては歓かん喜きの──表情を浮かべていた。全身の筋肉が異様に膨ぼう張ちようし、細身の身体が一回り以上大きく見える。


（当たり……だったな）


　万騎は〈Ｄ〉こそが奇き妙みような傷しよう害がい事件の原げん因いんであることを確信したが、それと同時に戸と惑まどってもいた。自分が被ひ害がい者しやになることまでは想そう定ていしていなかったのだ。


　トランシーバーは男の足元に転がっている。もし手元にあったとしても応おう援えんを呼よんでいる余よ裕ゆうはないだろう。万騎は男と視線を合わせたまま、首に下げているホイッスルを摑つかんでゆっくりと口元に運んだ。ホイッスルは緊きん急きゆう用の呼び子である。近くにパトロール中の団だん員いんがいればすぐに駆けつけてくれる。


　男が両りよう腕うでをだらりと下げたテナガザルを思わせる極きよく端たんな前ぜん傾けい姿勢のまま、じりじりと間合いを詰つめてくる。万騎が隙すきを見せればその瞬間に襲ってくるのは明めい白はくだった。


　万騎は男の方を向いたまま後方に跳躍し、ホイッスルを吹ふき鳴らした。男は万騎の跳躍に倍する勢いきおいで飛びかかってくる。横よこ薙なぎに襲ってくる右手の爪を、万騎は仰のけ反ぞって紙かみ一ひと重えで躱かわし、素す早ばやくその手首を摑んだ。自分から後ろに倒れ込みつつ摑んだ手首を返し、肘ひじと肩を同時に極きめにかかる。


　ゴッ！


　万騎は胸に肘打ちを食って顔をしかめた。


　そのまま地面に押おさえ込むつもりが、男の勢いが予想を上回っていたため、思い通りに腕を極められなかったのだ。二人はもつれながら地面に倒れ、激はげしい摑み合いとなった。万騎は関かん節せつ技わざの技術で対応しようとするが相手の腕わん力りよくは凄すさまじく、手首を摑んだだけではどうにもならなかった。何より万騎自身、これほど抜ぬき差さしならない格闘は初めての経験であった。


「ぐるるるあああぁぁ──っ!!」


　獣じみた生なま臭ぐさい息いきが顔にかかった。嫌けん悪おと恐きよう怖ふ感かんから男の顔を遠とおざけようとして、万騎は反射的に右手を出してしまう。その直後、出したその手に激げき痛つうが走った。男が顔の前に突き出された手の指に嚙かみついたのだ。


（く、食くいちぎられる──!?）


　万騎は一度手を引こうとして思いとどまった。下へ手たに抜こうとすれば指先を嚙み切られる危き険けんがある。指の痛みでかえって冷れい静せいさを取り戻もどした万騎は、逆に思いきり右手を男の口の中に押し込んだ。


「アガッ!?」


　万騎は男の喉のどに手首までねじ込み、軟なん体たい動物のようにうねる舌したを摑んだ。本物の野獣でもギブアップするところだが、男はなおも抵抗を続つづけた。空あいている左手で万騎の喉を摑み、万まん力りきのような力で締め上げてくる。


（ダメだ……僕の方が先に……ヤバ……イ）


　頭が風ふう船せんのように膨張していく感かん覚かく。万騎の意識が一瞬遠のく──


　ゴッ！


　不意に横からの衝しよう撃げきがあり、喉を締めつける感覚が消しよう失しつした。万騎は激しく咳せき込みながら身体からだを起おこす。


「──無ぶ事じか？　泉いずみ谷や」


　頭ず上じようから野の太ぶとい声が聞こえてくる。顔を上げた万騎の目の前に、見上げるほどの大男が立っていた。


　グレーのＴシャツの上に年ねん季きの入った革ジャンを羽は織おり、アーミーパンツに編み上げのブーツを履はいた巨きよ漢かん──二メートルを超こえる体格やその服ふく装そうから万騎は〈Ｄ〉が引き返してきたのかと錯さつ覚かくしたが、すぐにそれが間違いだと気付いた。


「ぐるるるうう……」


　唸うなり声に振り向くと、数メートル先で男が起き上がろうとしていた。


「手て加か減げんなしで蹴飛ばしてやったんだが……思ったよりタフだな」


　万騎の救きゆう援えんに現れた巨漢──南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうは感かん心しんしたように言うと迎げい撃げきの構えをとった。


　暴ぼう走そうサラリーマンは闖ちん入にゆうしてきた男を敵てきと認みとめ、躊ちゆう躇ちよする様子も見せずに突とつ進しんしてくる。だが体重からして万騎の倍ばいほどもある慶一郎を難敵と判はん断だんしたらしく、正面から襲うと見せかけて不意に横に跳とんだ。側そく面めんに回り込んでから攻撃を仕し掛かけてくる。


　慶一郎の身体がストンと沈しずみ、同時に丸太のような左足が跳ね上がった。顔面を狙ねらって飛びかかってきた男の身体をサッカーで言うところのオーバーヘッドキックで蹴り飛ばす。


　男が驚おどろくべき身体能力を見せたのはその直後だった。


　四メートル近い高さにまで吹っ飛ばされた男は、空中で猫ねこのように身体をひねって体たい勢せいを立て直し、ビルの壁へき面めんに四し肢しをついて、叩たたきつけられる衝撃を和やわらげたのである。よほど体たい術じゆつの修しゆう練れんを積つんだ者でもなければ真ま似ねのできない芸げい当とうだった。


「やれやれ、こいつは難なん物ぶつだぞ」


　常識人なら度ど肝ぎもを抜かれるような光こう景けいを目まの当あたりにしながら、しかし慶一郎に動どう揺ようした様子はなかった。


　男がジグザグの動きで幻げん惑わくしながら襲ってくる。そのフェイントに惑まどわされることなく慶一郎は悠ゆう然ぜんと構え、目を狙って伸のびてきた男の右の貫ぬき手てを摑んで止めた。続いて顔面を引っ搔きにきた左手も捕とらえ、男の両腕を封ふうじる。


　男は蹴りや嚙かみつきで抵抗しようとするが、慶一郎はそのタイミングに合わせて両腕を微び妙みように押したり引いたりすることでバランスを崩くずし、攻撃を出させないようにした。攻撃を封じられた男は狂きよう乱らんの叫さけびを上げる。


「うるううぅぅああああぁぁ──っ!!」


　男の腕から肩、背中にかけての筋肉が倍ほどに膨張した。パワーで押し切ろうというのだ。慶一郎はそれを待まっていたように両腕を引きながら手首を内側に返し、男の両肘ひじを極きめた。


　ゴキュ！


　寒さむ気け立つような異い音おんとともに男の両肘の関節が逆方向に折れ曲がった。しかし男は激げき痛つうで戦意を失うどころか、脱だつ臼きゆうしたことでかえって身動きが自由になったとばかりに、慶一郎の喉のど笛ぶえに食らいつこうと飛び上がる。


　慶一郎は体たいを開いて躱かわすと、男の首を脇わきに抱え込んで極めながら地面に引き倒した。うつ伏ぶせに押さえ込んだ男の腰をポンと叩いて立ち上がる。男はガチガチと歯を鳴ならしながらもがいていたが、やがて力尽つきたらしく動かなくなった。


「ったく……痛みも恐怖も感じない奴を相手にするのは骨ほねが折おれる」


　慶一郎はさして疲つかれた様子もなくそう呟つぶやくと、万騎の前にやってきた。万騎は青ざめた顔で訊たずねる。


「……殺ころしたんですか？」


「腰こし骨ぼねを外はずしてやっただけだ。死しにはしない。もっとも目が覚さめた後は地じ獄ごくの苦くるしみだろうがな」


「何な故ぜそんなことまで分かるんです？」


「肉体の安全装置リミツターを外はずして限界の能力を発はつ揮きしたんだ。全身筋きん肉にく痛つうで済すめばいい方だろう。確か、アフリカ原げん産さんで似たような効こう果かの麻ま薬やくがあったが……」


「見たところ筋肉痛で済む怪け我がでもなさそうですがね。あなたほどの人ならもう少しスマートに制せい圧あつできたはずじゃないんですか？」


　万騎は自分の言葉が他た人にんのそれのように聞こえた。思っていても口に出すつもりのない言葉だった。


　この南雲慶一郎という男を前にするといつも、万騎はどこか落ち着かないザラついた気分になる。万騎は慶一郎を能力の面では大いに尊そん敬けいしていたが、人じん格かくの面では同じ程てい度どに軽けい蔑べつしてもいた。それは自分よりも優すぐれていてなおかつ決定的に趣味の合わない人間に対して、誰もが抱いだく矛む盾じゆんをはらんだ複ふく雑ざつな感情だった。


「微び妙みようなところですね……正せい当とう防ぼう衛えいが成なり立つかどうか」


　万騎は自分の中で黒い感情が膨ふくれあがり、抑よく制せいできなくなっていくのを感じた。心しん臓ぞうが普ふ段だんとは違ちがうリズムで鼓こ動どうを打ち、邪じや気きを含ふくんだ黒い血けつ液えきが全ぜん身しんに広がっていくような不ふ吉きつな感かん覚かく──


「死人みたいな顔かお色いろだぞ。大だい丈じよう夫ぶか？」


「あなたに心配されたくないですね」


　そう答えながら万騎の目は無意識のうちに慶一郎を観かん察さつし、つけいる隙すきを窺うかがっていた。


　どうすればこの怪かい物ぶつのような男を倒せるのか──頭の中で戦せん闘とうシミュレーションを何十回と繰くり返す。彼ひ我がの能力と経験値ちを冷静に比ひ較かくし、やがて得えられた結けつ論ろんは『万に一つも勝ち目なし』であった。万騎の得とく意いとする組くみ技わざだけで勝負したとしても、腕を摑まれた瞬間に関節を破は壊かいされるのは目に見えている。おそらく一〇年後に闘ったとしても同じ結果になるだろう。


　だが、万騎は慶一郎を倒す方法が他ほかにもあることを知っていた。


「もし僕が事じ実じつと異ことなる証言をしたら──どうなるでしょうね？」


　慶一郎の顔色を観察しながら、そのアイデアを口に出してみる。


「そうでなくても警察沙ざ汰たになると困こまるようなことが多々あるんじゃないですか？　それに四よツ葉ば中での一いつ件けん……学校側も不ふ祥しよう事じが明るみに出るのを恐おそれて告こく訴そはしていませんが、僕はいろいろと証しよう拠こを握にぎっていますからね。証言の仕し方かたによってはあなた一人だけが捕つかまるように手を打つこともできる……」


「それでお前に何のメリットがあるのか知らんが、困ったことになるな」


『困る』という言葉を聞けたことで、万騎は妙みような嬉うれしさがこみあげてくるのを感じたが、口元を歪ゆがめるだけで我が慢まんした。


「だが──お前がその気なら俺にも打つ手がある」


「どうすると？」


「そうだな……手っ取り早く、この場でお前を始し末まつしておくか」


　慶一郎の口く調ちようは『帰りがけにラーメンでも食くっていくか』に匹ひつ敵てきする気き軽がるさであった。


「中学生を殺す気ですか!?」


「一四歳といえば国によっては成人だ。それに俺おれは、お前という男を子供扱あつかいして侮あなどったりはしない。俺の敵てきになるというなら、わざわざ見み逃のがしてやる理由はないな」


「……多少は抵抗しますよ？」


「できるかな？　俺の見たところ、お前の学んだ武術は同時に多人数を相手にできるタイプじゃないな。そもそも路ろ上じようのように開けた場所での闘たたかいを想そう定ていしていない。おそらく畳たたみの上……それも茶ちや室しつのような狭せまい密室でこそ最大の能力を発はつ揮きする。こいつは想像だが、政治的な暗あん殺さつを目的として工く夫ふうされ、特別に伝つたえられたものなんだろう」


　万騎は否ひ定ていも反はん論ろんもできなかった。図ず星ぼしをさされたからだ。


「ここで僕を殺せば、確実に捕つかまりますよ」


「外がい傷しようがあればな」


　慶一郎は万騎の右脇わき腹ばらの辺あたりを指ゆびさした。


「浸しん透とう勁けいで表面には外傷を残のこさず肝かん臓ぞうの機き能のうだけを破は壊かいする技わざがある。即そく死しはしないが一週間後には確かく実じつに死ぬ。治ち療りようは無む駄だだ」


「い……一週間もあれば遺ゆい言ごんを残せますが」


「ついでに脳のうも破壊しておけばいい。前ぜん頭とう葉ようのある部分をピンポイントで破壊すれば、まともにものを考えられなくなる。ロボトミー手しゆ術じゆつの要よう領りようだな」


「それじゃあ──」


　万騎は自分が慶一郎という男をまだ甘あまく見ていたことを悟さとった。


　慶一郎は脅きよう迫はくしているのではない。実じつ際さいに万騎と敵対した場合に取るであろう行動について述のべているにすぎないのだ。必要とあれば何い時つでも何ど処こでも誰だれとでも死合いをする覚かく悟ごのある──絶対確実に勝てる状況でない限り、間違っても敵に回してはいけない種しゆ類るいの男だった。


　万騎が瞬まばたきしたまさに一瞬の間に、慶一郎は手が届とどく間合いまで接せつ近きんしていた。


「──動くな」


　慶一郎が右手を突つき出し、硬こう直ちよくした万騎の胸むねに押し当てる。左手を背中側に回して抱かかえ込み、ちょうど両手で前後から挟はさむ形になる。フン、と気合いを込めると、心臓を中心として万騎の全身に電でん気きのような感覚が走った。


　一瞬息いきが詰つまり、万騎は咳せき込んだ。大きく息を吸い込むとスッと頭が軽くなり、胸から四し肢しに向かって温あたたかいものが広がっていく。同時に体内に充じゆう満まんしていた邪じや気きが晴はれていくのを感じた。
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「毒気にあてられたようだな。もう楽になったろう」


「は……？」


　万騎の背中をポンと叩くと、慶一郎は〈Ｄ〉が立ち去った方へ足を向けた。


「さっきの話は聞かなかったことにしてやる。俺も忙いそがしい身みなんでな」


　慶一郎の姿が見えなくなるまで見送った後、万騎は急に気分が悪くなり、電柱に寄よりかかって激はげしく嘔おう吐とした。全身の毛け穴あなという毛穴が開き、冷たい脂あぶら汗あせが噴ふき出してくる。身体の不ふ調ちようのためではない。致ち命めい的てきな危き機きに直ちよく面めんしたストレスによるものだった。


（かなわないな……あの人には）


　〈ＢＣＧ〉の他の団員が応おう援えんに駆けつけたのは、それから一分ほど後のことであった。





　　　　四





　レイチェルから捜そう索さく依い頼らいを受けた直後、テレビのニュース映えい像ぞうにこれ見よがしに現れた金きん髪ぱつの男──レックス・ディザスターマンの行方ゆくえを追って池袋へやってきた慶一郎は、到とう着ちやくしてすぐにきな臭い空気を感じ取った。


　池袋の街まちは澱よどみ漂ただよう瘴しよう気きに霞かすんで見えた。


　神しん気きを操あやつる〈神威カムイの拳けん〉の使い手である慶一郎の霊れい的な視し覚かくは、涼りよう子こにはかすかな黒いもやとしか見えなかったそれをはっきりと捉とらえていた。まるで動物がテリトリーを主しゆ張ちようするためにマーキングしたように、街のそこかしこから黒い気配が臭におってくる。


（これが〈魔ま素そ〉だとすると、ゲイツに金で雇やとわれただけの格かく闘とう家かとはタイプが違うな……）


〈封魔柱コンテナ〉が次じ元げん転てん移いしてきたにしては肝かん心じんのレイハからの連れん絡らくはない。自分から電話して問とい質ただしてみることも考えたが、どちらにせよ瘴気の源みなもとを探し出すのは慶一郎自身の役やく目めである。


　比較的新しい瘴気の流れに沿そって追つい跡せきを開始した慶一郎は、途と中ちゆうで何者かに敗やぶれたらしいバイカーの一団とすれ違い、その後、呼び子の音を聞いて駆けつけた路ろ地じで泉いずみ谷や万騎かずきと出会ったのだ。


　狂きよう暴ぼう化かしたうえに驚きよう異い的な身体能力を発はつ揮きしたサラリーマンは明らかに魔素に憑ひよう依いされていたが、〈封魔石〉を持つ本体ではなかった。その男と格闘していた万騎も精神に影えい響きようを受けていたところを見ると、これまでの敵とはひと味あじ違ちがうらしい。


（狂気が伝でん染せんするということか……集しゆう団だんヒステリーと言えばそうだが、症しよう状じようは人によって違いがあるようだな。魔素の量によるのか体たい質しつなのか、それとも──）


　万騎と別れた慶一郎は瘴気の追跡を再さい開かいした。瘴気の主ぬしは明めい治じ通りと川かわ越ごえ街かい道どうが交まじわる交こう差さ点てんを渡わたり、サンシャイン通り方面へ向かっていた。この先は池袋で最もつとも混こん雑ざつしている繁はん華か街がいである。右へ曲がれば池袋駅方面、左の首しゆ都と高こう下を渡ればサンシャインシティに出る。できれば路上ではなく、公園等もあり開けているサンシャインシティ方面で闘いたいところだったが、瘴気の残ざん滓しは路地の角を右に曲がっていた。


　慶一郎は歩を速めた。最初の十字路に差しかかったところで立ち止まり、左右に視線を走らせる。


　瘴気の痕こん跡せきが途と切ぎれていた。


　一〇メートルほど引き返して確認すると、瘴気は途中にある雑ざつ居きよビルの階段を上っていた。


（建物の中に入ったか……好こう都つ合ごうだな）


　慶一郎がビルに足を踏み入れようとしたその時、階上から人の争あらそうような物音が聞こえてきた。荒あら々あらしい怒ど声せいに続いて、重い衝しよう撃げきがビル全体を揺ゆるがせる。


　ガァン！


　二階のガラス窓まどがサッシの枠わくごと砕くだけ散ちり、白いスーツを着きた男が空中に飛び出してきた。正確には飛び出したのではない。ガラス窓を突き破やぶって外へ投げ捨てられたのだ。


　男はガラスの破は片へんとともに落らつ下かし歩道に叩きつけられた。ガラスが降り止やむのを待ち、慶一郎は歩道に出て二階を見上げる。


「ひゃあああ──ッ!!」


　二人目が奇き声せいを発しながら頭上を越こえていった。赤いアロハシャツの男である。ドスン、と背はい後ごで鈍にぶい音がしたが、慶一郎は振り向きもせずに壊こわれた窓を凝ぎよう視しする。爆ばく発はつが起きたように白い煙けむりの立ちこめる中に、大きな人ひと影かげがちらりと掠かすめた。


　跳ちよう躍やくして窓に飛びつこうと腰こしを落としたそのとき、慶一郎は背中に針はり先さきが触ふれたような殺さつ気きを感じた。


「──らああっ！」


　体たいを躱かわすと、寸すん前ぜんまで慶一郎の背中が存在していた場所を銀色の刃やいばが弧こを描えがいて通つう過かした。


　最初に落ちてきた白いスーツの男が、隠かくし持っていた短ド刀スを抜ぬいて斬きりかかってきたのだ。二階から墜つい落らくしたことで左肩が砕くだけていたが、男はまるで気にした様子もなく自由になる右手で短刀を振り回す。


（なるほど、暴ぼう力りよく団の事じ務む所しよだったか）


　風を切る短刀の刃を冷静に躱しながら慶一郎は思った。


　同じく魔素で狂暴化しているとはいえ、サラリーマンと違ってヤクザの方がケンカ慣なれしている分だけ闘たたかい方が堂どうに入っている。一方的に攻撃し続けるだけで、駆け引きやフェイントのような高級な戦法を使うほどの知ち能のうは残っていないようだが、それでも一いつ般ぱん人じんや並の格闘家では取り押さえるのは難むずかしいだろう。


　ビュン！


　短刀の刃が目にも留とまらぬ速はやさで鼻先を通過する。


　男が突き出した短刀を引き戻す瞬間を逃さず、慶一郎はその切きっ先さきを右手の三本の指で挟はさんだ。瞬間、短刀は空中に固こ定ていされたように停てい止しし、短刀を引こうとした男の身体の方が逆に慶一郎の方に引き寄せられる。慶一郎は空あいている左腕を素す早ばやく男の首に回し、頸けい動どう脈みやくを押さえて落としにかかった。


　パンッ！


　乾かわいた銃じゆう声せいが響ひびいたのはその直後だった。


　慶一郎の腕の中で、白いスーツの男の身体がビクッと跳はね上がる。


　拳けん銃じゆうを撃うったのは二番目に落ちてきた赤いアロハの男だった。頭から地面に叩きつけられたアロハの男は頭ず蓋がい骨こつの一部が陥かん没ぼつし、顔の右半分が鮮せん血けつに染そまっていたが、それでも拳銃は正確に慶一郎を狙ねらっていた。


　さらに二発目、三発目の銃声が鳴り響く。


　拳銃の狙いは正確だった──慶一郎がスーツの男を抱かかえているという事実を完全に無視してはいたが。


　盾たてにした男の身体に至し近きん距きよ離りから発射された銃じゆう弾だんが深ふか々ぶかと食い込む。その衝撃を感じながら、慶一郎は右手の指に挟んだ短刀を投なげつけた。銀色の刃の切っ先が吸すい込まれるようにアロハの男の喉のど笛ぶえに向かって飛ぶ。


　トリガーにかかった男の指がピクリと動いたが、四発目の銃声が鳴ることはなかった。


　突然の修しゆ羅ら場ばに居い合あわせた通行人の女性が悲鳴を上げ、それがきっかけとなって周しゆう囲いは騒そう然ぜんとなった。慶一郎は速すみやかにその場を離はなれると、すでに遠ざかりつつある瘴しよう気きの主ぬしを追った。


　サンシャイン60ストリートに出て左右に視線を走らせる。東急ハンズ前の人ひと込ごみの中に、周囲の通行人よりも頭二つ分ほど大きい白はく人じんの姿すがたがあった。人込みの間を飛ぶような速さで駆け抜け、慶一郎はその白人に近付いていく。


　慶一郎とほぼ匹ひつ敵てきする体たい格かくの持ち主。長い金髪の頭に稲いな妻ずまマーク入りの黒いバンダナを巻まいたその男は〈Ｄ〉──レックス・ディザスターマンに間違いなかった。


「レ──ックス!!」


　その呼びかけに応こたえることなく、レックスはハンズの角を曲がった。慶一郎がようやく追いついたとき、レックスは待ち受けていたらしい一台の黒いベンツに乗のり込むところだった。


「レックス!?」


　二度目の呼よびかけに、レックスは後こう部ぶ座ざ席せきに半身を乗り入れたまま止まった。サングラス越ごしに慶一郎を横よこ目めで一いち瞥べつし、ニイッと獰どう猛もうな笑えみを一瞬浮かべる。しかしすぐに無む表ひよう情じように戻もどると、ベンツに乗り込んでドアを閉しめた。


　急発進して走り去るベンツを、慶一郎はただ見み送おくるしかなかった──










　第三十七話　重じゆう力りよくの魔ま







〈八月九日──さらに追つい記き〉





『戦せん士しであろうとする者は憎にくむべき敵てきのみを持つべきだ。軽けい蔑べつすべき敵を持ってはならない』──とは誰だれの言葉だったか忘わすれたが、実にシンプルで意味深い箴しん言げんだ。


　今まで俺おれは数多くの敵と闘たたかってきたが、ライバルと呼よべる存在には巡めぐり会あっていない。いや……出会ってはいたのだろうが、『軽蔑すべき敵』の相手をするのに手て一いつ杯ぱいで気付かなかったというのが正せい解かいかもしれない。


　俺自身にそういう意識はなくても、向こうでは勝手に俺を『憎むべき敵』と認みとめていたりするからだ──








　　　　一





「──たかがプロレスラー一人に、ご大たい層そうな部へ屋やを用よう意いしたもんだ」


　部屋に入るなり、京きよう極ごく幻げん弥やは瘦やせた頰ほおを歪ゆがめて小さく毒どくづいた。


　都心にある外がい資し系けいホテルのペントハウス・スイートである。日本の平へい均きん的な一いつ戸こ建だてに倍ばいする面めん積せきはもとより、内ない装そうから家か具ぐにいたるまで、およそ目に付く物すべてが本物の高級感を漂ただよわせている。


　幻弥は首の後ろでまとめてある長ちよう髪はつのテールを揺ゆらしながら、値ね踏ぶみするように部屋を見回した。数日前に新しん調ちようしたばかりのスーツがこの部屋に負まけていないことに密ひそかな安あん堵どを覚おぼえる。


「……一いつ泊ぱく二〇万ってとこか」


「二泊で四七〇〇ドルです」


　流りゆう暢ちようだが抑よく揚ようのない口く調ちようで女の声が答える。肩かた越ごしに背はい後ごを見やった幻弥は訝いぶかしげに目を細めた。マネキンを思わせるスーツ姿すがたのブロンド美女が、壁かべ際ぎわに寄よせた椅い子すに行ぎよう儀ぎよく腰こし掛かけている。


　ミアン・キュービィであった。


　幻弥が来る前からずっとそこにいたらしいが、くつろいだ様子はなかった。幻弥はズボンのポケットに手を突つっ込んだまま、ミアンとその周しゆう囲いの壁かべや床ゆかを観かん察さつした。


「充電中かい？」


　サイボーグじみた完かん璧ぺきな美び貌ぼうを皮ひ肉にくった会かい心しんのジョークだったが、ミアンは理り解かいできなかったらしく反はん応のうはなかった。幻弥は声を立てずに自分だけ笑わらうと、吹ふき抜ぬけ構こう造ぞうになっているペントハウスの階下を見下ろした。そこにはガラス張ばりの温おん室しつのようなバスルームがあり、ジャグジーに大の字で浸つかっている一人の男が見える。


　それがレックスという男だとは聞き知っていたが、その姿は異い様ようなものだった。


　顔面の鼻から上を覆おおう黒いマスク。牙きばのように発はつ達たつした歯は並なみに嚙かまされた棒ぼう状じようの猿さるぐつわ。逞たくましい四し肢しを固こ定ていしている拘こう束そく具ぐ。ゆるく上下している胸には黒い日にち輪りんを思わせる奇き妙みような紋もん様ようの刺青いれずみが描えがかれている。両耳は密みつ閉ぺい型のヘッドフォンで塞ふさがれていた。


「……おたくの趣しゆ味みか？　それとも奴やつの？」


「ゲイツ様の言いつけです」


「ふうん……」


　幻弥は興味薄うすそうに鼻を鳴ならすと、プレイルームにビリヤード台を見つけて近付いていった。ブレイクショットの直後で放ほう置ちされたらしく、テーブルには的まと玉だまと手て玉だまが散ちらばったままになっている。台に立てかけてあるキューを手に取り、重じゆう心しんの位い置ちや先せん端たんのタップの具ぐ合あいを確かく認にんしながらボールの配はい置ちを眺ながめる。的玉は[image: ]番まであった。


（あん？……エイトボールか）


　エイトボールは[image: ]～[image: ]番のロウボール（ソリッドとも言う）と[image: ]～[image: ]番のハイボール（ストライプとも）の二つのサイドに分かれてプレイし、自分サイドの的玉をすべてポケットに落とした後で[image: ]番のボールを落とせば勝かちというルールである。


「おたくらの狙ねらいが何かは知らんが、あまり俺のシマで派は手でなことは起こさんでもらいたいな。こっちがにらまれる」


「すでに目もく的てきは半なかば達たつ成せいしています。これ以上あなたのご迷めい惑わくにはならないでしょう」


「だと有あり難がたいんだがね」


　慣なれた手つきでキューを構かまえた幻弥は、迷まよいなく手玉を撞ついた。バンクショットで[image: ]番がサイドポケットに入る。


「ところで、おたくのボスが雇やとった東ひがし方かた流りゆう玄げんって男は本物かい？」


　次のショットの狙いを定さだめながら、幻弥は何なに気げない口調で訊ねた。「本ほん物もの……とは？」


「四〇〇年ほど昔、京きよう極ごく家に〈神威カムイの拳けん〉を伝つたえた男も『東方流玄』と名な乗のっていたそうだ。〈神威の拳〉の正せい統とう伝でん承しよう者しやが代々その名を継ついでいるのか、それとも同一人物か──京極の人間としては気になるところだ」


「同じ人物ではないでしょう」


「そうかな？　流玄は不ふ老ろう長ちよう寿じゆの仙せん人にんだと聞くぜ。西洋人に『仙人』と言っても何のことやら分からんだろうが」


　コッ。


　白い手玉が[image: ]番の的玉に当たる。手玉はその位置でピタリと停てい止しし、運うん動どうエネルギーを与あたえられた的玉は吸い込まれるようにコーナーポケットに入った。ミアンは目だけを動かして玉の動きを追おっている。


「その男が何なに者ものにせよ、〈神威の拳〉は一いつ朝ちよう一いつ夕せきに身に付くもんじゃない……ウィラード・ゲイツが格かく闘とうの天てん才さいだとしてもな。神しん髄ずいを理解しない限かぎり、いいとこ大道芸人止どまりさ。これまで雇った連れん中ちゆうと同じにな」


「ナグモには勝てないと……？」


「もっと根こん本ぽん的なことだ。〈神威の拳〉をマスターできたところで勝利者にはなれまいよ」


「────!?」


　ミアンが首を動かして幻弥を見た。幻弥は爬は虫ちゆう類るいじみた薄うす笑わらいを頰ほおに貼はり付けたまま、台の周まわりをゆっくりと歩く。


「意い味みが分かりかねます。もう一度おっしゃっていただけますか？」


「おたくらは〈神威の拳〉を何だと思っている？　まあせいぜいがとこ、得え体たいの知れない超ちよう能のう力りよくじみた東とう洋よう武ぶ術じゆつの一いつ種しゆってとこだろう」


「……違ちがうのですか？」


「違っちゃいないさ。表ひよう面めん的にはな」


　ポジションを決きめた幻弥は、フォローショットで手玉を撞ついた。正せい回かい転てんを与あたえられた手玉は[image: ]番を弾はじいた後あともまっすぐ進み、続いて[image: ]番にも当たる。二つの的玉はほぼ同どう時じにポケットに入った。


　それを待ってミアンが口を開く。


「……つまり〈神威の拳〉には他ほかの格闘技にはない秘ひ密みつがあると？」


「そんなところだ」


　ミアンは次つぎの言葉を待まったが、幻弥は次のショットの方が気になるという顔で手玉を撞く角かく度どを測はかっている。


「榊さかき原ばら先生──」


　幻弥の呼びかけに、部屋の入り口近くに壁を背せにして立っている瘦そう身しんの男が顔を上げた。ポマードで固かためたオールバックの髪に、薄うす暗ぐらい室しつ内ないでも外はずさないサングラス、そして視し覚かく障しよう害がい者しや用にしては太ふとさのある丈じよう夫ぶそうな杖つえを携たずさえた四〇がらみの男──榊原烈れつ膳ぜんである。




[image: ]


「先生、徒と手しゆに限かぎらずあらゆる武術の神しん髄ずいといえば何でしょうね？」


　幻弥は烈膳の方を振り向きもせずに訊たずねる。ぶしつけな質問だったが、烈膳は表情一つ変えずに答えた。


「一瞬にして敵を倒たおす……それだけだ」


「まさにその通り」


　カッ。


　勢いきおいよく撞かれた手玉がクッションで跳はね返り、[image: ]番をサイドポケットに沈しずめる。


「──ですがね、先生。たとえどんな敵をも倒す力を持ったとしても、そもそも誰が敵なのか分からなければ、そんな力など無なきに等ひとしいとは思いませんか。それに強くなればなるほど、勝てば勝つほど敵は増ふえていくもの……『いかなる強者も疲ひ弊へいするときがある』と言った哲てつ学がく者がいるが、正しよう直じき、俺もその説せつには納なつ得とくせざるをえない」


「何をおっしゃりたいのですか？」


　ゲイツのことを揶や揄ゆしていると考えたのかミアンが口を挟はさんだ。幻弥はその反はん応のうを楽しむように嗤わらう。


「人間が追い求める『強さ』の中には、あっても無む駄だなものや、かえって自じ滅めつを招まねくようなものもある──それは人間の業ごうだ。同時に限げん界かいでもある」


「〈神威カムイの拳けん〉はそれすらも超こえる？」


「さあて、どうかな……？」


　曖あい昧まいに答えると、幻弥はキューの先せん端たんに滑すべり止めのチョークを塗ぬった。


「人間も生物の一いつ種しゆだってことを忘れちゃいけないぜ。そして優すぐれた生物ってのは必ずしも強い生物のことじゃない。肝かん心じんなのは生き残るための能力だ。それも──」


　自説を披ひ露ろうすることを躊ちゆう躇ちよしたように幻弥は言葉を切った。


「ときにミアン……おたくはクリスチャンか？」


「まさか」


「だろうな。ゲイツ以外の〈神かみ〉はいらん……そうだろ？」


　ミアンは微び笑しようした。肯こう定ていの笑えみである。


「そもそも〈神〉ってのは何だと思う？　おおかた全知全能で人間に絶ぜつ対たいの命めい令れいを与あたえる唯ゆい一いつの存在ってとこだろう……だが、そのイメージの原型が何なのか分かるか？　ヒントは『あらゆる生物の中で人間だけが持っていないもの』だ」


「……なんでしょう？」


「〈本能〉だよ」


　幻弥は断だん言げんした。


「人間は何をするにもいちいちものを考える……動物だってたまには考えるかもしれんが、基本的な行動はすべて本能によってあらかじめ決きめられている。本能ってのは自然のプログラムだ。恐おそろしく高度で緻ち密みつなマニュアルってとこだな。それがあるから、どんな状じよう況きようだろうと迷まようことなく即そく座ざに最さい適てきな行動を選せん択たくすることができる……ところが人間はこのマニュアルをどこかに置き忘れてきた生き物だ。だから迷う。そもそも何をすればいいのか、何を得えれば満まん足ぞくするのかも分からない。いつも不安でしょうがない……それが人間だ」


「だから〈神〉を創つくり出した……？」


「〈神〉に限ったことじゃない。権けん威いや道どう徳とく、哲学……流りゆう行こうだって同じことだ。自分の中に確たしかなものが見当たらないから、外に見つけ出そうとするのさ。自分に命令する者、自分が何者かを教えてくれる者がいて初めて人間は安あん心しんできる。例たとえばウィラード・ゲイツがそうだ。おたくはゲイツを崇すう拝はいしているつもりだろうが、結けつ局きよくは自分が安心するためにゲイツを利用しているにすぎん……おたくは否ひ定ていするだろうがね。もっとも俺おれなら、一度無ぶ様ざまに負けた奴やつをいつまでも未み練れんたらしく拝おがんだりはしないが」


　ミアンは不ふ満まんそうな様子だったが、反はん論ろんはしなかった。幻弥が何を言おうとしているのか、それを見み極きわめたいという興味の方がまさっているのだ。


「……で、それと〈神威の拳〉との間にどのような関かかわりが？」


「大ありさ。武ぶ術じゆつ家かじゃないおたくにはピンとこないか？」


　からかうように言って、再び台に向かう。


「真しんに優すぐれた武術の技わざや動どう作さは宇宙の法ほう則そくを体たい現げんしているという。鍛たん錬れんの目的はもちろん闘いに勝つためだが、あるレベルに達たつした武術家は肉体を通じて何かを悟さとる……」


「それはいわゆる──〈道タオ〉の思し想そうではありませんか？」


「……驚いたね。そんな気の利きいた言葉をご存ぞんじだったとは」


　幻弥は大おお袈げ裟さに肩をすくめてみせた。


「それが分かってるのなら話は早い。〈神威の拳〉にも同じことが言えるわけだ。ある種しゆの超人を目指しているとはいえ、神しん気きを操あやつるだの何だのというのは初しよ期きの段だん階かいにすぎない」


「〈神威の拳〉はその名の示す通り〈神〉を拳こぶしに宿やどらせる……つまり人間の肉体に本能を呼び覚さます武術だというのですか？」


「ことによると武術ですらない可能性もあるがね」


　ようやく話が通つうじたことに満足した顔で幻弥はキューを構かまえる。狙ねらいは[image: ]番だが、手前にハイボールの的玉があるため一度クッションで反射させなくてはならない。手玉を撞くポイントを慎しん重ちように探さぐり、バックスイングしたそのとき、ミアンが訊ねた。


「では〈闇やみ神威〉とは──？」


　コン。


　手玉が[image: ]番の的玉を弾はじく。しかし的玉はわずかにポケットを外れ、逆に手玉の方が反対側のコーナーポケットに落ちた。


「ちと当たりが薄うすかったか……」


　渋しぶい顔をしたのはミスのせいばかりではなかった。


　ミアンがビリヤード台に歩あゆみ寄より、ポケットに落ちた手玉を拾ってテーブル上に置く。幻弥のために置いたのではない証しよう拠こに、ミアンは自分のキューを持っていた。


「京極家における〈神威の拳〉の歴れき史しは四〇〇年と伺うかがっています……」


　ミアンは自動車工場の溶よう接せつロボットのように正せい確かくかつ無駄のない動きでキューを構えた。グリップを持つ右手の肘ひじが、三角定じよう規ぎで測はかったように直ちよつ角かくに曲がっている。写しや真しんに取って教科書に載のせたいほどの理り想そう的なフォームであった。


　ファールによる交こう替たい後は手玉を好きな場所に置けるため、ミアンは最初のショットで[image: ]番の的玉を難なんなく落とした。次にミアンは手玉から最もつとも遠くにある[image: ]番を狙う。エイトボールのルールでは番号順に手玉を落としていく必ひつ要ようはないが、幻弥に倣ならって数字の大きい的玉から落とすつもりらしい。


　ミアンの頭の中で、電子頭ず脳のうが謎なぞのＬＥＤをチカチカと点てん滅めつさせながら手玉を撞つく角度と強さを計算している様子を幻弥は想像した。


　コッ！


　強きよう烈れつに撞かれた手玉がテーブルを駆け抜け、[image: ]番をコーナーポケットにねじ込んだ。手玉は[image: ]番を十分に狙える位置に止まっている。


「もし〈神威の拳〉の目的が本能を目め覚ざめさせることなら、〈闇神威〉というネガティブ・パワーが生まれるのは何な故ぜですか？」


「さあね……そいつは自分でも分からん」


　幻弥はあっさりと認みとめた。


「〈闇神威〉は〈神威の拳〉の修しゆ行ぎようが高度な段階に入ったとき、偶ぐう発はつ的に身に付けてしまう負の神気だ。京極家に伝でん承しようされた神気練れん法ぽうが不ふ完かん全ぜんなのか、それとも単に体質なのか、原げん因いんを解かい明めいした奴やつはこれまで一人もいない……〈闇神威〉は使つかい手の精神と肉体の両方を蝕むしばむからな。深入りすれば発はつ狂きようするか変死するかのどちらかだ。東ひがし方かた流りゆう玄げんなら何か知ってるかもしれんが」


「あなたの見けん解かいはどうなのです？　京極の分ぶん家けはもともと〈闇神威〉が原因でできたとか……」


「ずいぶんと余よ計けいなことまで知ってやがるな」


　幻弥は一瞬、底そこ光びかりする目で鋭するどくミアンをにらんだが、すぐに頰ほおを緩ゆるめた。


「まあいいさ。俺の説でよければ聞かせてやろう。結けつ論ろんから言うと、〈闇神威〉は〈神威の拳〉の終しゆう着ちやく点てんじゃない──だが間違いから生まれた結果でもないはずだ」


「では、さらにその上がある……？」


「それも違うな」


　答えながら幻弥は顎あごでテーブルを示しめした。ミアンが[image: ]番と[image: ]番を続けてポケットに落としたのを見て、再び口を開く。


「〈闇神威〉は過か程ていでもない。言わば一つの結果ではないかと俺は考えている」


「結果……？」


「解かい答とうと言い換かえた方がいいか？　ただし模も範はん解答じゃない」


　ミアンはますます意味が分からないという怪け訝げんな表情になった。


「考えてもみろ。本能ってのは生存本能だけじゃない。それとは逆に死を命じる本能もある……レミングって動物は数が増ふえすぎると集団自殺するそうだが、それと似にたようなものだ。俺の仮か説せつが正しいとすれば〈闇神威〉もまた正しく本能が目覚めた結果と言える」


　幻弥は口元にこわい笑えみを浮かべ、


「〈闇神威〉を発はつ現げんさせた使つかい手の多くが狂死したのも無理はない。人間の精神なんぞ模も造ぞうされた本能の代だい用よう品ひんにすぎん……真の支配者の前にはただ崩くずれ去るのみだ」


　その口調には、みずから深しん淵えんを覗のぞき込み狂気に触ふれた者だけが持つ確信がこもっていた。言葉の意味をどの程てい度ど理解しているのか、ミアンは再びキューを構えて手玉を撞き、[image: ]番をコーナーに落とす。テーブル上に残る的玉は[image: ]番を含めて五つになった。


「しかし、それは理想ではないでしょう。それに、動物的な本能を目覚めさせるためだけに超能力は必要ないはず……〈神威の拳〉の真しんのマスターとなった者の身には何が起きるのですか？」


「俺の方が知りたいね。こればっかりは仮説を並ならべてみても意味がない……だが今や京極本家には過か去この名人に並ぶほどの使い手はもう残っちゃいない。直ちよつ系けいの刹せつ羅らは〈闇神威〉だし、七なな瀬せと秋あき嵩たかも歳としのわりにはよく使うといってもまだまだ未み熟じゆくときてる──」


　テーブルを見つめるミアンの目が細められた。残るハイボールは二つ。しかしどちらもロウボールに阻はばまれて直接には狙えない位い置ちにあった。手玉を最初に自分サイドの的玉に当てられないとファールになる。ファールによる交こう替たい後には相手プレイヤーは手玉を好きな位置に置けるため、的玉が二つしか残っていない状じよう態たいでのファールは命取りだった。


　手玉をクッションで反射させることになるが、クッションでの反射角と、手玉と的玉が当たって弾はじかれる分ぶん離り角かくを同時に計けい算さんしなければならないため難なん度どは格かく段だんに上がる。しかも狙うべきコーナーポケットに近い微び妙みような位置に[image: ]番があった。自分サイドの的玉をすべて落としきらないうちにうっかり[image: ]番を落としてしまうとその時点で敗北が決まる。


　しばし悩なやんだ後、ミアンは決けつ心しんがついたらしく動き出した。


　テーブルの横に置いてある、棒ぼうの先に板を付けた農のう具ぐのような形の器き具ぐを取り、手玉から遠い台の反対側に回る。ミアンの取った器具は手玉が手の届とどかない場所や構えられない場所にある時に使う補ほ助じよ器具──レスト（メカニカルブリッジ）である。ミアンがテーブルにレストを置き、板に切られた窪くぼみにキューのシャフトを乗せたところで、幻弥はようやくミアンの狙いを理解した。


「行くのかい？　勝負師しだねえ」


　幻弥の声も気にせず、ミアンは難むずかしい姿し勢せいからショットした。


　コッ！


　強く撞かれた手玉がクッションで反射して[image: ]番の的玉に当たる。[image: ]番はかなりの勢いを残して[image: ]番に追つい突とつし、完かん璧ぺきな角度で弾いた。[image: ]番がコーナーポケットに向かってまっすぐ、しかしゆっくりと転ころがっていく──


「ンッン～～、惜おしいねえ。もうちょいでミラクル・ショットだったのに」


　[image: ]番の的玉はポケットインまで残り数センチというところで止まっていた。あえて数字順にこだわり高難度のショットに挑ちよう戦せんしたことに、幻弥は素す直なおに賛さん辞じを呈ていしていた。


　ファールにはならなかったものの手玉は絶ぜつ好こうの位置に止まっていた。幻弥は[image: ]番を簡単にポケットに落とす。


「おたくのボスには悪いが、南雲慶一郎と闘たたかうのは俺の方が先だ。奴やつとは少々因いん縁ねんがある」


「彼と闘ったことが？」


「ああ。もう一〇年……いや一二年前になるか。俺も奴も学生だった」


「負けたのですか？」


「勝ったさ」


　失しつ敬けいな、という調子でそう言い、幻弥は[image: ]番をコーナーに落とした。残るは[image: ]番。幻弥は最も遠いコーナーポケットを指定し、キューを構える。


「つまり……〈神威の拳〉の使い手が素人しろうと相手に苦く戦せんしたのですね」


　カッ。


　白い手玉がテーブルを走り、的玉がポケットに落ちる。しかし肝かん心じんの[image: ]番はテーブル上に残ったままだった。幻弥の撞いた手玉は[image: ]番に当たったもののポケットインできず、弾かれた勢いで[image: ]番に接触してこちらを落としてしまったのだ。


　交替したミアンは易やす々やすと[image: ]番をポケットにねじ込んだ。


「申し訳わけありませんが先約が入っています。レックス・ディザスターマンとの対戦がありますので」


「……俺のお膳ぜん立だてをぶち壊こわすなよ。インチキマネージャーめ」


　幻弥が悪あく態たいをついて間もなく、[image: ]番の的玉がポケットインする音が響ひびいた。





　　　　二





　夕ゆう刻こく──


「……ったく、相も変わらず騒さわがしいわねえ」


　喧けん噪そうに包つつまれた公園を見回しながら、涼りよう子こは呆あきれたように呟つぶやいた。


　池袋中央公園──若きアマチュア格かく闘とう家たちの戦場〈バイパーズ・レイヴ〉の舞ぶ台たいである。


　一部の雑ざつ誌しや深しん夜やの情報番組で紹しよう介かいされて以来、噂うわさを聞きつけた武闘派暴ぼう走そう族ぞくや他の繁はん華か街がいから流れてきたチンピラ少年グループ等が参さん戦せん、対戦の激げき化かにともなって見物人の数も倍ばい増ぞうしており、公園の周囲には警けい官かんの姿すがたもあった。公園の中ではオレンジ色のジャンパーを着た〈ＢＣＧ〉団員が動き回り、見物人がトラブルに巻まき込まれないように警けい戒かいしている。


　マイナーなイベントとしては大きくなりすぎた感のあるバイパーズ・レイヴだが、いまだに警察から中止勧かん告こくが出されていないのは、レイヴのストリートファイトはあくまで対戦者間の了りよう解かいに基もとづいたパフォーマンスであるという建たて前まえと、これまでバイパーズや見物人の中から死し亡ぼう者しやや重じゆう傷しよう者が出ていないという事実があるためである。自警団〈ＢＣＧ〉の活動もさることながら、〈アースシェイカーズ〉〈ファイナルアンセム〉〈ペインキラーズ〉等の古参チームの意識が高かったこと、そして何より最強のバイパーズにしてアイドルである一人の男の存在が大きかった。


　バイパーズ・レイヴはいわゆるトーナメント大会ではない。基き本ほん的には一種の陣じん取とり合がつ戦せんで、ファイトに勝利した者はラジカセで自分のテーマソングを流してテリトリーを主しゆ張ちようする。聞こえてくる曲が変わればそれは新たな勝者が現れたことを意味し、その曲に聞き覚おぼえがなければ新しん参ざんチームであることが遠くからでも分かる仕し組くみだった。公園内はおおよそ四つのエリアに分かれており、常時四種類の曲が流れていることになる。


　このシステムは予よ備び知ち識しきもなくやってきた見物人には理解しづらく、どの曲がどのチームのテーマソングなのかを知らなければ面おも白しろ味みは半はん減げんする。しかし需じゆ要ようがあればそれに応こたえて供きよう給きゆうする者もまた現れるのが世よの常つねであった。


「……なに？　あれ」


　涼子は見物人の輪わの中に、踏ふみ台に乗って何か演えん説ぜつをしているらしい若い男を発見した。派は手でな帽ぼう子しを被かぶった芸げい人にん風のその男は、講こう談だん師しのような名めい調ちよう子しでバイパーズ・チームの紹介をしながらビラを配くばっている。


「瓦かわら版ばん屋や!?　いつの間まにあんなものが……」


「それ、古すぎるわよ涼子ちゃん……江え戸どの昔むかしじゃないんだから」


　一いち応おう突つっ込こみつつ、ひとみの方も他ほかに適てき当とうな呼び方を思いつかなかった。


　さらに公園を奥おくへと進むと、おそらく日本で最もつともよく知られていると思われるオーケストラの曲が聞こえてきた。ベートーヴェンの〈交こう響きよう曲きよく第だい九番ばん〉──その第三楽がく章しようである。


「あっ！　涼子さん、こっちですよこっち～～!!」


　少女のような高い声が聞こえてきた。音おん源げんであるＣＤラジカセの置おかれたベンチに座すわっている少年が、二人を目め敏ざとく発見して手を振っている。涼子は人込みを抜ぬけてつかつかと歩み寄ると、その少年──神かみ矢や大だい作さくの脳のう天てんに手しゆ刀とうを振り下ろした。


　ガスッ！


「大声で人の名前を呼ぶんじゃないわよ。妙なストーカーが増ふえるでしょ」


「はい……」


　頭を抱かかえてうずくまる大作を放ほうって、涼子は対戦中のバイパーズに目を向けた。


　闘っているのは新参チームらしい固かた太ぶとりのチーマーと、バイパーズ最強ファイター・草くさ[image: ]なぎ静しず馬まだった。静馬はトレードマークの虎とら縞じまバンダナを締しめ、お気に入りの真まっ赤かなＴシャツにカンフーズボンといういでたちである。


　スパァン！


　鞭むちのような静馬のローキックがチーマーの太ふと腿ももに入り、派は手でな音に見物人が沸わいた。しかしチーマーはわずかに揺ゆらいだだけで、大きなダメージを受けた様子はない。


「また調子に乗ってサービスしてるわね……」


　涼子は気に入らないという口く調ちようで呟つぶやく。静馬が観かん客きやくを意識して見み栄ばえのいい魅みせ技わざを使っていることが分かっていた。


　静馬の人気が高いのは単たんに強いという理由だけではない。対戦相手の実じつ力りよく如何いかんに拘わらず必ず見せ場をつくり、ドラマチックな勝負にしてしまう天てん性せいのエンターテイナーであるからだ。


　しかし今回の相手のチーマーは実力差がありすぎるようで、静馬が手て加か減げんしていることすら理解していない様子だった。そもそも大おお勢ぜいの見物人の前で闘うという状じよう況きようそのものに慣れていないのだろう、やたらと力りきんで手足を振り回してはいるが、踏ふみ込みが甘あまいため華か麗れいなステップで躱かわすまでもなく勝かつ手てに空から振ぶっている。


「クソッ、てめえ……チョコマカ逃にげんじゃねえ！」


「そう？　ほな、これでどや？」


　静馬はスッと踏み込み、相手とほぼ密みつ着ちやくする間ま合あいまで近付いた。しかも直ちよく立りつノーガードである。驚おどろいたチーマーは無む防ぼう備びの顔面に右ストレートを打ち込むが、静馬は上体を仰のけ反ぞらせてその攻撃を避さけた。


「なろっ！」


　次のボディブローを静馬は逆に身体からだをくの字に折おって躱す。続いてローキック。静馬は両足を引っ込めるようにその場で跳ちよう躍やくして回かい避ひ。攻撃が当たらないことに業ごうを煮にやしたチーマーはラリアートを食くらわそうとするが、静馬はその腕うでの下をくぐって背はい後ごに回り込み、背せ中なか合わせにぴたりと密着した。


「うおっ……こら、てめえ!?」


　慌あわてるチーマーは身体ごと振り向こうとするが、静馬は相手が押おせば引ひき、引けば押すという具ぐ合あいに完全に追つい従じゆうする。二人は接せつ着ちやくされたように背中をくっつけたままグルグルと回った。


「……珍ちん妙みような合がつ体たい芸げいを覚おぼえたわね」


「この間からあれがお気に入りなんですよ」


　大作が解かい説せつする。涼子は見ていないが、真まな鶴づるの砂すな浜はまでチーム〈ナイツ・オブ・ゴールド〉の不ふ動どう秋あき嵩たかを相手にしたときに披ひ露ろうした化か勁けい（相手の力を吸きゆう収しゆうし無にする技術）の応用技であった。


　見物人の間から笑いと歓かん声せいが上がった。技術的には高度なのだが、一般人の目には尻しり相ず撲もうに似にた愉ゆ快かいなダンスとしか見えない。


「いい加減離れろっつってんだろ！」


「逃げるな言うたから近付いたったのに」


「近すぎてウゼえんだよ!!」


「さよか」


　十分に笑いが取れたことを確かく認にんすると、静馬は腰こしを使ってチーマーの身体を押した。軽く尻を突き出しただけに見えたが、チーマーの方は派手にすっ飛とび、石いし畳だたみの上を勢いよくヘッドスライディングしていった。さらに大きな笑いが起こる。


　静馬は尻をチーマーに向けて突き出し、ペチペチと叩たたいた。


「ほ～れほれ、デカイ口叩く前に一発でも当ててみそ」


　鼻の頭を擦すりむいたチーマーは耳まで赤くなった顔を上げ、立ち上がるなり静馬の尻に向かって猛もう然ぜんと突とつ進しんした。跳び蹴りで襲おそいかかるが、寸すん前ぜんで静馬にひらりと身を躱されて無ぶ様ざまに尻餅をついた。尾び骨こつを強きよう打だしたらしく尻を押さえて悶もだえる。


　見物人の反はん応のうはすでに失しつ笑しようと化していた。そこそこの実力があり静馬といい勝負ができれば見物人にもバカにされずに無ぶ事じに帰れるが、プライドに実力が伴ともなわない者の辿たどる運うん命めいは悲ひ惨さんである。面おも白しろい勝負にならないと判断した途と端たん、静馬が笑いを取りに走るからだ。引き時をわきまえないと、対戦相手は精神的に再さい起き不ふ能のうになるまでピエロを演えんじ続けるハメになる。気き骨こつのあるバイパーズからは恨うらまれず、格かつ好こうをつけたいだけの不ふ良りようからは徹てつ底ていして嫌きらわれる理由はそこにあった。


「このクソが……！」


　バイパーズの精神を理解していない新参のチーマーは、怒いかりのあまり衆しゆう人じん環かん視しの中ということを忘れてナイフを取り出した。鈍にぶく銀色に光る刃はを見て、見物人の間に緊きん張ちようが走る。しかし静馬は右手の小こ指ゆびを耳に突つっ込んで掃そう除じしながら、


「ほう～、それで？　素す手ででカスリもせんくせに、リーチがほんのちょびっと伸のびたくらいでどうにかなんのか？」


　小こ馬ば鹿かにしたように言うと、その時初めて気付いたように涼子の方を見た。何を思ったのか、今にもナイフで突きかかってきそうな相手を無む視しして愛あい想そよく手を振る。


　ピシッ！


　静馬は顔を完全に涼子の方に向けながら、素人の視し力りよくでは捉とらえられないほどの神しん速そくの蹴けりを放った。見物人たちはチーマーの手からナイフが吹っ飛び、地面に落ちる音がして初めてその攻撃に気付いた。そして気付いたときにはすでに静馬は相手の懐ふところに滑すべり込んでいた。


「オアォ！」


　チーマーの鳩みぞ尾おちに右の肘ひじを打ち込み、返す裏うら拳けんで顔面を叩く。顔面を押さえたチーマーは仰のけ反ぞりながらよろよろと後退する。その短い距きよ離りを助じよ走そうし、静馬は地面を蹴って跳躍した。


「ホアラァァ!!」


　怪かい鳥ちようの叫さけびのような気合いとともに放たれたのは、見事に体重の乗った華か麗れいな跳び蹴りだった。胸むな板いたを打たれたチーマーは数メートルも吹っ飛ばされ、後ろに控ひかえていた数人の仲間にぶつかって将しよう棋ぎ倒だおしになった。


「お帰りはあちらや。パンチでもキックでも、まともに当たるようになってからまたおいで」


　静馬は公園の出口の方を示し、発達した犬けん歯しを見せてニッと笑う。すっかり戦意喪そう失しつしたチーマーたちは、湧わき上がる拍はく手しゆと歓声に背を向けて逃げ出した。


　意い気き揚よう々ようと自分の陣じん地ちに戻もどってきた静馬に、涼子は冷さめた口調で声をかける。


「てっきりブルース・リーの信しん者じやだと思ってたのに、いつからジャッキー・チェンの物もの真ま似ねを始めたの？」


「アホ、超ちようのつく天才だけに許ゆるされた高等な闘い方にド素人がイチャモンをつけるな。それに最後はきっちり決めたやろ？」


　静馬は自陣のベンチにどっかと腰こしを降ろす。スポーツドリンクのボトルを摑つかみ、ストローを口にくわえるが、一口飲のんだだけで止やめた。水分補ほ給きゆうが必ひつ要ようになるほど汗あせをかいてもいないのだ。


「今日はザコばっかりや……身体からだも冷ひえるっちゅうねん」


「バイパーズのレベルが下がってるんじゃないの？」


「ま、オレが強すぎるんやな」


「……おそらくその両方ですよ」


　大作はさっきの瓦版屋から手に入れた先週の戦せん績せき表と自分でつけているスコアを見み比くらべながら言った。


「〈シェイカーズ〉を始めとする古ふる株かぶのバイパーズが、このところ週しゆう末まつのレイヴに参戦してないんですよ。その留る守すをついてニューフェイスが何組も参戦してるんですが、これがまたドングリの背せい比くらべで……」


「氷ひ室むろ君も来てないの？」


　ひとみが横よこからスコアを覗のぞき込む。


「ええ。〈ペインキラーズ〉は八月になってから現れてませんね。那な智ちさんのことだから予よ備び校の夏か期き講こう習しゆうにでも出てるのかもしれませんが。でも他ほかのチームは──」


「静馬が強すぎるから諦あきらめてレイヴから撤てつ退たいした？」


「その逆ぎやくでしょうね。僕の摑んだ情報では〈シェイカーズ〉の仁に志しさんはジムの合ごう同どう合がつ宿しゆくに行ってますし、他のチームの主力メンバーも新しい道場に通かよい始めたりしてます。静馬さんがどんどん強くなってるんで、一度レイヴから離はなれてレベルアップに努つとめてるみたいですよ」


「なるほど……ライバルに打ち勝つための特とつ訓くん中というわけね」


「山やま奥おくで滝たきに打たれたりはしてないと思いますけど」


　大作は涼子の考えを見み透すかしたように言う。


「でもレイヴそのものを作ってきた正せい統とう派はチームの不ふ在ざいは深しん刻こくですよ。今日なんて、四面あるエリアのうちここ以外の三面はイロモノチームが陣取ってますからね。彼らも古株といえば古株なんですが……」


「いいじゃない。どうせここだってイロモノみたいなもんだし」


「誰だれがイロモノやねん!?」


　静馬の素す早ばやい突っ込みはそれ自体がすでにイロモノの根こん拠きよになっていた。涼子はやれやれと肩すくめ、


「何にしても静馬の独どく演えん会かいなんて見物してても退たい屈くつなだけね……帰ろっか、ひとみ？」


「ええっ？　今来たところじゃないですか」


「あたしらもそんなに暇ひまじゃないのよ」


　ひとみを連つれて帰りかけた涼子は、不意の歓声に立ち止まった。何事かと振り向いたその目の前を黒い物体が地面と水すい平へいにカッ飛んでいき、公園の木に激げき突とつする。それは人間──それもついさっき静馬に負けて逃げ帰っていったチーマーの一人だった。


「人間をこんな風ふうに投なげられるのは……!?」


『──ク～～サナギ～～ッ!!』


　野の太ぶとい叫さけび声が聞こえたかと思うと、残りのチーマーたちが同じく弾だん丸がんのように飛んでくる。見物人の輪を割わって現れた人間カタパルトの正体は、身長二メートルに達たつする大男であった。


　アメリカンフットボールのプロテクターを着き込こんでいるようなボリュームの上半身に、ペインターパンツを穿はいた丸まる太たのような長い足。短く刈かり込んだ頭はドイツ国こつ旗きの三色で奇き妙みような模も様ように染そめられ、そこだけ白いモミアゲはＬ字型にピンと伸のびていた。


　六月にレイヴに現れ、その圧あつ倒とう的な強さで並なみ居いるバイパーズを震しん撼かんさせた新参チーム〈ナイツ・オブ・ゴールド〉の切り込み隊たい長ちよう・不ふ動どう秋あき嵩たかであった。


　丸太からノミ一本で彫ほり上げたような大作りの顔に闘とう志しをみなぎらせた秋嵩は、ベンチにふんぞり返っている静馬の前までやってくると、巨きよ体たいと比ひ較かくしても太く長い腕うでを上げて人差し指を突きつけた。


「真まな鶴づるでの借かりを返しに来たぜ、草くさ[image: ]なぎィ！」


「フン……上じよう等とうや!!」


　静馬が再ふたたび試合場（といっても明めい確かくな区く分ぶんはないが）に出ると、以前に倍ばいする声せい援えんが起こった。秋嵩を知る者は当とう然ぜんこれが今日のメインイベントになることを承しよう知ちしており、因いん縁ねんを知らなくても静馬の一・五倍近い重じゆう量りようの大男を見れば強敵だろうと察さつしがつく。盛もり上がらないはずがなかった。


『キャ～～～ッ！　ウ～リ坊ぼう～～～ッ!!』


　女子高生グループからの黄き色いろい声せい援えんに、秋嵩は一いつ瞬しゆん嬉うれしそうな顔で振り向くが、すぐに顔色を変えて怒おこりだした。


「誰がウリ坊だ!?　いいか、何度も言うがこの頭はイノシシの子供じゃねえ！」


　秋嵩が独どく自じのセンスで染そめた頭の模様は、不ふ幸こうにも静馬に指し摘てきされて以来、誰の目にもイノシシの子供に特とく有ゆうの斑まだら模様としか映うつらなかった。抗こう議ぎももやは『ウリ坊』の印いん象しようを逆に強くする効こう果かしかない。


「まあまあ、怒らんでもええやんけウリ坊」


「てめえのせいだ、てめえの！」


「大の男が細かいこと気にすんな。それより……」


　静馬は右に左に身体を傾かたむけて、秋嵩の背後に視し線せんを送った。〈ＫＯＧ〉トリオの残る二人の姿がない。


「他の二人はどこで迷まい子ごになっとんねん？」


「関係ねえ。今日は俺と一対一サシの勝負だ！」


　それを聞いた途と端たんに大盛り上がりの声援が一いつ転てん、激はげしいブーイングに変わった。


『三人がかりで負けたくせに、お前一人で勝てるわけねーだろ！　ゲッ〇ーロボだって一人じゃ合体できないんだぞ』


『色白の兄ちゃんはどうしたんだよ!?』


『七なな瀬せお姉様は～～っ？』


『すっこめパワーバカ!!』


　見物人が口々に罵ば声せいを浴あびせ、ついでに空あき缶かんなど手近な物を投げつける。そのほとんどは秋嵩の足元にも届とどかなかったが、その中に一つだけ、飛ひ燕えんの勢いきおいで飛んできたコーラの空き瓶びんが秋嵩の頭を直ちよく撃げきした。秋嵩の石いし頭あたまには毛けほどのダメージもなかったが、だからといって痛いたくないわけがない。


「今……バカっつった奴やつ、前へ出ろ!!」


　怒いかり狂くるった秋嵩が見物人の輪に向かって突とつ進しんした。進しん路ろ上にいた見物人たちが蜘く蛛もの子を散ちらすように逃にげ惑まどう。


「他ひ人との勝負にガタガタ口出しすんじゃねえ！　見み世せ物ものじゃねえんだぞ!!」


「お金取ってないだけで見世物には違ちがいないんですけどねえ……」


　聞こえないところで大作が突つっ込む。


「ウリ坊、客きやくイジるんもその辺へんにしとけ。お前の相手はこっちや」


　秋嵩を呼び戻そうとした静馬は、異変に気付いて怪け訝げんな表情になった。猛もう然ぜんと突進していた秋嵩の動きが止まっている。


　──ダンッ……ダッダッダン！


　群ぐん衆しゆうが足を踏ふみ鳴らすような重い響きと手て拍びよう子しによる重じゆう厚こうなリズムが聞こえてくる。


　そのサウンドが近付くとともに、秋嵩が前傾姿勢のままじりじりと後こう退たいした。見物人が左右に避よけたことで静馬はようやく起きている事じ態たいを理解した。秋嵩は大きな手に顔面をわし摑づかみにされ、凄すさまじいパワーで押おし戻されているのだ。


「おおっ!?」


　秋嵩の突進を止め、さらに押し戻しながら現れたのは秋嵩に匹ひつ敵てきする巨きよ漢かんだった。


　金きん髪ぱつの白人である。


　身長は同じ二メートルクラスだが、フットボーラー的な秋嵩とは印いん象しようが異ことなり、こちらは全身の筋きん肉にくを鍛きたえ上げたプロレスラーの分ぶ厚あつさがあった。しかし固太りのヒールではなくベビーフェイス的なヒーロー体たい型けいである。稲いな妻ずまマークを白く染そめ抜ぬいた黒いバンダナを頭に巻まき、濃こいサングラスをかけている。黒いＴシャツの上にフライトジャケットを羽は織おり、下はアーミーパンツに脛すねまである編あみ上げブーツで固めていた。


　男は左腕一本で秋嵩を押さえながら、右腕で肩に担かついだ巨大なラジカセを支えていた。単たん一いち電でん池ちが一〇本くらい入っていそうな特大ラジカセが大音量で洋よう楽がくをがなりたてている。


『──〈クイーン〉だ』


　誰だれかが言った。


　男がラジカセで再さい生せいしているのはイギリスの国こく民みん的ロックバンド〈クイーン〉の名曲〈ウイ・ウィル・ロック・ユー〉であった。


　──お前たちをあっと言わせてやるぞウイ・ウイル・ロツク・ユー！


　大だい胆たん不ふ敵てきなメッセージとともに、〈クイーンの男〉は秋嵩を突き飛ばした。猪ちよ突とつ猛もう進しんが取り柄えの秋嵩がもんどり打って尻しり餅もちをつく。


「──にゃろう！」


　秋嵩はすぐに起き上がり、低い姿し勢せいで再さい度ど突っ込んでいく。ちょっとした軽けいトラ並の破は壊かい力りよくを持つ突進に対し〈クイーンの男〉はわずかに腰を沈しずめて迎むかえ撃うった。


　ゴッ。


　鈍にぶい音とともに巨体が宙ちゆうを舞まい、背中から地面に叩きつけられた。


　周囲にどよめきが波は紋もんのように広がっていく。


　投げ飛ばされたのは秋嵩の方だった。激げき突とつの瞬しゆん間かん、〈クイーンの男〉は左腕で下からすくい上げるようにして突き上げたのだ。単なるパワーだけではない。防ぼう御ぎよの困こん難なんなタックル攻撃への対たい策さくが完かん璧ぺきであればこその反はん応のうであった。


　〈クイーンの男〉は背後に落ちた秋嵩には見向きもせず、ラジカセを鳴ならしたまま静馬の前までやってくると、左手を突き出し、立てた親指を下に向けた。


　静馬はフンと鼻を鳴らすと、新顔を迎えるチャンピオンとして言った。


「──ようこそ挑戦者ウエルカム！」





　　　　三





　池袋中央公園は騒そう然ぜんとなった。


　〈ＫＯＧ〉の不動秋嵩を片かた腕うでであしらう超ちよう大型ニューフェイスの登とう場じようである。他のエリアに陣じん取どっていたバイパーズも、そのニュースを聞きつけるなり、もはや対戦どころではないと駆かけつけてくる。結けつ局きよく、見物人の数が当とう初しよの倍以上に増ふえたため、闘たたかいの舞ぶ台たいは公園の中央に移うつされた。


　大おお勢ぜいの観かん客きやくが見守る中、闘いは三つ巴どもえの様よう相そうを帯びていた。普ふ通つうなら自じ力りきで起き上がれなくなるほどの投げ技わざを食くらいながら、秋嵩は平へい気きな顔で復ふつ活かつするなり静馬に抗こう議ぎした。


「俺おれの方が先に来たんだ。こっちに挑ちよう戦せん権けんがあるんだろ!?」


「そう思うのは勝かつ手てやが、レイヴにそんなルールはあらへん。勝った奴やつが強い──それだけや」




[image: ]


「じゃあそこで見てろ！」


　秋あき嵩たかは静馬と〈クイーンの男〉の間に割わり込んだ。


「フオオォォォ────」


　唇くちびるを尖とがらせ〈神威カムイの息吹いぶき〉の声を上げると、秋嵩の巨体からかすかな白い蒸じよう気きが立ち昇のぼった。〈クイーンの男〉が特とく大だいラジカセを地面に置く。


　それを待って秋嵩は攻こう撃げきを仕し掛かけた。今度は馬ば鹿か正しよう直じきな突とつ進しんではない。間ま合あいを測はかりながら胸むな元もとに牽けん制せいの突つきを放つ。リーチの差を考こう慮りよしたベストの選せん択たくだった。


　だが〈クイーンの男〉は仁に王おう立だちのまま防ぼう御ぎよせず、胸むな板いたでその打撃を受け止めた。二発、三発と食らっても小こ揺ゆるぎもしない。


「むっ!?」


　牽けん制せいごとき避さける必要なしという不ふ敵てきな態たい度どに、秋嵩はそれならばと一歩踏み込んでから突き回し蹴りを放つ。まともに食らえば一二〇キロの重量級も吹っ飛ぶ威い力りよくを秘ひめた蹴りである。


　ドシッ！


　分ぶ厚あつい肉を打つ音が響く。しかし〈クイーンの男〉は揺ゆるがず、逆に秋嵩の方が押し返されたようによろめいた。


「……あれ？」


　涼子は目を瞬しばたかせた。蹴りが当たった瞬しゆん間かん、秋嵩の足先からオレンジ色の火ひ花ばなが飛び散ったように見えたのだ。


「退たい屈くつやぞ、さっさと本気でかからんかい！　こっちゃ待っとんねん」


「うるせえ!!」


　静馬の飛ばす野や次じに律りち儀ぎに言い返しつつ、秋嵩は小こ手て先さきの攻撃を止やめて正面から組くみに行く。しかし目まぐるしい組み手争あらそいに耐たえられずに間合いを離はなすのは決まって秋嵩の方だった。腕わん力りよくはほぼ互ご角かくでも〈クイーンの男〉の方が組み手のテクニックで数すう段だん上回っていた。摑つかもうとしても逆に関かん節せつを極きめられそうになり、自分から離れざるをえなくなる。


　秋嵩が手て詰づまりになったと見るや、〈クイーンの男〉は攻こう勢せいに転てんじた。ミドルキックから強きよう烈れつなチョップの連れん打だで攻せめたて、動きが止まったところへタックルを仕掛ける。重心を下げて耐えようとした秋嵩の巨体を、大たい木ぼくを引っこ抜くようにして背後に投げ落とした。


「ぬおおっ！」


　秋嵩は空中で身体からだを回かい転てんさせて足から着ちやく地ちする。しかし振り向いた瞬間に突進からのエルボーを食らい、怯ひるんだところで頭を摑まれた。


「フウウゥン!!」


　ゴッ！


　重い石がぶつかり合うような音が鳴った。


　〈クイーンの男〉が頭ず突つきを食らわせたのだ。


　さらに二発、三発、四発と連続で頭を打ち付ける。並の人間なら頭ず蓋がい骨こつがグシャグシャに粉ふん砕さいするところだが、秋嵩の石頭はその猛もう打だに耐えた。ただし耐えたのは外側だけで、衝しよう撃げきは中なか身みに伝わっている。〈クイーンの男〉は脳のう震しん盪とうを起こした秋嵩の身体からだを仰あお向むけに担かつぎ上げると、短い助じよ走そうで跳躍しながら、頭越ごしに脳のう天てん逆さか落おとしに地面に叩たたきつけた。


　ゴガァン!!


　石いし畳だたみの砕くだける音が鳴り響ひびいた。


　スプラッシュ・マウンテン──投げの形からしてそれが最もつとも近い呼び名だったが、豪ごう快かいさと破壊力において通つう常じようのそれを超えていた。〈クイーンの男〉が離れても、秋嵩の巨体は地面に逆さまに突き立ったままだった。


　周しゆう囲いが一瞬、静まり返る。


　人間の肉体がどの程度で壊こわれるのか知らずとも、殺さつ人じん的プロレス技わざを固い地面の上で食らって無事でいられるはずがないことは明めい白はくだった。秋嵩の身体がビクッと痙けい攣れんすると、女性の間から短い悲ひ鳴めいのような声が出た。


「ンガ……」


　頭だけで倒とう立りつしている秋嵩は両足をジタバタと動かすと、両手を地面についた。腕うで立たての要よう領りようで地面から頭を引っこ抜き、前方に倒たおれ込んでブリッジしてから起き上がる。頭に付いた土を手で払はらい、首をコキッと鳴ならした。


「……チッ、やってくれるじゃねえか」


　やる気き満まん々まんである。まるで効きいた様子のない秋嵩の姿すがたに、見物人たちは喜よろこびつつも半なかば愕がく然ぜんとなった。


『なんで平へい気きなんだよ……奴は不ふ死じ身みか!?』


『人間じゃねえよ！』


『ロボットだって今のアレ食らったら壊こわれるぜ、普ふ通つう？』


『そうか！　バカだから痛いたいのがよく分かんねーんだ、きっと』


『バカってスゲェや!!』


　勝かつ手てなことを口走っている連れん中ちゆうに〈今バカっつった奴やつ、後でしばき倒す！〉という一いち瞥べつをくれると、秋嵩は懲こりもせずに三み度たび、突進した。


「──ええ加か減げんにせんか～い!!」


　真横から突っ込んできた静馬のドロップキックが、突進中の秋嵩の脇わき腹ばらを直ちよく撃げきした。バランスを崩くずした巨体が勢いきおい余あまって地面を転ころがる。スプラッシュ・マウンテンを食らっても平気だった秋嵩だが、今度は尻餅をついたまま立ち上がってこなかった。


「クッ……邪じや魔ますんじゃねえよ、草[image: ]！」


「やかましわ！　三回ダウンしたから終おわりや!!」


「そんなルール聞いてねえぞ!?」


「なんぼ身体が丈じよう夫ぶやゆうたかて、何も考えんとアホみたいに突っ込んでくばっかりやったらキリないわ。ほっといたら明日の朝まで同じことの繰くり返しや。そんなもん悠ゆう長ちように待ってられるか！」


　今度は静馬が秋嵩と〈クイーンの男〉の間に割って入った。


「ああっ!?」


　真しん打うち登場に沸わく見物人の中で、涼子は思わず驚きの声をもらした。大作が顔を上げて聞き返す。


「どうしたんですか、涼子さん？」


「燃えてる……」


「どこがです？」


「どこって──ほら、静馬の足元よ」


「ええ？」


　大作は慌あわててビデオカメラのファインダーを覗のぞき込んだが、それで見る限り静馬に変わった様子はない。


「何も燃もえてませんけど……？」


「そんなわけないでしょ！」


　涼子は隣となりにいるひとみの腕うでを摑んで引き寄せた。


「ひとみ、よく見てよ。火がついてるでしょ？」


「う～んと……どこに？」


「だから静馬の──」


　ひとみは眼鏡めがねを外はずして焦しよう点てん距きよ離りを調ちよう節せつしてみたが、やはり首を傾かしげる。


「涼子ちゃん……私にはそうは見えないんだけど……」


「そんな……!?」


　自分の周しゆう囲いを見回した涼子は、自分以外に騒さわいでいる者がいないことを知り、ようやく別べつの可か能のう性せいに気付いた。


「シャアアアァァ────」


　間合いを測りながら静馬が唇くちびるを尖とがらせ息吹の声を上げた。すると、足元から真しん紅くの炎ほのおが燃え上がり、螺ら旋せんを描えがきながら静馬の身体を駆かけ上がっていく。人じん体たい発はつ火か現げん象しようとしか思えないその映像ヴイジヨンは、この衆しゆう人じんの中で涼子にしか見えていないらしく、騒ぎ出す者は皆かい無むであった。


「あれが静馬の〈神威カムイの拳けん〉──」


　涼子は真まな鶴づるでの一いつ件けんを思い出していた。怪かい物ぶつと闘たたかった海かい底ていドームで、初はじめて慶けい一いち郎ろうの〈神しん飛ひ拳けん〉を肉にく眼がんで視し認にんしたときのことを。慶一郎の〈龍りゆう気き〉は黄おう金ごん色の光に見えたため、涼子はてっきり〈神威の拳〉はすべて同じような見え方をするものだと思い込んでいたのだ。


　四し肢しに炎の神しん気きを宿やどらせた静馬は、〈クイーンの男〉に向かって行った。ローキックで飛び込み、ミドル、ハイと連れん続ぞくで蹴けりを放つ。身しん長ちよう差が一五センチもあるため普通のハイキックが胸板への蹴りになる。しかし秋嵩のときとは違い、ノーガードで受けた巨体は大きく揺ゆらいで後こう退たいした。


「やった、効きいてますよ！」


「そうかしら……」


　涼子の視し覚かくは、蹴りのインパクトの瞬間に足先で爆ばく発はつする神気の衝しよう撃げき波はを捉とらえていた。しかし、ドロップキックを食くらった秋嵩の身体にはまだ静馬の神気が残ざん留りゆうしているのに比くらべ、〈クイーンの男〉の胸板に浸しん透とうしたはずの神気はすぐに消しよう滅めつしている。ダメージがあったとしてもせいぜい『押された』程てい度どではないか──涼子はそう感じた。


　静馬にもそれが分かったらしい。すぐに跳ちよう躍やくし、追い打ちを仕掛ける。


「──〈猛もう虎こ散さん弾だん脚きやく〉!!」


　相手の身体を駆け上がるようにして無数の蹴りを放ち、最後の一いち撃げきの反はん動どうを利用して大きく後方に跳とぶ。


　〈クイーンの男〉は最初の連続蹴りと同じように後退はしたものの倒れることはなかった。その胸板には燃もえる神気の足形が無数に刻きざまれていたが、片手で撫なでるとまるで塵ちりでも払うように綺き麗れいに消え失うせた。


「フン……面白オモロいやないか！」


　発はつ達たつした犬けん歯しを剝き出して吼ほえた静馬は、さらに高い息い吹ぶきの声を上げた。四肢だけでなく全身に真紅の神気が充じゆう実じつしていく。驚おどろきをもってその様子を観察しながら、涼子の脳のう裏りにある疑ぎ念ねんが浮うかんだ。


　──何な故ぜ、自分にだけ神気が見えているのか？


　手て掛がかりは幾いくつかあった。過か去こに一度見ているため、涼子自身に神気を視し認にんできる感かん覚かくが備そなわったとも考えられる。


（でも、あたし自身とくに何が変わったわけでもないし……他ほかの原因と言えば……？）


　涼子はあらためて真鶴での状じよう況きようを思い起こした。神しん気きの見える条じよう件けんとは何か。そして現げん在ざいの状況と合がつ致ちする要よう素そとは──？


　〈クイーンの男〉が動いた。


　鈍どん重じゆうさをまるで感じさせない素す早ばやい踏み込みから得とく意いのエルボーで突っ込む。静馬は背中側に躱かわして死し角かくに入ろうとしたが、男は最初から予よ測そくしていたように肩を使った体当たりに変化し、突き飛ばして体勢を崩くずしたところへ再度エルボースマッシュを見み舞まった。


　ガツッ！


　辛かろうじて打だ点てんを外したものの、その一発で静馬のガードが弛ゆるんだ。その機きを逃のがさず〈クイーンの男〉は重いフックとボディブローの連打を浴あびせる。もちろん最終的な狙ねらいは摑つかんでからの強きよう烈れつな投げ技にあった。ここで打ち負けて守しゆ勢せいに回ってしまえば思うつぼである。


　静馬は右フックを外側に躱しながら、その手首を摑んで引いた。相手が抵てい抗こうして腕を引っ込めようとした瞬間、その力を逆に利用して跳躍する。脇腹に右膝ひざを食くらわせると同時に、左足を相手の頭越ごしに回して顎あごに引っかけた。摑んだ手首を返して肘ひじ関節を極きめる──


「おおっ、久ひさ々びさに出ましたよ〈飛ひ燕えん十じゆう字じ固がため〉！　しかも以前より素す早ばやい!!」


「いえ、あれは……ダメだわ！」


　〈クイーンの男〉は静馬の身体をぶら下げたまま右腕を頭より高く持ち上げる。肘が伸のびきって極まる前に、静馬は両手を放して十字固めを解といた。男の身体を蹴って間合いの外へ逃れる。


　見物人のほとんどは何が起きたのか理解できなかったが、涼子には静馬が関節技を解いた理由が分かった。十字固めを仕掛けた直後から、静馬の全身に充みちていた神気が急きゆう激げきに減げん衰すいしたのだ。腕を極めようにも力が出なかったに違いない。


　格闘中に何か身体に異常が生じたのかとも思ったが、男から離れた静馬の神気はさっきの勢いきおいを取り戻していた。


（あら？　じゃあさっきはどうして急に……？）


　再び〈クイーンの男〉が攻勢に出る。静馬は捕つかまらないように距離を取りながら攻撃を躱すが、リーチが長くスピードもあるため何発かはガードさせられてしまう。


「──うん!?」


　涼子はその攻こう防ぼうの中にふと違い和わ感かんを感じた。


　注意深く観察することでその違和感の正体はすぐに判はん明めいした。相手の攻撃をガードするたびに静馬の神気は勢いが衰おとろえる。それも打撃を受けた部分の神気が削けずり取られたように弱まるのだ。


　神気がもともとそういう性せい質しつのものという考え方もあったが、涼子の直感はＮＯと告つげていた。


（触ふれただけでパワーが削られる……？　すると関節技を仕掛けて身体が密みつ着ちやくしたから神気が衰えたの？　雪ゆき女おんなじゃあるまいし、そんな妖よう怪かいじみた体たい質しつの敵てきなんて──）


　そこまで考えて、涼子は自分が肝かん心じんなことを見み落おとしていたのだと卒そつ然ぜんと悟さとった。神気が肉にく眼がんで見えるという現象もそれで説明がつく。


「いるわ……そうよ、それしか考えられない！」


「今度はいったい何です？」


　大作がファインダーを覗のぞいたまま訊たずねる。涼子はその襟えり首くびを摑むと、周囲の声援に負まけない声で怒ど鳴なった。


「携けい帯たい持ってるでしょ!?　南な雲ぐも先生に連れん絡らくするのよ……早く！　急いそいで！」


　そう言っている間まにも一いち段だんと大きな歓かん声せいが上がる。静馬が跳び蹴りを食らわせ〈クイーンの男〉を押し戻したのだ。しかしやはり微び々びたるダメージしか与えられていない。


「ハンパな技わざにはビクともせんっちゅうわけか……極ごく上じようや！　覚かく悟ごせえ!!」


　静馬の全身から神気が紅ぐ蓮れんの炎ほのおと化して噴ふき上がった。大きく踏み込みながら、えぐり込むように右のアッパーを放つ。


　ゴウッ！


　拳こぶしから放ほう射しやされた神気の火ひ柱ばしらが、直接打撃の間合いの外にいる〈クイーンの男〉に襲おそいかかった。


　静馬の操あやつる〈神威の拳〉の一手〈紅あかい牙きば〉──だがその攻撃は相手に触れた時じ点てんで力を失うしなっていた。


「──もいっちょ！」


　続いて左のアッパー。〈クイーンの男〉がようやく防ぼう御ぎよ姿し勢せいになる。


「──おまけや!!」


　さらに追つい加かの右。〈紅い牙〉の三さん連れん続ぞく攻撃──〈紅こう牙が三連〉である。相手はわずかに後退するが、ダメージはほぼない。


　しかし静馬の攻撃は終わりではなかった。〈紅牙三連〉の最後に振り上げた右拳を開き、さらに踏み込みながら水平に薙なぎ払う。


「往おう生じようォォォ──せいやぁぁっ!!」


　轟ごう！


　右手から神気の爆ばく炎えんがほとばしる。


　静馬の決め技でもあり、炎ほのおの神気の別べつ名めいでもある〈炎の虎とら〉が炸さく裂れつした。その名の通り猛もう虎この姿すがたを象かたどった爆ばく炎えんが〈クイーンの男〉の巨きよ体たいを包つつみ、身体の前面を防御していた両腕を弾はじいた。


　一瞬の無む防ぼう備び状態──その勝しよう機きを静馬は逃のがさず、懐ふところに飛び込んだ。


　拳の突き、肘打ち、さらに靠こうによる体当たり攻撃。そして──


「──燃えりゃあああっ!!」


　地じ面めんを蹴って下から突き上げ、爆炎を放射しながら上じよう昇しようする。


　〈焰ほむら舞まい〉──〈紅い牙〉〈炎の虎〉に続く静馬第三の必ひつ殺さつ技わざであった。


　三つの技を連続して放つことで灼しやく熱ねつのフルコース〈紅ぐ蓮れん無む双そう炎えん舞ぶ〉が完成する。


　ゴウォォッ！


　火柱が〈クイーンの男〉の胸板を貫つらぬき、その巨体を圧あつ力りよくで吹き飛ばした。


　爆炎の残ざん滓しを翼つばさのように閃ひらめかせながら静馬が着ちやく地ちするのと、男が仰あお向むけに倒れるのが同時だった。真っ二つになったサングラスが地面に落ちて砕くだけ散る。


『おお……やったぜ！』


『やりやがった!!』


　周囲から勝利を祝いわう歓かん声せいが湧わき起こる。しかし──


「まだよ！　まだ終わってない！」


　涼子の注ちゆう意いを聞くまでもなく、静馬は戦闘態たい勢せいを解といていなかった。倒れた男に対して警戒の姿勢を崩さず、乱みだれた呼吸を整ととのえて神気の充じゆう実じつをはかっている。


〈クイーンの男〉の身体がビクリと痙けい攣れんした。電気が走ったように四し肢しが震ふるえ、やがて糸で操あやつられた人形のように上体がガバリと起き上がる。


　涼子の肌はだが粟あわ立だった。男の身体からタールのようなドス黒い気け配はいが染しみ出し、大気中に溶とけていく映像ヴイジヨンが見える。


　男のシャツは引き裂さかれ、胸の奇き妙みような刺青いれずみの模様が露あらわになっていた。黒い日にち輪りんを思わせる刺青はそれ自体が生きているように蠢うごめき、そこから放射状に亀き裂れつが走った。亀裂（に見える模様）は細かく枝えだ分わかれしながら広がり、皮ひ膚ふを覆おおっていく。


「──何や、これは!?」


　思わず後ずさる静馬の前に立ち上がると、男は閉とじていた瞼まぶたを開いた。その双そう眸ぼうは金色であった。


『ＵＲＲＲＲＲ……』


　〈クイーンの男〉は喉のどの奥おくから獣けものじみた唸うなり声を発した。全身の筋肉がビクビクと痙攣し、内圧が押さえきれなくなったように膨ぼう張ちようする。


『ＯＲＲＲＵＵＵＵＵｕ────ッ!!』


　倍ほども太くなった両腕を振り上げ、咆ほう吼こうとともに地面に叩たたきつける。


　ドォン！


　強力な爆ばく弾だんが炸さく裂れつしたような衝しよう撃げき波はが周囲に広がった。


　大地を揺るがす震しん動どうが足の下を走ったかと思うと、涼子は不意に身体からだ中が下に引っ張られるような感かん覚かくに襲おそわれた。いきなり数十キロの荷に物もつを背せ負おわされ、手足に鉛なまりを付けられたようだった。


「くっ……こ……れは……？」


　側そばにいるひとみや大だい作さくをはじめとして、見物人たちのほとんどが一いつ斉せいに地面に這はいつくばった。辛かろうじて立っているのは涼子の他ほかにはバイパーズや〈ＢＣＧ〉の団員など、ある程てい度ど身体を鍛きたえていて、しかも比ひ較かく的体重の軽かるい者たちである。


　幻げん覚かくでなければ重力の異い常じようとしか思えなかった。爆心地に近い静馬と秋嵩はとくに重力が強いらしく、二人とも地面に膝ひざをついてやっと耐たえている。


（あの男から離れなければ──）


　涼子はそう考えたが足が動かなかった。少しでもバランスを崩くずすとそのまま倒れ、二度と起き上がれないような気がした。


　超ちよう重力の中では時間の進み方が異い様ように遅おそく感じられた。数秒が数分に感じられる。そして体たい感かん的には数十分──実じつ際さいには十数秒の後のち、涼子はさらに恐おそるべき事じ態たいが起きつつあることを知った。


　静馬と秋嵩の二人が地面に沈ちん下かしはじめていた。


　重さでめり込んでいるのではない。〈クイーンの男〉の周囲の地面が流りゆう砂さと化し、二人の身体を呑のみ込みつつあるのだ。


（この超能力……真まな鶴づるの……スイマーズの時とは……比べものに──）


　重さに耐えかねた涼子が膝から崩れたその時、その頭ず上じようを黄金色の閃せん光こうが走り抜けた。


　カアァァン！


　光こう弾だんが重力の魔ま人じんに命めい中ちゆうし、鉄てつ板ぱんに重いハンマーを叩たたきつけたような撃げき音おんが響き渡わたった。その直ちよく後ご、わずかだが重力が弛ゆるむ。


「……ようやく会あえたな」


　頭上から野の太ぶとい男の声が聞こえてくる。涼子は首を痛いためる心配をよそに顔を上げた。


　異常重力のためだろうか、赤みがかった涼子の視し界かいに、本日三人目となる身長二メートルクラスの大男の姿があった。


「用があるのは俺おれじゃないのか？──レックス・ディザスターマン!!」


　南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうは地上数メートルの高みから魔ま人じんを見下ろして、そう言った。
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　〈クイーンの男〉──レックスが持ち込んだ特大ラジカセは異常重力の中でも壊こわれることなく大音量を響ひびかせていた。再さい生せいしているのはクイーンのヒット曲ばかりを集あつめたテープらしく、まるで慶一郎の登場に合わせたかのように〈ウイ・ウィル・ロック・ユー〉に代わって〈フラッシュのテーマ〉が始まる。


　慶一郎は五体に充じゆう溢いつさせた〈龍りゆう気き〉と地面との反はん発ぱつ力によって立ったまま空中に静せい止ししていた。しかしただ浮ふ遊ゆうしているだけで、〈凶まがツ風かぜ〉を操あやつる京きよう極ごく刹せつ羅らのようにそこから上じよう昇しようしたり素早く飛ひ翔しようしたりできるわけではない。レックスの注意を自分に引きつけ、同時に周囲の状じよう況きようを確かく認にんするという二つの目的のためにあえて目立つ真ま似ねをしているのだ。


　魔人化したレックスがその能のう力りよくで発生させた異常重力の効こう果か範はん囲いはほぼ公園の敷しき地ち全ぜん域いきに及およんでいた。〈神しん飛ひ拳けん〉の直ちよく撃げきを受けてもわずか数秒間弛ゆるんだだけで解かい除じよされる気配はない。レックスを中心として半径数メートルの範囲の地面が流りゆう砂さと化し、近くにいた静馬と秋嵩はすでに腰こしまで沈しずんでいる。


　慶一郎は自分と同じ高さにある広こう葉よう樹じゆの枝えだに目を向けた。異常重力の影えい響きようを受けた枝はたわみ、枝についた葉はも重おもそうに垂たれている。慶一郎は素早く手を伸のばして枝から一枚の葉をちぎり取ると、重さを確認してから手放した。葉はひらひらと舞まいながら地面まで落ちていく。


（やはりそうか……）


　慶一郎は自分の予想が正しかったことを確認した。葉の舞い落ちる速度は異常重力の影響を受けていなかった。そして空中浮遊している慶一郎自身も一Ｇの重力しか感じていない。


　レックスの能力は地面に接せつ触しよくしている物体にのみ作用しているのだ。


　その推すい測そくが正しいとすれば地面から生はえている木の枝や街がい灯とう等を摑めば即そく座ざに異常重力を感じるはずだが、リスクを冒おかしてまで試ためしてみる気にはならなかった。重力が大きくなると体重の重い人間の方がより大きな負ふ荷かがかかる。慶一郎の場合、重力が二倍になるといきなり一〇〇キロ以上も体重が増ふえることになる。巨きよ漢かんの秋嵩が動けなくなったのも無む理りはなかった。


「こいつは気き合あいを入れてかからないとな……」


　慶一郎は徐じよ々じよに高度を落とし、アリジゴクの巣すのような流砂領りよう域いきの縁ふちに降り立った。正確には完全に降りたわけではなく、両足が地面からわずかに浮ういた状態で留とまっているため異常重力の影響は受けていない。ちょうどエアバッグの上に立っているような感覚である。


　数メートルの距きよ離りを置いてレックスと対たい峙じしながら、慶一郎は心の中で戦せん法ぽうを確認した。


（接せつ近きん戦せんを挑いどむのはいいが、地に足が着つかない状態では普ふ通つうの打撃技は使えない。相手に捕つかまるのは論ろん外がい……すると飛び道具に頼たよるしかないわけだが、さっきの手て応ごたえからして致ち命めい的なダメージは期き待たいできそうにないな。となると──やはり奴やつを地面から引き離はなすしかないか。だがどうやって!?）


　思し案あんしている間にも静馬と秋嵩は流砂に呑のまれていく。まずは流砂化現げん象しようを止とめようと、慶一郎は〈龍気〉を集しゆう中ちゆうした右手を引いた。


「──〈神しん飛ひ……」


　ゴォン!!


　足元の石いし畳だたみを貫つらぬいて、ボーリングでくり抜ぬかれたようにコンクリートと土の塊かたまりが柱はしら状じように突き出した。


　慶一郎は一いつ瞬しゆんバランスを崩したものの、後方に宙ちゆう返がえりして直撃を免まぬがれた。土ど石せき柱ちゆうの打撃そのものは食らってもたいしたダメージにはならないだろうが、触ふれればその途と端たんに異常重力の餌え食じきである。


　ズゴッ！


　背後でさらにもう一本の土石柱が地面からせり上がった。慶一郎は右方向に滑すべるようにして回り込もうとするが、大地を支配しているレックスはその行く手を阻はばもうと土石柱を生はやす。たちまち四方を土石柱に囲まれ慶一郎は立ち往おう生じようした。


（──来るか!?）


　ズッ……


　慶一郎の足元の地面がほとんど音もなく陥かん没ぼつした。それと同時に、握にぎりつぶそうとする指のように前後左右から土石柱が倒たおれてくる。


「──〈神飛拳〉!!」


　慶一郎は龍気弾だんを放った──真下に向かって。


　崩れる土石柱の間をすり抜けて、慶一郎の巨体は宙に舞まい上がった。空中で倒とう立りつした状態から左手で次の龍気弾を放つ。


　カァァン！


　大地にパワーを送ることに集中していたレックスは〈神飛拳〉を胸むな元もとに食らった。黄金色の閃せん光こうが炸さく裂れつする。


　無防備で直撃を受けたにもかかわらず、レックスはわずかに仰のけ反ぞっただけで耐たえた。たとえ防御しても龍気のエネルギー衝しよう撃げき波はは体内に浸しん透とうしてダメージを与あたえるはずだが、レックスに憑ひよう依いした魔ま素そがあまりに強力なため龍気弾の威い力りよくが中ちゆう和わされてしまっているのだ。


（怪かい獣じゆうに変身しないのは──そういうことか!?）


　これだけの超能力を発はつ揮きしながら人間としての姿を保たもっているのは、神気の攻撃への耐たい性せいを優ゆう先せんしているからに違ちがいなかった。神気と魔素はその性質上相そう殺さいし合うため、巨大化すれば密みつ度ども薄うすくなり防御力が下がる理り屈くつである。


　着地点に尖せん塔とうのような土ど石せき柱ちゆうが突き出した。慶一郎は足裏に龍気を集中させてその尖塔を蹴ける。一瞬、全身が鉛なまりと化したような感覚に襲われたものの、それに完全に囚とらわれることなく跳躍した。跳躍の高さは通常の半分以下だが、レックスに接近するにはそれで十分だった。


　流砂領域内に飛び込みながら〈神飛拳〉を放つ。


　至し近きん距離からの攻撃に、レックスは両腕を顔の前で交こう差ささせて防御する。その防御を解といたとき、慶一郎の身体は空中から消きえていた。エアホッケーのパックのように龍気の反発力を利用して流砂の上を滑すべっていたのだ。


　足元にスライディングキックを受けたレックスの身体が揺らいだ。続つづけざまに膝ひざ蹴げりで突き上げると、防御しながらもレックスの両足が地面から浮き上がる。


「──〈飛ひ龍りゆう三さん連れん脚きやく〉!!」


　慶一郎は空中でさらに旋せん風ぷう脚きやくで追つい撃げきし、三連脚を宙返り蹴りサマーソルト・キツクで締しめた。


　しかし攻防はそこで終わりではなかった。最初から異常重力の及およばない空中へ戦場を移うつすことが目的だったのだ。最後の蹴りはレックスの身体を回転させ、自分の位置を見み失うしなわせるための攻撃であった。


　勝負の分かれ目は落らつ下かまでの約一秒びよう間かん──


　慶一郎は空中で天地逆になったレックスの背後から組くみ付いた。両足首を摑み、レックスの両脇を足で踏ふみつけて相手の背せ骨ぼねを伸ばしつつ四し肢しを固こ定ていする。


「──〈降こう龍りゆう砕さい〉ィ!!」


　そのままレックスの身体を脳のう天てんから地面に叩きつけた。


　ドギュゥゥン！


　落下と同時に黄金色の衝撃波がレックスの全身を貫く。


　慶一郎は直後にレックスから離れ、流砂の外へ降り立った。足の裏は地面に着いている。異常重力は消えていた。


　這はいつくばっていた見物人たちが悪あく夢むから覚さめたように身を起こし始める。涼子は咳せき込みながら立ち上がると、様よう相そうの一いつ変ぺんした公園内を見て青ざめた。静馬と秋嵩の姿が消えている。


「し……」


　呼びかけようとした涼子はバランスを崩して尻しり餅もちをついた。流砂化した地面に足を取られたのだ。尻や手の下の地面が粉こな々ごなに崩れ、恐ろしい速さで身体が沈んでいく。


「う、うわ……わわわっ!?」


　側そばにいた大作とひとみ、そして異常重力から解放されたばかりの者たちも同様に人間が走る速度を上回る速さで広がっていく流砂化現象に襲おそわれ、公園内は再び恐きよう怖ふのるつぼと化かした。


　ほんの数秒で慶一郎は膝まで流砂に呑のまれていた。龍気を消しよう費ひする必殺技を立て続けに使ったのと、予想を上回る流砂化の速度のため反はん応のうできなかったのだ。


〈降龍砕〉を食くらったレックスが起き上がってきた。


『ＵＲＲＲＵＵｕｕｕ……』


　皮膚の表面に走る黒い亀き裂れつが盛もり上がり、鱗うろこ状じように鋭するどく硬こう質しつ化かする。左右のこめかみを突き破やぶってオウムガイを思わせる縞しま模も様ようつきのねじくれた角つのが伸びた。二メートルの巨体の厚あつみが倍ばい加かし、剛ごう毛もうが全身を覆おおっていく。


　後うしろ肢あしで立ち上がった雄お牛うしにも似にた姿に変へん貌ぼうしていくレックスと対たい峙じしながら、慶一郎は冷れい静せいに龍気を練ねった。流砂に囚とらわれたのは予定外の危き機きだが、怪かい獣じゆう化はむしろ好こう都つ合ごうと言える。


（一撃で仕し留とめる……!!）


　完全に流砂に呑み込まれてしまう前に最大の必殺技をもって葬ほうむるつもりだった。万一それで倒せなければ、後はない──


　ゴゴゴゴゴ……


　重い地鳴りが轟とどろいた。


　魔ま獣じゆう化したレックスが新たな能力を発はつ現げんさせようとしているのか──慶一郎は身み構がまえるが、すぐに違い和わ感かんに気付いた。流砂の表面に浮き出した波紋の中心がレックスのいる位置とは微び妙みようにずれているのだ。


「──ちょ～～っと待ったらんかい！」


　誰だれもがその声に振り向き、そして驚きよう愕がくした。


　その声の主ぬしが静馬であることはもちろん──それ以上に、静馬が流砂の中から浮上しているという事じ実じつに驚おどろかされていた。


　静馬は首から胸、腰から膝ひざとゆっくり浮上していった。魔獣化したレックスを指さし、鋭するどくにらみ付けながら、


「すっこんどれ南な雲ぐも……その化け物モンにトドメ刺さすんはこのオレや!!」


　そう啖たん呵かを切りつつ、静馬の身体からだはさらに浮上した。そして──その足の下から出てきた物ぶつ体たいを目にしたとき、慶一郎はことの次し第だいをようやく理解した。


「……人の頭の上でエラソーな台詞せりふをほざいてんじゃねえ！」


　静馬を乗せた秋あき嵩たかは、砂の上に胸まで浮上してから文もん句くを言った。流砂の表面に表れた波は紋もんは突き出した秋嵩の両手から発はつ生せいしていた。


　二人が流砂の底から復ふつ活かつできた秘密は不動秋嵩の操あやつる〈神威カムイの拳けん〉──〈山の轟とどろき〉の振しん動どう波はにあった。


　ある程度の深さに砂を敷しき詰めた箱はこの中に鉄てつの玉を置き、蓋ふたをしてから箱を振ふる。そして箱を開けてみると、中に入れた鉄の玉がピンポン玉に変わっている──という手て品じながある。箱を振ることで比ひ重じゆうの重い鉄の玉が砂に沈しずみ、最初から砂の中に隠かくしておいたピンポン玉が砂の表面に出てくるという仕掛けだが、秋嵩は〈山の轟き〉の能力によってそれと同どう様ようのことをやってのけたのだ。


　静馬は自分が運うん転てん手しゆだと言わんばかりに秋嵩のカラフルな頭をペチペチと叩く。


「よーしウリ坊、あの化け物に近付け！　ゴー、レッツ・ゴー!!」


「行きたきゃ一人で行きやがれ！」


　秋嵩は静馬の腰のベルトを摑つかんで頭上に持ち上げた。


「……おっ？　ちょい待ち」


　ヘソでバランスを取りながら静馬が待ったをかける。恐こわくなったわけではない。静馬は耳に手を当て、音おとに反はん応のうしていた。


　砂に半なかばまで沈んだ特大ラジカセから流れる曲が変わっていた。〈フラッシュのテーマ〉が終わり、〈ドント・ストップ・ミー・ナウ〉が始まっている。


「よっしゃ、オレは今まさに〈重力の法ほう則そくに逆らう虎とら〉や！」


　静馬は目を輝かがやかせると、秋嵩にフィギュア・スケーターのようにリフトアップされたまま、スーパーマンが空を飛ぶときのように身体をピンと伸ばし、拳こぶしを前方に突き出した。


　人間カタパルト・秋嵩が槍やり投なげの要よう領りようで静馬を発射する。


　砲ほう弾だんのごとく水平飛行し、魔獣化したレックスに激げき突とつする寸前、静馬の全身が紅ぐ蓮れんに燃もえ上がった。


「食くらえ爆ばく炎えん奥おう義ぎ──〈火の鳥〉!!」


　轟ごうォッ！


　激突した静馬とレックスを巨大な火ひ柱ばしらが包つつみ込んだ。


　火口から噴ふき出すマグマ、あるいは太たい陽ようの表面から噴ふき上がる紅炎プロミネンスのように赤せき熱ねつする火柱の中から、さらに明るく燃える翼つばさを広げて〈火の鳥〉が舞まい上がる。〈火の鳥〉は魔ま獣じゆうをその嘴くちばしに捕とらえたまま垂すい直ちよくに上昇し、そして急きゆう降こう下かした。


『ＧＹＵＯＯＯＯｕｕｕ────!!』


　魔獣の絶ぜつ叫きようがこだまする。


　舞い降りてきた〈火の鳥〉の炎の翼が消え、残ざん滓しの火の粉こをまとった静馬が着ちやく地ちした。その背はい後ごに全身を焼やき尽つくされた魔獣レックスが墜つい落らくしてくる。


「……どや、燃えたか？」


　静馬は振り向かずに訊きいた。


　レックスはなお立ち上がろうとしていたが、〈火の鳥〉の爆炎を浴びた身体は大ダメージを負おっていた。針はり金がねのような剛ごう毛もうは燃え尽き、鱗うろこは炭たん化かして剝はがれ落ち、角つのは砕くだかれている。折おれた肋ろつ骨こつの間から魔素の源みなもとである〈封ふう魔ま石せき〉が覗のぞいている。


　その機きを慶一郎は逃さなかった。


　流砂化が止まりただの砂すな場ばになった地面から飛び出すと、龍気を集中させた両手を組み合わせて突とつ進しんした。黄金色に輝かがやく両手をレックスの胸に突き入れ、〈封魔石〉を摑む。


「うおおおおっ！」


　肉体と有ゆう機き的につながっている無数の神しん経けい組そ織しきのような管くだを引きちぎり、慶一郎はレックスの身体から〈封魔石〉をもぎ取った。


　その直後、頭上に持ち上げた〈封魔石〉からエメラルドグリーンの閃せん光こうがほとばしり、周囲の光景を緑みどり色に染そめ上げた──





　　　　☆





「──燃えりゃあああっ!!」


　静馬は地面を蹴けって下から突き上げ、爆炎を放ほう射しやしながら上昇する。


〈焰ほむら舞まい〉──静馬の第三の必ひつ殺さつ技わざである。


　ゴウォォッ！


　火柱が大男の胸板を貫き、爆ばく圧あつで吹き飛ばした。


　爆炎の残滓を翼つばさのように閃ひらめかせながら静馬が着地するのと、男が仰向けに倒れるのが同時だった。


「どうや、これぞ超必殺〈紅ぐ蓮れん無む双そう炎えん舞ぶ〉！」


　静馬が拳を突き上げると、ギャラリーから拍はく手しゆ喝かつ采さいが起こった。しかし対戦相手の巨きよ漢かんが倒れていたのはほんの数秒で、すぐに起き上がってくる。


「……やってくれるじゃねえか。だが、本当の勝負はこれからだ！」


　不ふ動どう秋あき嵩たかは唇の端はしから滲にじむ血をペロッと舐なめると、ダメージがまったくないかのような勢いで突っ込んでくる。静馬は摑つかみかかってくる腕うでをひらりと躱かわすと、足を引っかけつつ秋嵩の脇わきの下に体当たりした。軽く突いただけに見えたが、秋嵩は大きくよろけて尻しり餅もちをつく。


「何がこれからや。もう勝負はついとんねん」


「な……なにィ!?」


　秋嵩は口では反はん論ろんしたが、身体からだの方は力が入らないらしく起おき上がってこない。


「見てみい、足にきとるやろ。それにお前の場合、スリーダウンでＫＯ負けっちゅう特とく別べつルールもあるし」


「いつそんなルールが!?」


「いつの間にやら、や」


　静馬が勝かつ手てに決めたルールだったが、秋嵩の方も対戦続ぞつ行こう不可能と悟さとり、ようやく観かん念ねんした。改あらためて歓かん声せいがわき起こる。


「……え？」


　涼りよう子こは慌あわてて周囲を見回した。いつもの池いけ袋ぶくろ中央公園、そしていつものバイパーズ・レイヴである。


「ちょっと、何がどうなってるの!?」


　横にいる大作をつかまえて訊たずねる。大作は怪け訝げんそうな顔で、


「何って……決けつ定てい的瞬間を見てなかったんですか？」


「見てたわよ。でも静馬の闘たたかってる相手って……」


「チーム〈ＫＯＧ〉の不動秋嵩ですよ。知りませんでした？」


「知ってるわよ。そうじゃなくて……ほら、もう一人デカイのが来たでしょ？」


「ガスタンクならあっちのエリアで闘やってますけど？」


「デブの話はしてないわよ。南な雲ぐも先生と同じくらいの体格の、二メートルはある大男で──」


　大作のキョトンとした顔を見て、話がまるで通じていないことを涼子は悟さとった。


「その大男って、どんな人です？」


「どんなって、ええと……」


　何か大変なことが起きたような気がしたが、まるでうたた寝ねの最中に見た夢ゆめのように、涼子は具ぐ体たい的な内容を何一つ思い出すことができなかった──





　　　　五





（二メートルの大男ってのは思った以上に大おお荷に物もつだな……）


　静馬と秋嵩が闘っている公園の外──サンシャインシティから外はずれた人気のない路地を歩きながら慶一郎は思った。


　路ろ肩かたに停とめてあるジープまでやってくると、背せ負おったレックスの巨きよ体たいを後こう部ぶ座ざ席せきに乗のせる。狭せまいうえにろくなクッションもなく、相そう当とうに居い心ごこ地ちが悪いはずだが、気を遣つかってやるほどの余よ裕ゆうはない。


　革かわジャンのポケットに手を突つっ込んでジープのキーを探さぐるが、その途と中ちゆうで慶一郎の意い識しきは別のところへ飛んでいた。





『──この〈封ふう魔ま石せき〉に封じられているのは〈八はつ極きよく魔ま素そ〉です』


　エメラルドグリーンの〈封魔石〉を見たレイハのそれが第一声だった。


『その〈八極魔素〉ってのは？』


　慶一郎が当とう然ぜんのようにおうむ返しに訊たずねると、レイハは珍めずらしく質しつ問もんに答えた。


『〈八極魔素〉とは、八つの極きよく性せいを持つ魔素のことです』


『その程てい度どのことは聞けば分かるんだが……』


　案あんの定じようレイハの解かい説せつは要よう領りようを得えなかったが、今回は続きがあった。


『本来、魔素は混こん沌とんの性質を持っていますが、それをある方法で八つの極性に分ぶん離りしたのです。この緑みどり色の魔素は八極のうちの一つ──〈大だい地ち〉の魔素です』


『レックスに憑ひよう依いしたのが〈大地の八極魔素〉だとすると……他ほかの七つの極は？』


『天・月・雷いかずち・山・風・火・水──』


　そこまで聞いて、慶一郎は慌あわててレイハを止めた。


『ちょっと待ってくれ。それじゃまるで……』





「まるで〈神威カムイの拳けん〉じゃないか──」


　慶一郎はレイハに言った言葉を繰くり返した。


　レックスの発はつ揮きした超ちよう能のう力りよくが〈大地の八極魔素〉によるものだということは理解できる。しかしこれまでの経いき緯さつからしてレックスが偶ぐう然ぜんに憑依されたとは考え難がたかった。何者か──おそらくはゲイツによりわざわざ依より代しろに選えらばれたのだろう。そしてレックスが選ばれたことにはそれなりの理由があるはずだった。


（まずは目を覚さましてから本人に直接訊きいてみるしかないようだな……）


　背はい後ごからのヘッドライトの光が慶一郎を照てらした。ビームの角度からして距きよ離りが近い。音もなく近寄ってきた車だった。


　慶一郎は手をかざしてライトから目を護まもりながら振ふり向いた。


「レックス・ディザスターマンを倒たおしたのか？　そのカード、俺おれも見たかったな」


　眩まぶしいライトの向こうから気き安やすい調子の男の声が聞こえてくる。しかし気安いのは表面だけで、その声の芯しんにはこわいものが潜ひそんでいた。


　慶一郎は指し弾だんを飛ばしてライトを割わろうかと考えたが、実行するより先に光こう量りようが落とされた。黒くろ塗ぬりのベンツである。正面からではよく分からないがリムジンらしい。


「妙みような気を起こすなよ……ライト一つ取っても値ねが張はるんだぜ。なにせ高級車だからな」


　慶一郎はその声の主ぬしが車から降りていることに気付いた。黒くろ服ふくの運転手が開いたドアを盾たてにして白いスーツの男が立っている。長身で瘦やせぎす、頰ほおがこけて血けつ色しよくの悪い顔には爬は虫ちゆう類るいを思わせる嫌いやらしい薄うす笑わらいを浮うかべている。


「久ひさしぶりだな、南雲慶一郎……よもや忘わすれてるはずはないと思うが、念ねんのために訊きいとこう。俺を覚おぼえているか？」


「……ああ。見ているだけで殴なぐりたくなるその顔だけはな」


「そいつぁよかった！」


　スーツの男は肩かたを震ふるわせて笑い声を上げた。その笑いをすぐに引っ込め、


「そう言やあ、ちゃんと名な乗のってなかったか？　すっかり忘れてたぜ。一二年も間が空あいて悪かったが、改あらためて名乗らせてもらおう。俺の名は京きよう極ごく幻げん弥や──」


　慶一郎の表情がわずかに変化したのを、スーツの男──幻弥は見み逃のがさなかった。


「お察さつしの通り、〈ＫＯＧ〉の三人は俺の身み内うちさ。京極刹羅の名前で俺のことを思い出すかとも思ったが、名前を聞いてないんじゃ無む理りってもんだな」


　幻弥の軽かる口くちを聞きながら、慶一郎は尻しりの辺あたりがむず痒がゆくなるような居い心ごこ地ちの悪さを感じた。この京極幻弥という男とは、呑のん気きに会話を交かわし合うような関係では決けつしてないのだ。


「ところで慶一郎──あの美人の姉さんはモノにしたのか？　名前は何ていったっけか……」


　幻弥の言葉には耳を貸かさず、慶一郎は滑すべるような足取りで車に近付いていった。最初にドアを開けた幻弥の部下が間に入り、スーツの内側に右手を差し込む。慶一郎は神しん速そくの歩ほ法ほうでその男に飛びかかると、背後に回まわって捕つかまえた。そのままかっさらうようにして車から離れる。


　人差し指を男の耳に突っ込み、第二関節まで潜もぐり込んだところで龍りゆう気きを送り込む。男の身体からだが感電したようにビクッと痙けい攣れんした。


「う……ああ……」


　男は錆さびついた機械のようにガクガクと震ふるえながら、スーツの内側に差し込んだ右手を外へ出した。その手に握にぎっていたのは黒くろ光びかりする拳けん銃じゆうであった。男の右腕うでが水すい平へいに伸のびていく。


「……ほら、しっかりよく狙ねらえ」


　慶一郎は男の空あいている方の耳に囁ささやきかけると、反対側の耳に突っ込んだ指をさらにねじ込んだ。男の握る拳銃の銃じゆう口こうが幻弥に狙ねらいを定さだめる。


　慶一郎に操あやつられた男の指がトリガーを引こうとしたその刹せつ那な──黒い風が下の方から吹ふき付けてきた。


　キュイン！


　暗がりを裂さいて銀色の閃せん光こうが走った。


「いぎゃああああっ!!」


　男の絶ぜつ叫きようが路ろ地じに響ひびく。


　拳銃が、それを握った手首ごとアスファルトの上に落おちて鈍にぶい音を立てた。


　吹き付けてくる殺さつ気きを感じた瞬間に男から離れて後方に跳とんだ慶一郎は、敵てきの姿を間合いの外から確かく認にんすることができた。


　黒いスーツを着た瘦そう身しんの男だった。髪かみをオールバックにし、濃こい色のサングラスをかけている。四〇代半ばの外見だが、その男の発する気け配はいはまるで死し人にんのそれであった。


　冷れい気きを帯びたそよ風が、慶一郎の眉み間けんをくすぐっているような感覚があった。男の放つ殺気である。


　男の左手には黒い杖つえが、右手には鍔つばのない白刃が握られていた。反そりの小さい日本刀だった。


（仕込み杖──居い合あいか！）


　慶一郎は舌したを巻まいた。攻撃されるその瞬間まで刺し客かく──榊さかき原ばら烈れつ膳ぜんの存在に気付かなかったのだ。冷たい汗あせが背中に流れる。それを知っているかのように幻弥が低く笑った。


「さすが……さすがは俺の見込んだ男だ！　この俺の顔を見た途と端たん、俺を敵だと見み抜ぬいたな？　そしてすぐさま俺を本気で殺ころしにかかるとは──楽たのしいなあ。実に楽しい男だぞ、お前は!!」


　口元だけは笑ったままで目を細める。その目には粘ねん液えき質しつの光が宿やどっていた。


「だが、おかげで有ゆう能のうな部下が一人減へった。人生まだこれからだってのに、可か哀わい想そうにな」


　慶一郎は真横に走った。


　地を蹴って跳ちよう躍やくし、ビルの壁へき面めんを斜ななめに駆かけ上がる。そして烈膳に邪じや魔まをされずに幻弥を狙える位置に達した瞬間、空中から龍気弾だんを放った。


「──〈神しん飛ひ拳けん〉！」


　黄金色の光こう弾だんが空を切り裂さき走る。


　幻弥は右手を頭上にかざすと、掌てのひらでガラス板の表面を撫なでるように動かした。


　バチィ！


　幻弥の手が描えがいた弧こに接せつ触しよくした龍気弾は、弾はじけるようにして砕くだけ散ちった。


「こんなシケた場所で、しかも再さい会かいしたばかりだってのに、簡かん単たんに決着をつけようなんて野や暮ぼな真ま似ねはするなよな……興きようざめするだろ？」


　ビルの壁面に張はり付いたままの慶一郎を見上げながら、幻弥は言う。


「今な、とっておきのイベントを準じゆん備びしてるところなんだ……俺たちの決着もそこでつけようじゃないか。趣しゆ向こうを凝こらすつもりなんでな、お前もきっと気に入ると思うぜ」


　慶一郎はこの場で幻弥を仕し留とめたかったが、ボディガードの烈れつ膳ぜんが側そばにいる限り、それはあまりにリスクが大きすぎた。


「今日は顔を見せに来ただけだ。次に会あうときは俺の方から招しよう待たいする……楽しみにして、いい子で待ってな」


　同どう乗じようしていたもう一人の部下に怪け我が人にんを回かい収しゆうさせると、幻弥は烈膳とともにリムジンに乗り込み、現あらわれたときと同じく音もなく走り去さっていった──





　　　　☆





　それからおよそ一時間後。


「た～だいま～！」


　姉の巴ともえが住すむマンションに意い気き揚よう々ようと帰ってきた静馬は、下げ駄た箱ばこの上に置いてある郵ゆう便びん物ぶつに目を留とめた。一階の郵便受けに溜たまっていたダイレクトメール等とうと一いつ緒しよに、一通の黒い封ふう筒とうが置かれている。


　静馬はその封筒を手にとって見た。


　表には切きつ手ても宛あて先さきもなく、白いインクで『草[image: ]静馬様』と小さく宛あて名ながあるだけだ。裏うらには何もない。


（裏ビデオのカタログ……なわけないか）


　静馬は自分の部へ屋やに入り、早速その封筒を開かい封ふうした。中に入っていたのは白いカードであった。


「ん……？　何や、これは!?」


　静馬の弛ゆるみきっていた顔が一いつ瞬しゆんにして引き締しまった。


　カードのタイトルには〈Ｖ─１エクストリーム大会招待状〉、そして差さし出だし人にんの欄らんには〈京極幻弥〉の署しよ名めいがあった──










　第三十八話　黒き蛇へびと白き雌め鹿じか







〈八月九日──晴はれ時々曇くもり〉





　京きよう極ごく幻げん弥や──


　俺おれがあの男について知っていることはあまり多くない。


　出会ったのは俺が高校生の頃ころだ。


　当とう時じ、京極幻弥は一〇〇人を超こえる構成員へいたいを擁ようする武ぶ闘とう派は少年グループのボスだった。グループの素す性じようは暴力団の下か部ぶ組そ織しきだったのかもしれないが、本格的に武ぶ術じゆつや格かく闘とう技ぎをやっている者が多く、他のグループとの抗こう争そうとは別に内うち輪わでストリートファイトに興きようじていたところなど、中なか身みは現在のストリート・バイパーズを思わせる。バイパーズの元がん祖そと言ってもいいだろう。


　出会うきっかけが何だったのかは覚おぼえていない。確たしか、幻弥のグループの誰だれかとトラブルを起おこしたのが原げん因いんだったと思う。ケンカで倒たおした相手がたまたまグループ内のランクの高い奴やつだったため、俺は数十人を相手に大立ち回りを演えんじる羽は目めに陥おちいった。今考えると無む茶ちやな話だが、その頃の俺にはケンカの相手を選えらぶという嗜たしなみがなかったのだから仕方がない。それに半はん端ぱ者ものが寄より集まって大きな顔をしている姿すがたは目め障ざわりなものだ。


　結けつ局きよく、俺は逃にげるのが面めん倒どうということもあり、手て当あたり次し第だいに片かたっ端ぱしから連中をぶちのめすことにした。途と中ちゆうで京極幻弥が現れなかったら全員と闘たたかっていただろう。


　幻弥は当時すでに〈神威カムイの拳けん〉の使つかい手てだった。もちろん東ひがし方かた流りゆう玄げんと出会う以前の、まともに格闘技を学んだことすらない素人しろうと同どう然ぜんの俺にそれが理り解かいできたはずもない。


　一対一とはいえ〈神威の拳〉の使い手と高校生のケンカ屋や──普ふ通つうに考えれば勝ち目はないだろうが、顔がん面めんに一いち撃げきを食くらって先にダウンしたのは幻弥の方だった。実戦経験の差もあるが、独ひとりで闘っている者と、手足となる仲間に守られている者の覚かく悟ごの違ちがいが出たといったところだろう。


　しかしそのダウンで目が覚さめたらしく、それから幻弥は本性を剝むき出しにして反はん撃げきしてきた。本物の武術の修しゆ行ぎようをしている者には長年にわたり蓄ちく積せきされた真しんの実力がある。相手が実力を出す前に攻せめきって倒すのがケンカにおける必ひつ勝しよう法ほうであり、防ぼう御ぎよの技術を後回しにしていた俺がその猛もう攻こうに耐たえることなどできない。第一、〈神威の拳〉は普通の防御では防ふせぎきれないのだ。


　勝負の結果、俺は一〇代で最も手て痛いたい敗はい北ぼくを喫きつした。


　しかし幻弥にしてみれば屈くつ辱じよくだったろう。氷ひ室むろ那な智ちと闘って肋ろつ骨こつにヒビを入れられた京極刹せつ羅らと同じく、〈神威の拳〉の使い手が素人に苦く戦せんさせられたのだ。特別に伝でん承しようされた武術であるだけにその屈辱はなお深く、勝ったからといって納なつ得とくできるものではない。自分の実力がその程てい度どだったと反省するか、それとも相手が特別な素人だったと考えるか──幻弥の反はん応のうは後者の方だった。


　その闘いの後、幻弥は三度ほど俺の前に現れた。


　奴やつは俺を仲間に加えたかったようだが、俺はその誘さそいを断ことわり続けた。好きになれるタイプの男ではなかったし、群むれる趣しゆ味みもなかったからだ。


　最後に会ったとき、幻弥は近いうちに東京を離はなれると言った。


「本家の方からお呼よびがかかったんだ」


　口元に薄うす笑わらいを浮うかべながら、反へ吐どが出そうな顔でそう言っていたのを覚おぼえている。奴の家か庭ていの事じ情じようには興きよう味みはなかったが、その『本家』とやらに対して相当に屈くつ折せつした感情を抱いだいているらしいことは、その一言から容よう易いに想そう像ぞうできた。


「──俺にはどうしても手に入れてみたいものがある」


　お喋しやべりな男にしてはやたらと長い沈ちん黙もくの後、幻弥は独り言のように言った。


「何もかもを自分の思い通りにできる圧あつ倒とう的な『力』ってやつをさ……手っ取り早いところでいえば金カネや権けん力りよくってところだな」


「……それを手に入れてどうする？」


　実際に俺が口に出してそう訊きいたかどうか定さだかではない。幻弥の方で俺の考えを読よんだのかもしれない。ともかく幻弥はこう答えた。


「確かめてみたいのさ。どれだけいい気分になれるのかを、な」


　そして──一二年振ぶりに再さい会かいしたとき、奴はその言葉通りに成なり上がっていた。


　俺の方はあの頃ころと変わらず、いまだ何者にもなっていない。


　今さら俺に何の用があるのか知らないが、どうやら奴とはもう一度決けつ着ちやくをつけねばならないらしい──








　　　　一





『ＯＲＲＲＵＵＵ────!!』


　肉体の底から湧わきあがるパワーが言葉にならぬ叫さけびとしてほとばしる。


　それは、探し求もとめた好敵手ライバルを前にした戦士の歓かん喜きの叫びだった。


　歓喜は輝かがやく虹にじ色であった。


　自分の攻こう撃げきが防がれるたび、その手て応ごたえに喜よろこびが増ます。


　敵てきの攻撃が身体からだを打つたび、甘かん美びな衝しよう撃げきが全身を貫つらぬく。


　だが自分の力が敵よりも劣おとっていると感じたとき、その歓喜は別のものに変化しはじめた。


　陰いん鬱うつな黒い力が毒どくのように肉体を冒おかしはじめる。


　己おのれ以外のすべてを破は壊かいし、最後には己自身をも破壊しようとする狂きよう気きの力が身体を支配していく。





　コレハチガウ──





　戦士の魂たましいが、否いな、と叫んでいる。


　歓喜に代かわって憤ふん怒ぬが肉体を衝つき動かす。


　その正体は自分の心が生んだ怪かい物ぶつであった。


　物心ついた頃ころから自分の内に棲すみ、自分とともに成長してきた半身である。


　自分の意志で怪物をコントロールできるのはいつも、生死をかけた闘いの興こう奮ふんに包まれているときだけだった。


　しかし今は心のすべてが怪物と同どう化かしている。





　コレハジブンガモトメタチカラデハナイ──





　あふれ出した黒い力が自分自身を内側から食くい破やぶろうとする。


　漆しつ黒こくに染そまっていく魂を救すくったのは、全身を包む紅ぐ蓮れんの炎ほのおだった。


　灼しやく熱ねつの闘とう魂こんに触ふれた途と端たん、怪物は紙かみのように燃もえ上がる。


　力を失うしなった怪物に止とどめを刺さしたのは、胸を貫いた黄おう金ごんの楔くさびだった。


　楔は怪物の心しんの臓ぞうを射い止とめ、胸の中から引きずり出した。





　オマエハ──!?





　怪物の心臓をえぐり出した相手を確かく認にんしようと目を凝こらすが、視界は目ま映ばゆい黄金色の光に染まった──





　　　　☆





（お前は──!?）


　レックスは覚かく醒せいした。


　瞼まぶたを開くと白い光が目の奥おくに刺さった。思わず顔をしかめる。


「あら～～？　起おきたのね～」


　頭の上の方から女の声が聞こえてくる。レックスは弾はじかれたように身体からだを起こして、周しゆう囲いに目を向けた。


　そこは病びよう室しつのようだった。建たて物もの自体はそれほど新しくはない。レックスは六つあるベッドのうち、ドアから最もつとも遠いベッドに寝ねかされていた。レックスの巨きよ体たいに比べてサイズがやや小さく、足の先がベッドの端はしからはみ出してしまっている。


　声の主は白はく衣いを着きた若い女性だった。艶つややかな黒くろ髪かみの東とう洋よう人である。レックスから見ると東洋人はおしなべて幼おさなく見えるので年ねん齢れいはよく分からない。ハイスクールの女生徒が白衣を着ているとは思えないので、おそらく女じよ医いだろう。


　白い光は女医が操そう作さしたブラインドを通して室しつ内ないに降ふり注そそいでいる。夏の陽ひ射ざしだった。


「まだ動いちゃダメよ～」


　女医がベッドから立ち上がろうとするレックスの右腕うでを摑つかんだ。レックスは軽かるく腕を振って払はらいのけようとしたが、手首を返され、あっという間に腕をチキン・ウイングのような形に極きめられた。女医が軽く力を込めただけで関節に激げき痛つうが走り、レックスは自分からベッドに倒たおれ込むしかなくなった。


「は……放せレツト・ミー・ゴー！」


　レックスは抗こう議ぎするが、女医はニコニコと微笑ほほえんでいるだけで放そうとしない。


「ンフフ～～キ・ン・ニ・ク～～」


　女医が空あいている右手の指をレックスの裸はだかの胸に這はわせ、逞たくましい筋肉の上を滑すべらせる。その目の輝き方に異様なものを感じたレックスは何とか逃のがれようとするが、右腕を知ち恵えの輪わのように極められていて身動きが取れない。


「……何をしているんですか？　菱ひし沼ぬま先生」


　不ふ意いに背はい後ごから声をかけられて女医──菱沼奈な々な子こは慌あわててレックスから離れた。


「何って、異常がないか触しよく診しんしてたのよ～」


「そうですか。でもよだれは拭ふいた方がいいですよ。患かん者じやが怯おびえますから」


「あらあら、や～ね～」


　口元を手で隠かくして笑え顔がおで取り繕つくろいながら、奈々子はそそくさと退たい散さんする。女医に代わって現れた男を見て、レックスは驚おどろきのあまり絶ぜつ句くした。


『ナグモ……？』


『俺が誰だれだか分かるのなら心配はなさそうだな』


　慶一郎はそう言うと、まだ状じよう況きようが呑のみ込めていない様子のレックスに英えい語ごで説せつ明めいした。


『ここはハイスクールの保ほ健けん室しつで、今のはここのドクターだ。その前に日本の東京だと言っておくべきかな。空いているベッドがあって、お前を担かつぎ込むのに適当な場所となると他ほかに思いつかなくてな』


　説明している間に撮さつ影えい機き材ざいとマイクを持った生徒たちが大たい挙きよして保健室に入ってくる。


『ここも決して適当とは言い難がたいがな……』


　何の断りもなく取しゆ材ざい準じゆん備びを始めるＫファイト実じつ行こう委い員いん会かいメンバーを横目に、慶一郎は渋しぶい顔をした。放送部二年の中村が鼻はな先さきにマイクを向けてくる。


「インタビュー、よろしいでしょうか？」


「後でな」


　生徒たちを奈々子の方へ追いやってカーテンを引く。どうせカーテン越ごしに聞かれているだろうが、英語で話していれば内容までは分かるまいと踏ふんで訊じん問もんを始めた。


『アルティマ・テューレ大会に出場していたことは覚おぼえてるな？　その後、誰に会った？』


『…………』


　レックスは記き憶おくを辿たどろうとしたが、夢ゆめの中の出来事のように摑つかみ所がなかった。


『身長三メートルの巨きよ人じんに出会わなかったか？』


『会ったような気もするが……思い出せない』


『日本に来てからのことはどうだ？　日本でお前の身み柄がらを預あずかっていた奴がいるはずだが』


　その質問にもレックスは首を横に振ふった。


『俺が最後に覚えているのは、あの大会がクソつまらなかったことと……あんたにもう一度会いたいと思ったことだけだ。そして目が覚さめたらあんたがいた……不思議な気分だ』


　慶一郎に向けられたレックスの眼まな差ざしに激げき情じようはなく、ただ静しずかに澄すんでいた。


　カーテンの外では菱沼女じよ史しが切せつなそうなため息を吐ついていた。


「あ～ん、やだ～～ど～しよ～～」


　赤らめた頰ほおに両手を当て、嬉うれし恥はずかしといった様子で身み悶もだえている奈々子を見て、実行委員会メンバーは思わず後ずさった。顔を寄せ合って小声で相そう談だんする。


「菱沼先生の様子がおかしいぞ」


「あの人はいつもおかしいような気もするが……」


「いや、待て」


　一人が自信ありげに意見を述のべる。


「あの外人プロレスラーと南雲先生のツーショットは、筋きん肉にくフェチにはたまらんものがあると見た。言うなれば『両手に肉』といったところだな」


「変へん態たいの感かん覚かくにはついていけんな～」


「いやいや、ちょっと想像力を働かせれば我われ々われにも理解できるかもしれんぞ。例えばあの二人を『プレイボーイ』のグラビアモデルのような超グラマーな美女に置き換かえてみよう」


「なるほど、それは名めい案あん」


　男子たちは目をつぶってしばし妄もう想そうに耽ふけろうとしたが、その顔色はみるみる青ざめ、吐はきそうな表情になった。


「ダ、ダメだ……別べつのものを想像してしまった」


「グラマー美女に置き換えようとすると、どうしても女装になってしまうな……」


「外人はやめて日本のアイドルにしてみては？」


「そうか！」


　さらに無む駄だな想像に労ろう力りよくを費ついやしていると、保健室のドアが開き、真夏だというのに暑あつそうな三つ揃ぞろいのスーツをきっちりと着込んだ男が入ってきた。生徒たちは慌てて左右に避よけて通路を空あける。


　大門高校校長・藤とう堂どう鷹たか王おうであった。トレードマークの濃いサングラスをかけ、火のついていないパイプ（校内は一部を除いて禁きん煙えんのため）を片手に、藤堂はツカツカと保健室の奥へと進んだ。


「──お邪じや魔まするよ、南な雲ぐも君」


　カーテンを開けて中を覗のぞき込む。藤堂はレックスに自分が校長だと英語で自己紹しよう介かいしてから、慶一郎に言った。


「だいたいの話は聞いている。詳くわしい事情についてあれこれ詮せん索さくするつもりはないが……しかし彼は身分証しようもパスポートも持っていないのだろう？　不法滞たい在ざいにはならないのかね？」


「まあ、いろいろと問題はあるでしょうね」


「そうだろう。そこで提てい案あんだが、私が彼の身み元もと保証人になってもいいぞ。滞在費ひ用ようも出してやろう」


「やけに気前がいいですね」


「待ちたまえ。もちろんタダではないぞ。それには条件がある」


　藤堂は背はい後ごに回していた左手を出した。その手に持っているのは色しき紙しとサインペンであった。


「まずは一いつ筆ぴつ書いてもらわねばな」


　慶一郎は頭が痛いたくなった。格かく闘とう技ぎマニアとは名ばかりのミーハーである。


　窓の外や廊ろう下かに騒さわがしい気け配はいが近付いてきたかと思うと、大勢の生徒が保健室に押し掛かけてきた。ほとんどが格闘系サークルの部員で、練習中だったらしく全員が体たい操そう服ふくやユニフォーム姿である。闖ちん入にゆうしてきた生徒たちはレックスの姿を見るなり歓声を上げた。


「おいおい本物だぜ、本物！」


「いつの間に来日してたんだ!?　まさか校長が呼んだのか？」


「そんなコネはねえだろ」


「そっくりさんってことはないのか？」


「バカ、見ろよあのボディ！　あの筋肉は伊だ達てじゃねえよ」


「どうする？　とりあえずサインだけでも貰もらっとかねえと……ああっ!?　校長の野や郎ろう、色紙なんて用意してやがんぞ！」


　口々に騒さわぎ立てる生徒たちを見て、レックスは怪け訝げんそうな顔になる。


『ありゃあ何だ？』


『どうやらお前のファンらしいな。サイン攻ぜめにされるぞ』


『ファン……日本にか？』


『このハイスクールの連れん中ちゆうは物好きだからな』


　そう言って肩をすくめる慶一郎に、レックスは神しん妙みような顔つきで訊たずねた。


『さっきからどうしても一つ気になってるんだが……あんた、このハイスクールで何をしているんだ？』


『まあ、何だ……一いつ身しん上じようの都つ合ごうで教きよう職しよくに就ついている』


『何を教えてる？　格闘技の教きよう官かんか？』


『いや、英語だが』


『英語……？　英語だと!?』


　レックスはそれを聞くなり手で額ひたいを押さえ、肩を震わせ始めた。発ほつ作さでも起こしたのかと思ったがそうではなかった。


『英語の教師？　あんたが？　高校生相手に？　ハハ……そいつあいい、ケッサクだ!!』


　レックスは声を上げて大笑いした。震ふるえる巨体にベッドが軋きしむ。


　突とつ然ぜんのことに、校長をはじめとして保健室にいる生徒たちは啞あ然ぜんとなった。レックス・ディザスターマンの獰どう猛もうなキャラクターからは想像もできない快かい活かつな笑いであった。


『……そこまで笑わなくてもいいだろう』


　慶一郎が憮ぶ然ぜんとしていると、誰かが後ろからＴシャツを引っ張ぱった。


「ちょっと来てよ、先生」


　シャツを摑つかんでいるのは涼りよう子こだった。やはり部活の途と中ちゆうで出てきたらしく白い袴はかま姿すがたである。


「思い切り引っ張るな。シャツが伸のびる」


「だったらすぐ来なさいよ」


　仕し方かたなく涼子に付き合って廊下に出る。涼子は慶一郎の身体からだ越ごしに保健室の中のレックスをちらりと見やると、


「あの外人……もしかして昨日、池いけ袋ぶくろで暴あばれた奴やつ？」


「そうだが？」


「……やっぱりね。そのことで先生に訊ききたいことがあるのよ」


　涼子は慶一郎を引っ張っていき、同じ階にある空き教室に入った。辺あたりに誰もいないことを確かく認にんすると、いきなり慶一郎に詰つめ寄る。


「いい？　正直に答えてよ。昨日、池袋のサンシャイン近くの公園で、もの凄すごいことが起きたわよね？」


「凄いといっても程てい度どがあるが」


「あの外人と静馬が闘たたかってる最中のことよ……いきなり重力がおかしくなったり、地面がアリジゴクになったりしたのよ！」


「それだけの事件なら新聞やテレビのニュースに出るだろう」


「……それが問題なのよ」


　涼子は冴さえない表情でこめかみに手を当てた。


「闘いが終わった直後、いきなり時間が戻もどったっていうか……まるで何も起きなかったみたいに……上う手まく説明できないけど、あの外人が公園に現れた後に起こったことが全部なかったことになったみたいだったわ。他ほかの人に訊いても覚えてないし、大だい作さく君のカメラにも何も写ってなかった──でもあの外人は確かに公園にいたのよね？　これはいったいどういうこと!?」


「そこまではっきり覚えているとはな……周まわりの風景は紅あかく見えていたか？」


「そうそう！　じっくり見回してる余よ裕ゆうはなかったけど」


「……分かった。説明しよう」


　慶一郎はホワイトボードに歩み寄よると、ペンを取って水平に長い直ちよく線せんを引いた。その右端はしに矢や印じるしを付ける。


「この直線が時間の流れだとしよう。レイハの魔ま法ほうによって紅い空間が現れると──」


　慶一郎は赤いペンを取り、直線の途中から枝えだ分わかれするように線を加える。


「本来の時間の流れが止まり、ここから別の流れに変わる。電車の線せん路ろに例たとえるなら引き込み線のようなものだな。そしてこの時間の中で俺おれが怪物を倒し、体内から〈封ふう魔ま石せき〉をえぐり出すことに成せい功こうすると……」


　今度はクリーナーを取り、赤い線の根ね本もとの部分を消けす。


「怪物が存在した時間ごと切り離して、現実を本来の時間の流れに戻すという仕組みだ。『時間が戻っている』と言ってもまあ外はずれてはいないだろう。一部を残して戻っているわけだからな。そもそも時間が進んでいないとも解かい釈しやくできるが」


「そこで起きた事件が起きなかったことになるのなら、どうしてあたしはそれを覚えてるの？」


「俺にもはっきりしたことは言えんが……おそらく事じ情じようを知っているからじゃないのかな。目の前で起きていることを正しく認にん識しきできれば、その記憶は時間が戻っても消えずに残るのかもしれない。人間は意味のない事こと柄がらは記憶しても思い出せないというし」


「分かったような分からないような……」


　涼子は首をひねりながら、赤い線を指ゆびさす。


「んで、この切り離された時間はどこへ行っちゃうわけ？　闘った事実がなくなっても、怪物に勝ったという結けつ果かは残ってるんでしょ？　記憶だってあるし……」


「うーむ……」


　慶一郎は腕うで組ぐみして唸うなったまま固かたまってしまう。しばらくホワイトボードとにらめっこをするが、出てきたのはため息いきだけだった。


「なにせ魔法だからな……原げん理りがよく分からないものを別の理り屈くつで説明しようとしても無理があるだろう」


「魔法ねえ……相手が魔法じゃ、しょうがないわねえ」


　時間と空間に関かんする考こう察さつができるほどの知識もなければ頭も良よくないことを自じ覚かくする二人であった。


「とりあえず稽けい古こが残ってるからもう行くけど……念のため訊いとくわ。あの外人はもう人じん畜ちく無む害がいなのね？　この間のスイマーズと同じく」


「ああ、そのはずだ」


「……そう。安心したわ」


　涼子は教室を出ていこうとするが、ドアに手をかけたところで足を止めて振り返った。


「もう一ついい？　魔法でズルのできる時間の中で怪物を倒せなかったら……そのときはどうなるの？」


「いろんな意味で大変なことになるだろうな。まず無ぶ事じでは済すまないと思うぞ。おそらく生きるか死ぬかのどっちか──」


「い……いいわ。今の質問はナシ！　考えない方が幸しあわせみたいだから」


　涼子は苦にが笑わらいしながらそそくさと出ていった。それから間もなくスピーカーに電でん源げんが入り、校内放送が流ながれる。


　洋よう楽がくだった。レックスのファンがリクエストしたのだろうか。


　曲はクイーンの〈伝でん説せつのチャンピオン〉──





　　　　二





　海から上がってくる真夏の熱ねつ気きが、広い庭にわを通るうちに冷ひやされ、涼すずやかな微び風ふうとなって屋や敷しきの中に流れ込む。


　畳たたみの上に正せい座ざした幻げん弥やは、かすかな潮しおの香かおりを含ふくんだその風を頰ほおに感じていた。


　眠ねむりを誘さそわれる心ここ地ちよい風である。


「……聞いておるのか、幻弥殿どの」


　嗄しわれがた声に、幻弥は半なかば閉とじていた目を開いた。


　視し線せんの先には、その声に相応ふさわしい老ろう婆ばの姿すがたがあった。身体からだが縮ちぢんでいるため幼よう児じのように頭だけが異様に大きく見える。齢よわい百を超こえるのではないかと思える皺しわだらけの猿さるじみた風ふう貌ぼうの真ん中に、そこだけは生せい気きの衰おとろえない黒々とした双そう眸ぼうが光っている。


（梅うめ干ぼし婆ばばあが……乾かん物ぶつランドに帰れ！）


　乾物ランドは魔ま界かいに存在する乾物だけの王国である──もちろん幻弥の妄もう想そうの中にだけ存在する架か空くうの国だった。


　京極本家の長ちよう老ろう会議である。


　会議には大長老であるその老婆の他に六人の長老が列れつ席せきしていた。長老といっても全員が老婆ほどの高こう齢れい者しやというわけではなく、中には五〇代の者も二人いる。それぞれが本家を支える傍ぼう流りゆうの家か系けいの当とう主しゆであった。


　幻弥がこの長老会議に出席するようになって二年が経たっていた。分家の当主とはいえ三〇代の若さで長老と席を同じくするのは異い例れいのことである。


　だが幻弥にとって長老会議はすでに退たい屈くつ極きわまりない三さん文もん芝しば居いの舞ぶ台たいとなっていた。大長老をネタにくだらない妄想を膨ふくらませていられるほど暇ひまを持もて余あましている。替かえ歌から始まった乾物ランドのテーマソング作りも作さく詞し作さつ曲きよくは完成し、編へん曲きよく作業の段だん階かいに入っていた。


　結局のところ、何を話し合ったところで最後には幻弥の一言ですべてが決きまる筋すじ書がきになっているのだ。会議は体てい裁さいを繕つくろうための儀ぎ礼れい的なものにすぎなかった。威い圧あつするようにどっしりと構かまえている長老たちも、幻弥にじっと見つめられると途と端たんに落ち着きがなくなり、目を白黒させる。幻弥が座すわっているのは末まつ席せきだが、真しんの支配者が誰なのかは全員が知っていた。


（面子メンツにこだわるのも結けつ構こうだが、ここまでくると無ぶ様ざまに過すぎるな……）


　当とう初しよはその滑こつ稽けいさが面おも白しろかったが、最近では形の上だけでも本家の体たい面めんを守ろうとするいじましいやり方に嫌いや気けがさしはじめていた。


　幻弥を嫌けん悪おさせるのはそれだけではない。会議を取り仕し切きる大長老は本家の三代前の当主だが、肝かん心じんの現当主が同席することはなかった。長老たちは自分たちが実じつ際さいに幻弥の言いなりになっていても、本家の実じつ権けんまでは売うり渡わたしていないつもりでいるのだ。


「……他に何か話しておくことはあるか？　幻弥殿」


「いえ、特には」


　近きん況きよう報ほう告こくが主しゆの当あたり障さわりのない長老会議はこうして終わる。幻弥の役やく割わりといえばただ座って内容を聞き流しているだけだ。この会議そのものは余よ興きようにすぎず、京極家の行く末すえを左右する本当の会議は深しん夜やに行われるのだ。


　幻弥は長老たちに一いち礼れいして席を立つと、離はなれを出て、鶯うぐいす張ばりでもないのに一歩足を運ぶごとに軋きしんだ音をたてる渡り廊ろう下かを一人で歩いた。屋や敷しきに来るときは秘ひ書しよの瀧たき川がわとボディガードの榊さかき原ばら烈れつ膳ぜんを連れていたが、二人は会議の場に近付くことも許ゆるされず客きやく間まで待っている。


　渡り廊下からは敷しき地ちの半分近くを占しめる庭てい園えんが見み渡わたせる。多少の手入れはしているようだが、せいぜい目に付く部分だけで、少し見回せばあちこちで雑ざつ草そうが生はえ放ほう題だいになっている。


　幻弥は冷れい笑しようを浮かべて通り過ぎようとしたが、すすきの向こうに白い絣かすりの着き物もの姿すがたを見つけて足を止めた。髪かみの長い女である。見えるのは後ろ姿で、着物と同じ絣の布ぬのでリボンのように髪を結むすんでいる。少し離れた場所に黒いスーツを着た二人のボディガードがいるのを確かく認にんすると、幻弥はフフンと鼻を鳴らした。


　母おも屋やまで来ると三人の姿は見えなくなった。


　廊下を客間の方へ向かう。角かどを曲がったところで、反対方向からやってきた少女とぶつかりそうになった。


「あっ……」


　少女は驚いて一いつ瞬しゆん、棒ぼう立だちになる。


　日本人にん形ぎようを思わせる可か憐れんでおとなしげな美少女である。色いろ白じろで容よう貌ぼうも整ととのっているが、中学生にしては全体的に瘦やせぎすで、身体の線に女らしい柔やわらかさが足りないように見える。中学の制せい服ふくである白い半はん袖そでブラウスと若わか草くさ色のスカートから伸のびている手足も華きや奢しやというには細すぎるようだ。


　その少女──京極美み月つきは、相手が幻弥だと知ると表情を硬かたくして、さりげなく目を逸そらせた。


（へし折おりたくなるほど細い頸くびだな）


　幻弥は素す早ばやく手を伸ばすと、美月の顎の下に差し込んで強ごう引いんに顔を上向かせた。


「よう、美月お嬢じようさま。兄あに貴きは元気か？」


　息がかかるほど顔を近付け、黒目がちの瞳ひとみを覗のぞき込む。美月は嫌いやがって逃れようとするが、細腕では幻弥の力には敵かなわない。


「例の草くさ[image: ]なぎって小こ僧ぞうが向こうから来たそうだな。しかも今度は日射病で負まけたって？　恥はじの上うわ塗ぬりもいいとこだぜ。ヘコんでる暇ひまがあったら次の勝負に勝つための準じゆん備びをしとけっつったのに、人の忠ちゆう告こくを素す直なおに聞かねえからだ……あの甘あまちゃんめ！」


　激はげしい口く調ちようではないが低く凄すごみのある声で囁ささやかれ、美月は怯おびえて身をすくませた。幻弥は美月の小さくて可愛かわいらしい耳に薄うすい唇くちびるを近付ける。


「そうそう……いいことを教えてやろう。京極家の次つぎの当主に誰がなるか、知ってるか？」


　美月はビクッと身体からだを震ふるわせた。


「俺おれじゃねえぜ。正せい解かいは……刹羅とお前の間にできる子供だ」


「え……!?」


「刹羅の本当の母親が誰だか知ってるか？　お前にとっての叔お母ばだ……つまり、あいつは実の兄妹きようだいの間にできた子供ってわけさ」


　幻弥は逃れようとする美月の身体を摑つかまえ、壁かべに押し付けて身動きを取れないようにしてから、さらに話を続けた。


「〈神威カムイの拳けん〉の使つかい手の血は濃こいほどいいらしいからな。兄貴が好きなんだろ？　お前のその想おもいは半分は叶かなうが、半分は引き裂さかれる運うん命めいだ……お前自身が望のぞもうと望むまいと、お前は刹羅の子供を産うむことになるだろうよ。だがお前が嫁よめ入いりするのは別の男だ。京極家の伝でん統とうってやつでそう決まってるのさ。いずれ長老どもに呼び出されて話を聞かされることになる……今から覚かく悟ごしといた方がいいぜ」


　幻弥が手をゆるめると、美月は幻弥の身体を突き飛ばすようにして離れた。


「…………」


　美月は青ざめた顔を上げて幻弥をにらみつけた。呼吸は乱れ、動どう悸きを静めようとしてかブラウスの胸をきつく摑んでいる。


「……おい」


　幻弥が口を開きかけると、美月は顔を手で隠かくし、背中を向けて廊下を走り去っていった。


「あ～らら、泣かせちまったか……俺って悪いおとな？」


　幻弥はそう呟つぶやくと、大おお袈げ裟さに肩をすくめて自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑う。


　美月を見送るその眼まな差ざしは、口調とは裏うら腹はらに決して冷ひややかなだけではなかった。





　　　　☆





　すでに私し室しつの感かん覚かくで使っている客間に戻った幻弥は、白い三つ揃ぞろいからストライプのカッターシャツとダークブラウンのスラックスに着き替がえ、屋や敷しきの庭にわに出た。膝ひざ上うえまで伸のびた雑ざつ草そうの汁しるで高いスーツを汚よごしたくないということもあるが、それとは別に動きやすい服ふく装そうをしておく必要があった。


　幻弥は軽かろやかな足取りで庭園の中を裏門の方へ歩いていく。先ほどの三人組の姿を視界にとらえたところで身体を沈しずめ、すすきの陰かげに隠かくれた。靴くつ紐ひもを結むすび直すような素そ振ぶりをしながら観かん察さつする。


　白い絣かすりの女は〈ひょうたん沼ぬま〉を跨またぐ苔こけむした石橋の上に立っていた。〈ひょうたん沼〉というのは幻弥だけの呼び方で、本来は人工の溜ため池である。かつては錦にしき鯉ごいが泳およいでいた池も、今では藻もの繁しげる沼と化していた。周囲も雑草が生はえ放ほう題だいになっていて、どこに池の縁ふちがあるのかさえ判はん然ぜんとしなくなっている。


　二人のボディガードは池から少し離れた場所で女を監かん視ししていた。固太りした四し角かくい体型の小男と、小男より頭一つ分背せの高い、色いろ気けを感じさせないスレンダーな体型の女のコンビである。二人とも揃いのサングラスをかけ、とびきり暑あつそうな黒いスーツを律りち儀ぎに着き込こんでいた。そしていかにも涼すずしげな絣の着物を羨うらやましそうに見ている──というのは幻弥の勝手な想像だった。


　絣の女は白しら木きの杖つえを突ついていた。


　杖の先で石橋の縁を軽かるく叩たたいて何かを確かめると、その場にゆっくりとしゃがんで、濁にごった水面を覗のぞき込む。二人のボディガードの注ちゆう意いが女の方に向いたのを見るなり、幻弥はその背はい後ごに音もなく忍しのび寄った。地を這はう蛇へびを思わせる歩ほ法ほうである。


　小男の方が先に気け配はいに気付いたが、振り向いたときには幻弥はすでに必殺の間合いにまで踏み込んでいた。


「お……」




[image: ]


　反はん応のうする前に幻弥の掌てのひらが小男の胸を打っていた。わずかに遅おくれて気付いた女も脇わき腹ばらに二本貫ぬき手ての突きを受ける。幻弥が二人の間を通り過すぎる一いつ瞬しゆんに繰くり出された攻撃であった。


　二人のボディガードが腰こしを抜ぬかして崩くずれ落ちたとき、幻弥は石橋に到とう達たつしていた。


「……や……かた、さま──」


　仰あお向むけに倒れながら、小男が喉のどからかすれ声を絞しぼり出す。絣の女の真後ろに立った幻弥が両手を振り上げるのを見て、二人の顔は恐きよう怖ふと絶ぜつ望ぼうに歪ゆがんだ。


　幻弥は白い頸くびを狙ねらうように両の手しゆ刀とうを振り下ろし──背後から女に目隠しをする。


「──だ～れだ？」


　そう耳元に囁ささやくと、絣の女は喉のどの奥おくで鈴すずを転ころがすような笑い声を上げた。


「ウフフ……おいたが過ぎましてよ。幻弥様」


　赤あか子ごをあやすような甘あまい声で言い当てられ、幻弥はおとなしく手を放した。絣の女は杖を脇に挟んで立ち上がり、合わせた両手を幻弥の顔の前に差し出す。


「ほら」


　女が手を開くと、中から鮮あざやかな緑みどり色をした物ぶつ体たいが勢いきおいよく飛び出した。それは幻弥の額ひたいに当たり、湿しめった生ぬるい感かん触しよくを残して池に落ちる。緑色の物体の正体は〈ひょうたん沼〉の住じゆう人にんであるトノサマガエルであった。


　完全に虚きよを突かれた幻弥は、狭せまい石橋の上で身を躱かわそうとして女の身体からだを押おすかたちになった。


「あら──」


　押された拍ひよう子しに、駒こま下げ駄たを履はいた女の足が苔こけの上で滑すべった。


　水の跳はねる音が響ひびく──


　石橋から落ちそうになった女の手を幻弥が摑つかんでいた。片足が宙ちゆうに浮ういたままの女の身体からだを引き寄よせ、腰に手を回して支ささえる。


「……ほら、ちゃんと立ちな」


　幻弥は叱しかるように言ったが、内心では軟なん体たい動物のように摑みどころのない女の身体の感触に戸と惑まどっていた。抱だき寄せているため互たがいの顔が近付いている。


　闇やみを映うつしたような漆しつ黒こくの瞳ひとみが目の前にあった。


　麗れい人じん──そう表現していい美び貌ぼうの持ち主である。


　しかし、まるで童どう女じよのようにあどけないその表情には、容よう姿しが整ととのっているというだけの美人なら飽あきるほど出会ってきた幻弥でさえ理解しがたい奇き妙みような魅み力りよくがあった。決して派は手でな美貌ではなく、印いん象しようとしてはむしろ地じ味みなのだが、何な故ぜか惹ひきつけられて目を離せなくなる──そんな女だった。


「ありがとうございます。幻弥様」


　女が嬉うれしそうに礼れいを言う。幻弥は女の身体を放したが、女の方から幻弥の手を摑んできた。


「お手を貸かしていただけますか？　杖を落としてしまって……」


　幻弥の手を頼たよりに身体のバランスを取とりながら、女は身を屈かがめて池を覗のぞき込んだ。杖は池の藻もに刺ささった状じよう態たいで斜ななめに立っている。杖を摑もうと伸のばされた女の手は、しかし、杖から十数センチも離れたところで空くうを搔かいた。


　女の目は杖を見ていなかった──いや、見えていないのである。


　京極家の現当主──京極真ま琴ことは盲もう目もくの麗人であった。


（このまま沼に突き落としてやろうか）


　幻弥の脳のう裏りにふと、そんな考えが浮かんだ。


　真琴はまだ杖に手が届とどかず、石橋から身を乗のり出している。手を放すだけで簡単に水に落ちるだろう。二人のボディガードが動けない今、相手は盲目の女一人である。溺おぼれさせることなど造ぞう作さもなかった。


　だが真琴の方は幻弥のそんな考えにもまるで気付かない様子で、完全に無防備な姿をさらしている。京極家の人間ならば多かれ少なかれ誰もが抱いだいている幻弥に対する畏い怖ふや警けい戒かい心しんが、真琴からはまるで感じられなかった。幻弥に対してだけではない。そもそも恐きよう怖ふや嫌けん悪おといった感情を知らないのではないか──そう思わせる無む邪じや気きさが真琴にはあった。


　幻弥は手を引いて真琴を立たせると、横抱きに抱き上げた。そのまま石橋の端はしまで歩いていく。真琴を岸きしに降ろしてから石橋を引き返し、水面から生えた杖に手を伸ばした。


（──あん？）


　摑んだ杖の意外な重さに、幻弥は眉まゆをピクリとさせた。一見してただの白しら木きの棒だが、中には鉄てつ芯しんが通っているのだ。


　藻の中から杖を引き上げ、自分のハンカチで泥どろを拭ぬぐいながらそれとなく調べる。握にぎりの部分にスイッチのようなものは見当たらないが、石突きから隠かくし刃ばが飛び出すような仕し掛かけがあってもおかしくはなかった。


　そのとき初めて、幻弥は自分の迂う闊かつさに気付いた。


　京極真琴も〈神威の拳〉を修しゆう得とくしている。


　京極流のすべてを伝でん承しようされたわけではないだろうが、自分で身を守れるように杖じよう術じゆつを学んでいるに違ちがいない。加えて、神しん気きを練ねるための特別な呼こ吸きゆう法──〈神威の息吹いぶき〉は使い手の五感を鋭えい敏びんにする。視し覚かくを封ふうじられている真琴であればその感覚は常じよう人にんを超こえるであろう。


　幻弥の背せ筋すじに冷つめたいものが走る。真琴からは神気の気配が感じられず、その可能性をまるで考こう慮りよしていなかったのだ。その気になればいつでも殺せる──そう考えていたのは真琴の方も同じではないのか。


（──面おも白しれえじゃねえか）


　幻弥はその怖おぞ気けをむしろ喜き悦えつとして感じた。真の意味で幻弥に肝きもの冷える思いを味わわせた人間は数えるほどしかいない。


　岸に戻もどってきた幻弥は真琴の手を取り、杖を握らせた。真琴は幻弥の緊きん張ちようにも気付かない呑のん気きな様子で、甘い蜜みつでも含ふくんでいるような柔にゆう和わな微笑みを浮かべて礼を言う。


「わざわざ拾ひろっていただいてありがとうございます。すっかりお手数をかけてしまって」


「構かまうことはねえさ。じゃ、俺はそろそろ戻るわ」


「あの、ついでと言っては申し訳ないのですが……戻られる前に、柴しば崎ざきさんと佐さ倉くらさんを動けるようにして差さし上げてください」


　真琴のボディガード──柴崎勲いさおと佐倉百もも枝えはいまだに腰こしを抜ぬかしたままだった。二人とも京極流古こ武ぶ術じゆつの達たつ者しやであり、刹羅たち〈ＫＯＧ〉トリオほど攻撃に特とつ化かした能力はないものの、護ご衛えい役としての鍛たん錬れんはみっちりと積つんでいる。しかし幻弥の〈闇やみ神威〉の威い力りよくは二人の肉体に楔くさびのように深く浸しん透とうし、立ち上がる力さえ奪うばっていた。


　幻弥は二人に歩あゆみ寄って軽く背中を叩たたいてやる。無む造ぞう作さに一いつ瞬しゆん触ふれただけだったが、二人は居い眠ねむりしてるところを起こされた学生のようにビクッと震ふるえて跳はね起きた。すぐさま真琴の下へ駆かけ寄り本来の業ぎよう務むに戻ったが、それは真琴を保ほ護ごするためというより、逆に真琴に保護してもらいたいからではないのかと幻弥は勘かんぐった。母親を見つけて駆け寄る迷まい子ごの子供を連想したからだ。


　幻弥は無む能のうなボディガードに嫌いや味みの一つも言ってやろうと口を開きかけたが、先に真琴が声をかけてきた。


「幻弥様。今回は何日かお泊とまりになるのですか？」


「いや、明日の朝には東京に戻っていなきゃならんのでね。今夜遅おそくには退たい散さんするつもりさ」


「そうですか……それは残ざん念ねんです。では、せめてお夕食をご一いつ緒しよにいかがです？」


「悪いが先せん約やくが入ってるんだ。また今度誘さそってくれ」


　サングラスで表情を隠していても佐倉と柴崎が極きわめて不ふ愉ゆ快かいな気分で会話を聞いているのは明らかだった。およそ現当主と一族の末席にいるヤクザの成り上がり者のやりとりではない。幻弥の口の利きき方には普ふ段だんから横柄なところがあるが、真琴に対するぞんざいさは度を超していた。


　しかし真琴の方は誘いを断ことわられたのがよほど残念なのか、見ている方が罪ざい悪あく感に囚とらわれそうになるほど寂さびしそうな顔をした。真琴は鏡かがみを見て練れん習しゆうができるわけでもないのに表情が豊かである。視し力りよくはなくとも視線によって他人が反はん応のうすることを知っていてか、話し相手の幻弥にまっすぐ視線を向けてくる。


「本当に残念です。では今度お越こしになるときはきっと、真琴のためにお時間を割さいてくださいませ」


「ああ、いいぜ。約やく束そくしよう」


　駄だ々だをこねる子供のような真琴の態度が面おも白しろくて、幻弥は安やす請うけ合あいをした。すると真琴は見るからに嬉しそうに微笑ほほえみ、右手を差し出した。手を軽く握り、小指を一本だけ立てている。


「それでは指切りをいたしましょう」


「……俺おれとか？」


「もちろんですわ」


　真琴は少し弾はずんだ声で答えた。それを聞いた幻弥が名めい状じようしがたい表情をしていることには気付いていないようである。


（──何なんだ、この女は!?）


　ついさっき恐おそるべき敵てきとして認にん識しきしたばかりの女が、再び理解しがたい存在に逆戻りしていた。幻弥は三二歳にして『毒どく気けを抜ぬかれる』という言葉の真の意味を悟さとった。


　真琴が自分から近付いてきて、幻弥の鼻先に小指を差し出した。


「ゆーびきーりげーんまーん……」


　幻弥はほとんど自動的に右手を出して小指同士を絡からませている自分に気付いた。まったく無意識の動作である。恐おそろしく居い心ごこ地ちの悪い気分になったが、指を振りほどいて逃げ出すわけにもいかない。


「うーそつーいたら針千本のーます！」


　結局なすがままに最後まで指切りに付き合わされ、幻弥は詐さ欺ぎにあったような納なつ得とくのいかない気分のまま自分の部屋に戻った。


　待まっていた秘ひ書しよの瀧たき川がわが来客を告つげた。応接用に使っている四よ畳じよう半はんに入ると、一人の男が愛あい想そ笑いを浮かべて一いち礼れいする。長老会議に出席していた長老の一人であった。幻弥の次に若い男で叔お父じに当たる。


（っとに、きたねえ面つらだな……）


　真琴の無む邪じや気きな笑え顔がおと比ひ較かくして不愉快になっている自分に気付き、幻弥は弛ゆるんでいる気持ちを切り替かえた。


「よう。最近の景けい気きはどうだい？」


「は、いやあ……幻弥殿のおかげでなんとか──」


　尊そん大だいな幻弥に対して男は長老という立場を忘れたように卑ひ屈くつに応じる。


　男の目的は金の無む心しんだった。幻弥が金を貸している相手は一人ではない。今や大長老以外の六人の長老全員が客なのである。


　これから夜までの間に六人の長老が入れ替わり立ち替わり幻弥の部屋を訪おとずれることになっている。幻弥が長く滞たい在ざいしないのは長老たちに余裕を与えないためだった。


　融ゆう資しについて交こう渉しようしながら、しかし幻弥の思し考こうは半なかば別のところへ飛んでいた。これまで幻弥が渡り合ってきた敵と比くらべて交渉相手としては稚ち拙せつにすぎる長老たちの相手に飽あきていることもあるが、初めて間ま近ぢかに接せつした真琴のことが頭から離れなかったのだ。


（晩ばん飯めしくらい付き合ってもよかったか……）


　右手の小指が妙みようにうずく。


　やがて幻弥は、会話と関係のないところで口元に薄うす笑わらいを浮かべた。


「やはり約束は約束だからな──」


「……？」


　隣となりで交渉用の資し料りようを開いていた瀧川が怪け訝げんな表情になる。長らく幻弥に仕つかえている瀧川は何があったのかすぐに察さつした。


　それはとびきりの悪わる巧だくみを思いついた顔だった──





　　　　三





　その日の午後──池いけ袋ぶくろ西口公園。


　路ろ線せんバスから降り立った結ゆう城きひとみは、噴ふん水すいの手前に待ち合わせている相手の姿すがたを見つけた。


　ワイシャツにジーンズというさっぱりとした服ふく装そうの少年である。シルバーフレームの眼め鏡がねをかけたニキビ一つない端たん正せいであっさりとした顔は、いかにも真ま面じ目めそうな優ゆう等とう生せいタイプに見える。しかしその正体はストリート・バイパーズにおいて草くさ[image: ]なぎ静しず馬まに次つぐ実力者と目もくされる骨こつ法ぽう使いだった。


「久しぶりだね。結城さん」


　やってきたひとみを見て、氷ひ室むろ那な智ちは少しぎこちない感じで挨あい拶さつした。ひとみは淡あわいブルーのワンピースに白い麦むぎわら帽ぼう子しといういでたちであった。ワンピースはノースリーブで、セーラータイプの大きな衿えりが付いている。


「……どこへバカンスに行くんだい？」


「もう行って帰ってきたんですよ。真まな鶴づるへ」


　日ひ焼やけした顔に満面の笑えみを浮かべてそう答えると、ひとみは那智の頭の先から足の先までまじまじと観察した。


「もしかして……身しん長ちよう、伸びた？」


「そうらしいね。測はかってないから判わからないけど」


「それにちょっと逞たくましくなったみたい」


　半はん袖そでのシャツから出ている那智の腕うでや首の太さを見て、ひとみは目を丸くした。中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの身体からだがいきなりマッチョな体型になったわけではないが、確かく実じつに体重は増ふえている。しかも増えたのは筋きん肉にくの量である。


「神しん武ぶ館かんの夏合がつ宿しゆくに参加してたんだ。朝から晩ばんまで鍛たん錬れんして、ご飯はんをたらふく食べてよく眠ねむるという生活を二週間も続けたら、いつの間にかこうなってた」


　那智は右腕を前に突き出してゆっくり曲まげ伸ばしして見せた。伸びた状態ではヤワに見える腕に、筋肉のこぶが大きく盛もり上がる。


「すご～い！　ね、触さわっていい？」


　ひとみは嬉き々きとして那智の腕に触り、鍛きたえられた筋肉の感かん触しよくを確かめた。


「やっぱり男の子の筋肉は質しつが違うわね。涼子ちゃんの腕はこんなに硬かたくないもの」


「……そ、そう？」


　女同士で何をやっているんだか──那智の困こん惑わく気ぎ味みの顔にはそんな表情が浮かんでいる。ひとみは腕を摑んだまま、少し心配そうな顔つきになって訊たずねた。


「合宿ってやっぱり……草[image: ]君に勝つため？」


「……今日はそのことで話があるんだ。昨日の夜、合宿から帰ってくると、家にこんな物が届とどいていた──」


　那智は唯ゆい一いつの手て荷に物もつであるケースファイルを開け、一通の黒い封ふう筒とうを取り出してひとみに見せた。表に『氷室那智様』と白いインクで書かれている以外には切手も差さし出だし人にんの名もない。


「中を見てもいいの？」


　那智は頷うなずく。ペーパーナイフで開封されている封筒を開くと、中には一枚の白いカードが入っていた。


「〈Ｖ─１エクストリーム大会招しよう待たい状じよう〉……？　差出人は京極幻弥──京極って!?」


「おそらく〈ＫＯＧ〉ナイツ・オブ・ゴールドのリーダー・京極刹羅の身み内うちだろうね。Ｖ─１のＶがバイパーズの頭かしら文字だということも察さつしがつく」


　ひとみはカードを裏うら返がえした。『大会の開かい催さい予定は九月。予よ選せんと決勝トーナメントの二部構成にて行われる。開催スケジュール及および対戦方式等の詳しよう細さいは決まり次し第だい追おって連れん絡らくする』と書かれている。


「へえ～、ストリート・バイパーズって、いつの間にか大会が開かれるほどメジャーになってたのね」


「そんなはずがないだろ。ストリートファイトってのは要ようするに路ろ上じようのケンカだからね。そもそも一いつ般ぱん的な競きよう技ぎじゃないんだ。ルールなんてないのと同じ……大会なんか開けっこないよ。それに第一──」


「やっぱ、お前にも届いてたか」


　男の声に二人は振り向いた。頭にユニオンジャック柄がらのバンダナを巻まいた二は〇た歳ち前後の若い男が立っている。精せい悍かんで陽よう気きそうな面つら構がまえの持ち主だった。全身ツナギのライダースーツの上をはだけ、地じ黒ぐろのうえに日焼けした逞たくましい上半身をさらしている。


「仁に志しさん……」


「俺んとこにも来てるぜ。お誘さそいがよ」


　現在も活動中のバイパーズの中で最も古ふる株かぶのチーム〈アースシェイカーズ〉のリーダー・仁志雅まさ春はるは、二本の指に挟はさんだ招待状をヒラヒラさせた。内容は那智の下に届いた物と同一である。


「ちょっと見ねえ間に鍛きたえてきたみたいだな。ま、俺も自主トレしてたんでレイヴにはここんとこ顔を出してなかったが……『士もののふ別れて三日なれば、即すなわちまさに刮かつ目もくして相あい待まつべし』ってとこか」


　仁志は一ひと目めで以い前ぜんの那智ではないことを見み抜ぬいたようだった。『志こころざしのある者は三日もあれば必ず成長しているので、目をこすってよく見なければならない』といった意味だが、もちろんそれが自分にも当てはまることだと言げん外がいに含ふくませている。


「この京極幻弥って野や郎ろうが何者なのかは知らねえ……だが気に入らねえのは、俺たちバイパーズには何の断ことわりもねえってことだな」


「……ですね」


「それじゃ、この大会って──」


　二人の会話から事じ情じようを察したひとみが口を開こうとしたとき、再び横から割わり込んでくる声があった。


「よう、お揃そろいだな。〈シェイカーズ〉のハルに──〈ペインキラーズ〉の那智か」


　現れたのは、アフロヘアを思わせる恐ろしく量の多い金髪が特とく徴ちよう的な若い男である。仁志とは対たい照しよう的に色いろ白じろで鼻はな筋すじの通ったハンサム顔で、衿えりを立てたワインレッドのシャツと、ぴっちりとした革かわのパンツが細身の体型によく似に合あっている。


　男は〈アースシェイカーズ〉と並ぶ正せい統とう派チーム〈ワイルドアンセム〉リーダーの『ザキ』こと坂さか崎ざき英ひで造ぞうであった。坂崎はパンツの尻しりポケットから招待状を取り出して見せる。二人のカードと同じ物だ。


「俺たち三人が貰もらってるとなると、主だったバイパーズのリーダー全員に同じ招待状が届いてると考えてよさそうだな」


「そういうこった。どうやったのか知らねえが、送おくりつけてきた奴はバイパーズのことをよく調しらべてやがる。主しゆ催さい者しやが京極を名乗ってるからにはチーム〈ＫＯＧ〉がシードされてるはずだ……こいつは間ま違ちがいなく、俺たちバイパーズに対する挑ちよう戦せんだぜ」


「問題はどう対たい処しよするかだな……大会といってもこんな紙切れ一枚じゃ正しよう体たいが摑めない」


　招待状には〈Ｖ─１エクストリーム〉という格闘大会が開かれるということ以外の情報がほとんどなかった。どこを会場とし、どの程度の規模で開かれるのか──何よりも対戦ルールが明めい示じされていない。出場資し格かくがバイパーズであることならば対戦方式はバイパーズ・レイヴに近いものであるべきだが、そもそもメジャーな格闘技のように明めい文ぶん化かされたルールがあるわけではない。むしろ限かぎりなくノールールに近い闘いこそがレイヴの理想なのである。


　〈ＫＯＧ〉の実力は認みとめるところだが、所しよ詮せんは新しん参ざんチームであり、バイパーズの思想を理解しているという保証はどこにもなかった。それどころか大会自体が〈ＫＯＧ〉優ゆう勝しようのための舞台としてセッティングされるのではないかという懸け念ねんもある。


「お前はどうなんだ、那智？」


　黙だまって二人の話を聞いていた那智は、少し考えてから口を開いた。


「正直言って──〈Ｖ─１エクストリーム〉がどんなものだろうと関係ないですね」


　那智にしては大だい胆たんなその発言に、仁志と坂崎はわずかに驚いた顔になる。


「結局のところ、僕らにとって『問題』と呼べるようなものは一つしかないと思いますよ。それさえはっきりすれば何も迷まようことはないはずだ……違いますか？」


　那智は逆にそう問といかけた。那智の不ふ敵てきな表情を見て、険けわしい雰ふん囲い気きだった二人の顔がふっと和なごむ。仁志は無ぶ精しよう髭ひげの浮いた顎あごを撫なでながら困こまったように言った。


「確かに言われてみりゃあその通りなんだが……」


　そのとき、一台のバイクが公園に乗り入れてきた。二人乗りの真まっ赤かなバイクはたいしたスピードも出ていないのに横よこ滑すべりしつつ、四人の目の前でピタリと停てい止しする。


「おおっ、那智！　ここにおったんか!!」


　ヘルメットを取とるなり、草[image: ]静馬は大声を上げながら那智に駆け寄った。那智が挨あい拶さつしようとするのも無む視ししていきなり肩に腕を回し、


「よ～し、ちょっとこっち来い！」


「いや、あの……」


「ええから！　ええから早よ来い。ええもん見せたるよって!!」


　静馬は強ごう引いんに那智をベンチまで引きずっていく。那智がベンチを跨またいで座ると、静馬と一緒にバイクに乗ってきた大だい作さくが向かい合わせに座り、目の前に謎なぞのアタッシュケースを置いた。


「氷ひ室むろさん、あなたは実にラッキーな方ですよ！」


「……何が？」


「今回、氷室さんのためだけに非常にレアなアイテムをご用意いたしました」


　大作はアタッシュケースを開け、那智から見えないように蓋ふたで隠しながら中身を物ぶつ色しよくする。


「え～と、例えばですね……コレなんかいかがです？」


　ケースの蓋の陰かげからちらりと何かが覗のぞく。


「──うん？」


　那智は眉み間けんにしわを寄せて顔を強こわ張ばらせる。


　それは鮮あざやかな青空を背はい景けいにした海うみ辺べのスナップだった。被ひ写しや体たいになっているのはオレンジ色の水みず着ぎ姿のひとみである。


「他ほかにもいろいろと取り揃そろえてますよ。こんなのとか……」


　大作は次から次へとサンプル写しや真しんを見せた。どれも先月末の真まな鶴づる旅行のときに海辺で撮さつ影えいしたもので、カメラの性能がいいのか大作の腕がいいのか、セクシー度はもとより芸げい術じゆつ点も高いショットばかりであった。


「本日限り、五枚セットで三〇〇円のご奉ほう仕しとなります！　このチャンスにぜひお求めになってください!!」


「そのセットというのは……選えらべるのかい？」


「はい、こちらからどうぞ！」


　大作はケースの中から青い洋よう封ふう筒とうの束たばを取り出した。ざっと見ただけで三〇通以上ある。


「この中からお好きなパックを選んでください」


「待ってくれ……自分の好きな写真を五枚選ぶんじゃないのか？」


「残念ながらバラ売りはしておりませんので悪あしからず」


　那智は大作の胡う散さん臭くさい商売用の愛あい想そ笑いをまじまじと凝ぎよう視しする。目を細めているのは太陽が眩まぶしいせいばかりではなかった。


「すまない。何かとても悪い予よ感かんがするんだが……」


「アホ！　男が細かいこといちいち気にすんな!!」


　静馬が那智の後こう頭とう部ぶをひっぱたくと、両肩を摑んでベンチから立ち上がれないようにする。このままでは無事に帰してもらえないと悟さとった那智は、仕方なく小こ銭ぜに入れから三〇〇円を出して大作に支し払はらった。


「毎度あり～！　それじゃ、好きなのを一パック選んでくださいね」


　差し出された封筒の束の中から適てき当とうに一通を抜ぬき取る。


「ほら、買ったらその場で開ける！」


　静馬に命令されるままに封を切って、那智は五枚の写真が入っていることを確かく認にんすると、一枚目を取り出した。青い空に青い海、そして入り江えを跨またぐ大きな橋が写った風景写真──


「あ、それは真鶴の岩大橋ですよ。よく撮とれてるでしょ？」


「確かに……絵え葉は書がきにもってこいだね。この空の青さはなかなか出ないよ」


　これはまだ予想の範はん囲い内であった。那智は自分が冷静だということを確認して、次の一枚を取り出す。今度は魚ぎよ介かい類るいがふんだんに入った赤いスープの鍋なべの写真である。


「それは南雲先生特製の相模さがみ湾わん風ブイヤベースです。絶ぜつ品ぴんでしたよ」


「確かに……美お味いしそうだね。この赤い色が食しよく欲よくをそそる」


　那智の表情がにわかに曇くもりはじめた。五枚のうち二枚がハズレだったということは、残りすべてがアタリだったとしても一枚一〇〇円の計けい算さんである。


　今度こそという祈いのりをこめて三枚目を取り出そうとするが、その手が途と中ちゆうで止まった。封筒から四分の一ほど出した時点で、写真の背景が露ろ天てん風ぶ呂ろだと判はん明めいしたからだ。期き待たいと不安が半々の気分で写真を取り出し──そして那智は硬こう直ちよくした。


　写うつっていたのは、股こ間かんを手て桶おけで隠かくしながら謎なぞのポーズを取っている全ぜん裸らの静馬であった。


「ああっ、いきなり出ちゃいましたね～超ちようレアなのが！　ちなみに場所は僕ぼくらが泊とまった別べつ荘そうの露天風呂です」


「きっ……君らの旅の思い出を、他人の僕がどうしてお金を出して買わねばならんのだ!?」


「いや～あくまでセット商しよ品うひでんすから。当たり外はずれは当然あります」


「抱だき合わせ商法というんだ、こういうのは！」


「ええい、文もん句くは五枚全部見てから言え！」


　静馬に脳天にチョップを入れられ、那智は渋しぶ々しぶ残り二枚を取り出す。一枚はサンプルで見せられた物の中でもトップ３くらいに入る出来の水みず着ぎ写真だった。そして最後の一枚は──おそらく食事中と思われる場面だったが、ほとんど真上からのアングルで、ブラウスの胸むな元もとから覗のぞく胸の谷間をバッチリ捉とらえていた。


　那な智ちは慌あわてて写真を伏ふせた。明らかに盗とう撮さつされたと思おぼしき代しろ物ものである。


「い……いやらしい男だな、君は」


「三〇〇円分の価か値ちはあるでしょ？」


　いけしゃあしゃあと言われて那智は返へん答とうに詰つまった。大だい作さくは悪あく魔まの笑えみを浮うかべると、身を乗り出して那智に耳打ちする。


「実はそんなのよりももっと刺し激げき的なのがあるんですけどね……ええ、ここにあるパックの中のどれかに入ってますよ。涼りよう子こさんに知れたら確実に瞬しゆん殺さつされそうなのが──」


「ふう～ん、いいこと聞いちゃった」


　大作と静馬は一瞬にして凍こおり付いた。


　ギギギ……と軋きしむ音が聞こえそうなほどぎこちない動きで、二人は声のした方に振り向く。そこには横からアタッシュケースの中を覗のぞき込むひとみの姿があった。


「い……いつの間に!?」


「あの……最初からいたんだけど、気付かなかった？」


「しまったぁぁぁっ！」


　大作は顔面蒼そう白はくになり頭を抱かかえた。




[image: ]


「涼子さんは部ぶ活かつがあるから絶対池いけ袋ぶくろには来ないと思ってたのに、よもやこんなところに伏ふく兵へいがいたとは……僕としたことが、何たるケアレスミス！」


　一方、ケアレスミスの張ちよう本ほん人にんである静馬は神しん妙みような顔でひとみに歩あゆみ寄よると、手を取って何かを握にぎらせた。


「とりあえずこれで勘かん弁べんしといたって。頼たのむわ」


「……なに？」


　手を開いてみたひとみは、すぐに頰ほおをヒクヒクと引きつらせた。賄わい賂ろによこしたのは超レア物の静馬の全ぜん裸ら写真であった。


「涼子ちゃんに知らせるかどうかは別にして……とりあえず写真は全部没ぼつ収しゆう！」


「そんなあ～～」


　涼子がバックにいるというだけでひとみに対して抵てい抗こうらしい抵抗もできないでいる二人を見て、那智は内心、涼子を恐おそれている人間が自分一人だけではないのだと知って奇き妙みような安あん堵どを覚えた。


「──おい、草[image: ]！」


　何もかも終わったという風ふ情ぜいの静馬に、それまで完全に存在を無む視しされていた仁志と坂崎が声をかける。二人に目を向けた静馬は、どんよりとした訝いぶかしげな表情を浮かべた。


「……誰だれ？」


「誰じゃねえだろ！　俺おれたちの顔を忘わすれるんじゃねえ」


　静馬はしばらく記き憶おくの糸をたぐり、やがてポンと手を打った。


「ああ～、そうそう、お前らか！　出てくるときはちゃんとテーマソング流さな。分からんやろ」


「音でしか覚えてないのか……？　まあいい。今日はこいつのことで相そう談だんがあって来たんだ」


　相変わらずのマイペースぶりに仁志は呆あきれ果はてたが、すぐに気を取り直して、静馬にカードを突きつけた。


「招しよう待たい状？　何でお前が持っとんねん!?」


「向こうが勝かつ手てに送りつけてきたのさ。俺も持ってるぞ」


　仁志に続いて坂崎が、そして那智が自分のところに届とどいた招待状を見せる。それぞれを見み比くらべてまったく同じ物だと確認した静馬は、露ろ骨こつに不ふ満まんそうな顔になった。


「なんや……お前らのとこにも来とったんかい。オレのとこだけに来たと思とったのに」


「ＶはバイパーズのＶだろ？　たぶん名の知られた全部のチームに届いてると思うぜ」


「ふう～ん、それで？　雁がん首くび揃そろえていったい何の相談や？」


　仁志のところに届いた招待状をこねくり回しながら静馬が訊たずねる。三人は互たがいに顔を見合わせた。ストレートすぎる問といに戸と惑まどいを感じたのだ。


「何って……つまり、どうするのかって話さ。俺たちが作ってきたバイパーズを勝手に利用されるのも癪しやくに障さわるだろ？　出場するにしても対戦ルールの問題とか、いろいろとあるだろうし……」


「アホか！　何を今から訳わけの分からん心配しとんねん！」


　そう一いつ喝かつすると、静馬は招待状を指で弾はじいた。手しゆ裏り剣けんのように飛んだカードが仁志の額ひたいを打つ。


「そういうフニャけたことをぬかすな！　向こうがわざわざお膳ぜん立だてするっちゅうとんのや。こっちは受けて立つだけやろ？　何の問題があんねん？　頭にＶの字が付いとんのやったら、誰が開こうとそれはオレらの大会やろ。いざ出場してルールが気に入らんかったら、そんときは大会自体ブチ壊こわしたったらええ……そやろ!?」


　そこまで一ひと息いきにまくしたて、静馬はニヤリと犬けん歯しを剝むいて笑った。


「ま、どっちにせよヒーローはオレ一人やろな。しかし他の連中も出るんか……あんまりレベルの低い対戦は見せたないねんけどなあ」


「ほざけよ草[image: ]！」


　挑ちよう発はつ的な発言に仁志が吼ほえる。


「いつまでもてめえ一人だけにオイシイところは食くわせねえ」


「ほほ～う、オレに勝てる算さん段だんでもついたんか」


「見せてやるさ。〈Ｖ─１エクストリーム〉の舞ぶ台たいでな！」


「さよか。楽しみにしといたるさかい、せいぜい予選落ちせんように頑がん張ばれや」


「てめえこそな!!」


　そう吐はき捨すてると、仁志は踵きびすを返して駅の方へ立ち去った。それを見送りながら、坂崎が肩をすくめる。


「じゃあな草[image: ]、九月に会おう」


　坂崎もそう告つげて帰っていった。二人の姿が見えなくなると静馬は再びバイクに跨またがり、ヘルメットを被かぶった。大作が慌あわててタンデムシートに飛び乗る。


「もう行くんですか？　どこへ？」


「儲もうけ損そこねた分だけ何かで取り返すんや！」


「こういう場合って、悪あがきしても取り返せないパターンなんですけどねえ」


「やかましわ。行くぞ！」


　低い咆ほう吼こうを残してバイクは走り去り、後には那智とひとみ、そして没ぼつ収しゆうされた写真の束たばが残された。並んでベンチに腰掛け、封筒を開けて中の写しや真しんを確認しているひとみを横目に見ながら、那智が言った。


「神しん武ぶ館かんの合宿はとりあえず終わったんだけど、毒ぶす島じま先生からまた別の山やま籠ごもりに付き合わないかって誘さそわれてるんだ。神武館でも一部の高こう弟ていだけが参加できるっていう……」


「じゃあ、またしばらく会えない？」


「そうなるね……たぶん」


「帰ってきたときにはもっと逞たくましくなってるわね。きっと」


「それとも身体を壊こわして寝ね込こんでるかのどっちか……だな」


「それじゃダメじゃない」


　ひとみはクスクス笑ったが、那智にしてみればあながち冗じよう談だんとも言えなかった。


「はい。これあげる」


　ひとみは選せん別べつし終えた写真を封筒に入れて那智に渡した。静馬と大だい作さくが売りつけようとした写真のうち、ハズレを除のぞいた数十枚である。封筒の中をちらりと見た那智は、盗とう撮さつ風の写真も混まじっているのを知って耳まで赤くなった。


「あ……ありがとう」


「人に売ってお金に換かえないでね」


「それは死んでもやらないと思う……やると殺されるし」


　自分の身の程ほどを悲かなしいほどによくわきまえている那智であった──





　　　　四





　同日──真鶴。深夜一一時一〇分。


　旧きゆう家けの夜は早い。


　京極家屋や敷しきの周しゆう辺へんは近きん所じよにコンビニもなく、街がい灯とうの数も極きよく端たんに少ない。夜の一〇時を過すぎれば屋敷内は静まり返り、虫の声が大きく響ひびき始める。明かりがついている部屋は片手で足たりるほどで、そのうちの一つは決まって七なな瀬せの私室だった。深夜のラジオ番組のリスナーなのだ。


（夜よ更ふかしは美容の大たい敵てきだぜ）


　塀へいの上からその窓明かりを一いち瞥べつしながら、幻弥は口の中で呟つぶやいた。


　幻弥は光を反射しない黒くろ装しよう束ぞくを身に着つけ、マスクで顔の下半分を隠かくしている。滑すべり止めのついた黒い革かわ手て袋ぶくろをはめ、衝しよう撃げき吸きゆう収しゆうと隠おん密みつ性に優すぐれた特とく殊しゆゴム製ソールのシューズを履はいていた。


　猿さるのような身軽さで塀から屋根に飛び移うつり、蜘く蛛ものように音もなく屋根瓦がわらの上を移動する。長身瘦そう軀くの優やさ男おとこに見えるが、その動きは指一本で自分の体重を楽らく々らくと支ささえる筋力と絶ぜつ妙みようのバランス感覚を有ゆうする、抜ぬきん出た体術の持ち主であることを示しめしている。


　幻弥は午後八時頃ごろに一度、秘書の瀧川や榊さかき原ばら烈れつ膳ぜんとともに車で屋敷を出ている。


　むろん東京に戻ると告つげて出たのだ。よもや一人で──それも侵しん入にゆう者しやとして舞まい戻もどってくるなどと考える人間は屋敷にはいない。幻弥自身でさえ、自分が何故こんな行動に出たのか明めい確かくには説明できなかった。


（いいもんだな。この緊きん張ちよう感……忘れていたぜ）


　身体からだ一つで危き険けんの中に飛び込むときの、胸の沸わき立つような心地よい興奮を久々に思い出していた。すべてを得えるか、さもなくばすべてを失うしなうか──そのボーダーラインに立つとき、冷つめたい血の流れる幻弥の身体も熱を帯おびる。


　マスクの下に獰どう猛もうな喜き悦えつの笑えみを浮うかべながら、幻弥は屋根伝いに屋敷の奥おくへと進む。


　ほどなくして目め指ざしていた部屋を眼がん下かに捉とらえた。部屋の前の庭に立つボディガードの姿を確認する。柴崎と佐倉の二人である。


（よくクビにならなかったもんだ）


　予想通りの配はい置ちに幻弥はほくそ笑んだ。二人ほどの能力を持ったボディガードはそうはいないし、京極家に新たに別の人間を雇やとうほどの余よ裕ゆうがないことも分かる。しかし昼間に幻弥の打撃を受けた人間をそのまま使うということは、すなわち〈闇やみ神かむ威い〉に対する認にん識しきの甘あまさを意味していた。


　コッ……


　小指の先ほどの大きさの瓦かわらの破は片へんが屋根を転ころがり落ちた。二人は敏びん感かんに反応し、音のした方向に視線を向ける。幻弥は身を伏ふせて屋根と一体化しながら、唇くちびるを尖とがらせて声を出した。


『……ニャ～オ』


　幻弥の隠かくれた一八番・声せい帯たい模も写しやである。その見事な芸げいにまんまと騙だまされ、二人の間の緊きん張ちようが弛ゆるむ。


「なんだ……猫ねこか」


「んなわけねえだろ。気付けよ、バ～カ」


「──!?」


　一度視線を外はずした二人が再び振り向いたそのとき、幻弥はライターを点てん火かした。闇の中に、マスクを外した幻弥の顔が白く浮かび上がる。二人が幽ゆう鬼きに出くわしたような顔になったのを見ると、幻弥はライターの火を消し、屋根の上から転がり落ちた。


　黒くろ装しよう束ぞくに包つつまれた幻弥の身体は、屋根から落ちた直後に二人の視界から消しよう失しつした。着地した音さえ聞こえず、まるで地面に吸すい込まれるように消えたのである。懐かい中ちゆう電でん灯とうの光を地面に向けても足あし跡あとさえ確かく認にんできなかった。


　柴崎と佐倉は半ば恐きよう慌こうに陥おちいった。幻弥が何を目的に現れたのかも不明だが、何より自分たちを一いつ瞬しゆんにして打ち倒す力を持った敵が至し近きん距きよ離りに潜ひそんでいるのである。毒どく蛇へびの這はい回る森に無防備で迷まよい込んだようなものだった。


「む……うっ？」


　応おう援えんを呼ぼうとした柴崎は、急に胸を締しめ付けられるような息いき苦ぐるしさを感じた。佐倉の方も同じらしく、両手で胸を搔かきむしりながら身体からだを折おり、遂ついには地面に倒れ伏ふした。柴崎はポケットから呼び子を取り出したが、呼こ吸きゆうが止まっているため口にくわえても吹ふき鳴ならすことができない。酸さん欠けつのために急きゆう激げきに視界が暗くなり、やがて気を失った。


　二人が倒れたのを確認すると、幻弥は地面に飛び降りた。最初に転がり落ちたと見せたのはトリックで、実じつ際さいには軒のきの下にたった二本の指で摑つかまっていたのである。


　幻弥は二人に近寄ると、身体に触ふれて完全に〈邪じや気き〉を抜いてやった。〈闇神威〉の打撃を受けた者は〈負ふの神しん気き〉に冒おかされる。正しい方法によって邪気を払はらわねばそれは体内に残ざん留りゆうし、〈闇神威〉を打った者が外から波は動どうを送るだけで活かつ性せい化かする、一種のリモコン爆ばく弾だんのような性質を帯おびるのだ。


　二人の呼吸が正常に戻ったことを確認すると、幻弥は目指す部屋の障しよう子じ戸どを開けて、中に身体を滑すべり込ませた。部屋の空気に溶とけたかすかな甘あまい匂においが鼻び腔こうをくすぐる。奥おくの寝しん所じよで眠ねむっているこの部屋の主人の体たい臭しゆうであった。


　幻弥は奇き妙みような胸の高鳴りを覚えた。自じ他た共に認める冷れい血けつ漢かんであり、滅めつ多たなことでは頭に血が上のぼったりしないタイプの男である。


　自分の中で何が起きているのか理解しないまま来たが、ここで引き返すという選せん択たくはあり得えなかった。幻弥は意いを決して部屋の奥に進むと、寝所を仕切る襖ふすにま手をかけた──





　　　　☆





　同時刻──東京都板いた橋ばし区大だい門もん。


　飛ひ天てん神じん社じやの境けい内だいで、慶一郎は日につ課かである入にゆう浴よく前の鍛たん錬れんにいそしんでいた。


　美み雪ゆきはすでに就しゆう寝しんしている。二階の客間では涼子も鼾いびきをかいている頃ころだろう。鉄てつ斎さいも床とこに就ついているだろうが、眠っていても慶一郎がまだ起おきていることには気付いているはずだった。真の武術家とはそうしたものである。


　普ふ段だんはもっと早い時間に鍛錬を切り上げるところだが、今夜の慶一郎は止やめ時を失しつしていた。頭を離はなれないのは、昨日きのうの幻弥との再会のことだった。


（あの場で仕し留とめられなかったことが……後こう悔かいの種たねにならなければいいんだがな）


　京極幻弥と、そのボディガードの榊さかき原ばら烈れつ膳ぜん──


　昨日の闘たたかいを何度シミュレートしてみても、慶一郎は二人に勝つことができなかった。居い合あいの達人である烈膳ももちろん強きよう敵てきだが、幻弥の実力がまったく読めないのだ。〈神しん飛ひ拳けん〉を消し去ったあの技わざの正体が分からない。


　（吸きゆう収しゆうしたところを見ると〈月〉か？　それとも──）


〈神威の拳〉は大まかに八種の傾けい向こうに分ぶん類るいされる。相手の使う技がその中のどの性質に当てはまるのか、分かっているのといないのとでは勝敗が大きく左右される。だがあれだけの手合わせでは、それを判断できるほどの材料は揃そろっていなかった。


　それに加えて、幻弥の残のこした台詞せりふが気がかりだった。幻弥が何な故ぜ今になって自分の前に現れ、何を始めようとしているのか──


　物思いに耽ふけっていた慶一郎の耳に、口くち笛ぶえの音が聞こえてきた。そのメロディがクイーンの〈キラー・クイーン〉だと気付いたとき、口笛の主ぬしが石段を上って境内に現れた。


　レックス・ディザスターマンである。


『──よう』


　気き安やすく、しかし油ゆ断だんのない調子で声をかけると、レックスは数メートルの間合いを置いて立ち止まった。


『こんな夜中に、何か用か？』


『まあね。とりあえず日本にいる間、あのトードーって先生の世話になることにしたんで、その挨あい拶さつにな』


　レックスは顔を上げて境内を見回し、都会にありながら背の高い木々に囲まれた異界を思わせる雰ふん囲い気きに感心したように鼻を鳴らす。


『なかなかいかしたロケーションだな。あんたと闘うにはちょうどいい』


『俺と闘ってどうする？　勝っても賞しよう金きんは出ないぞ』


『つれないな。昼間言ったろ？　あんたと闘いたいと思ったら、こんな地球の裏うら側がわまで来ちまってたんだ……付き合ってくれよ』


　レックスは腰こしを落とし、両手を左右に開いて大きな構かまえをとった。静かな闘とう志しは感じられるが、殺気のような鋭するどさはない。レックスは真しん摯しな眼まな差ざしを慶一郎に向ける。


『あんたは俺にとって〈世界の果はて〉なんだ──』


『どういう意味だ？』


『そのまんま受け取ってくれ。インテリじゃないんだから説明しろって言われても困こまるぜ』


『……そうか』


　慶一郎は軽く握にぎった拳こぶしを顔の高さに持ち上げ、右足を引いて左半身に構えた。


　奇き妙みように穏おだやかな気分だった。思えば、言葉ではなく拳こぶしを交まじえることでしか理解し合えない男と、こうして正面から相あいまみえるのは久しぶりのことだ。


『行くぜ──』


　宣せん言げんとともにレックスが猛もう然ぜんと突とつ進しんしてくる。


　慶一郎もそれに呼こ応おうするように大きく踏ふみ込みながら、右の拳を思い切り突き出していた。


　深夜の境内に、重い物体が激げき突とつする音が響いた──





　　　　☆





（俺おれは……いったい何をやっている──？）


　気け怠だるいまどろみの中で幻弥は自問した。


　腕うでの中に、甘あまく熟うれた果か実じつのように匂におい立つ女の身体があった。重ねた肌はだは蕩とろけた飴あめのように熱く、もはやどこまでが自分の身体なのか判はん然ぜんとしない。


　京きよう極ごく真ま琴ことは、幻弥の胸に頰ほおを預あずけるようにして安らかな寝ね息いきをたてていた。




[image: ]


　どうしてこうなったのか──幻弥はすぐには思い出せなかった。


　寝所に忍しのび込んだのは京極家の当主と対たい決けつするためだった。長老たちの心の拠より所を奪うばい、京極家の最後の砦とりでを崩ほう壊かいさせるためにやってきたのだ。この女の恐きよう怖ふに竦すくみ怯おびえる顔が見たかったのである。


　ところが真琴は侵しん入にゆう者しやである幻弥を迎むかえ撃うつどころか、枕まくら元もとに立っても目め覚ざめる気配すら見せなかった。呑のん気きに寝ていやがったのである。


　鼻を摘つままれてようやく目を覚ました真琴は、忍んできたのが幻弥だと知って驚おどろきこそすれ、怯えはしなかった。それどころか、まるで当然であるかのように嬉き々きとして幻弥を受け入れたのだった。


　幻弥の当初の狙ねらいは京極家の当主をただの女に引きずり堕おとすことにあった。


　しかしその当ては見事に外れた。幻弥が何をするまでもなく、真琴自身は最初からただの女にすぎなかったのである。そしていざ抱だいてみると、途と端たんに真琴はただの女ではなくなった。幻弥がこれまでに出会ってきたどんな女よりも──比べ様もなくいい女になっていた。


　艶つやを増ましたように見える髪かみを撫なでると、真琴はうっすらと目を開いた。はにかんだ笑えみを浮うかべて幻弥を見る。もちろん目は見えてはいないが、心で見ていると分かる。


「……何な故ぜだ？　何故、俺を拒こばまない？」


「あら、幻弥様こそ……どうして拒まれるとお思いです？」


「俺はお前を傷きずつけに来たんだぜ」


「好きな方に傷つけられるなら……それは嬉うれしいことですわ」


　そう答えると、真琴は幻弥の肩かたに半ば顔を埋うずめた。照てれているのだと気付くのに数秒を要ようした。


「長老どもに知れたら大変だとか、思わなかったのか」


「それは……大だい丈じよう夫ぶですわ」


「何故そう言える？」


「さき様から以前、伺うかがったことがあるんです……いつかこんな日が来るやもしれないから、覚かく悟ごだけはしておけと」


「なに──!?」


　幻弥は思わず身を起こしかけた。『さき様』とは大長老のことである。謀はかられたか、という思いが幻弥の脳のう裏りに閃ひらめく。


　しかし、続く真琴の言葉は幻弥をさらに驚きよう愕がくさせた。


「幻弥様はいずれこの京極家を窮きゆう地ちから救い、真琴の旦だん那な様になる方だと聞かされておりました──そのときから、この日が来るのを待ちわびておりました……」


「────」


　幻弥は起こしかけた身体からだをゆっくりと横たえた。


『まさか』という思いと『やはり』という思いが、幻弥の中で激はげしく交こう錯さくしていた。それらの思いは化学反はん応のうを起こしながら融ゆう合ごうし、やがてある結けつ論ろんを導みちびき出した。


　ここには俺の倒たおすべき〈敵〉はいなかった──


　それを悟さとった瞬しゆん間かん、幻弥は自分の胸の中で凝こり固まっていた『ある想おもい』が氷ひよう解かいしていくのを感じた。それはこの十数年の間、幻弥が唯ゆい一いつのエネルギー源としてきた一つの想い──一つの復ふく讐しゆう心しんの終わりであった。


　幻弥はこれまで倒すべき敵は京極本家そのものだと認にん識しきしていた。しかし幻弥自身が財ざい産さんを手にし、京極家内部における支配力を増ましてゆくにつれて、その〈敵〉の姿は次し第だいに曖あい昧まいになっていった。だからこそ幻弥は長老たちに、そして当主の真琴に〈見えざる敵〉の正体を求めていたのである。


　今やその『幻げん想そう』は破やぶれ、隠かくされていた『現実』が姿を現した。


「なんてこった──」


　不意に居いても立ってもいられない気分になり、幻弥は布ふ団とんから跳はね起きた。脂あぶら汗あせがどっと噴ふき出す。何をすべきか、自分が何をしたいのかは分からない。だがこの場所に居るべきではないという衝しよう動どう的な想いが身体を動かした。


「……幻弥様？」


　真琴が布団から裸ら身しんを起こし、泡あわを食くって身み支じ度たくを始めている幻弥を呼んだ。


「もしや……後こう悔かいされているのですか……？」


　黒くろ装しよう束ぞくに袖そでを通そうとしていた幻弥の動きが止まる。


「はっきりおっしゃってください。幻弥様は真琴のことが──」


「勘かん違ちがいをするな！」


　背を向けたまま幻弥は吐はき捨てる。


「俺は……俺は京極本家を破は滅めつさせるために来た男だ！　その俺にこの家を救えだと？　ふざけるのもたいがいにしろ!!」


「家ではありませんわ……幻弥様」


　真琴は正座し、背せ筋すじを伸のばして泰たい然ぜんと言った。


「救っていただきたいのは人です。今この家に生きている、私を含ふくめた人々ですわ」


「…………」


　幻弥の足元に黒装束が落ちた。


　天を仰あおぎ目を閉とじる。瞼まぶたの裏に浮うかぶのは秋あき嵩たかであり、七なな瀬せであり、美み月つきであり、刹せつ羅らであった。自分と同じく京極の家に囚とらわれている若者たちである。


　幻弥はもう一度、自分が何者なのかと考えた。あらためて、京極一族の堕だ落らくを望のぞんだ真の動どう機きは何だったのかと自問した。


　答えは意外なほどあっさりと出た。それは幻弥自身が自じ覚かくしなかっただけで、最初から用意されていた答えだったのだ。


（俺は京極幻弥……〈闇神威〉の使い手だ。それ以上でもそれ以下でもない──）


　胸に溜たまった古い空気をすべて捨て去るように深いため息を吐つく。幻弥は一度はバラバラに砕くだけ散った自分の世界が、再び音を立てて再さい生せいしていくのが実感できた。それは元通りの世界ではないが、これからの自分が生きていくために必要にして十分な意味と価か値ちを持った世界だった。その世界の中では、幻弥は自分が闘たたかうべき相手の姿をはっきりと見ることができた。


　幻弥は背はい後ごを振ふり向いた。そこには、これからの時間を共に生きるべき女がいた。


　幻弥は真琴の許もとに歩あゆみ寄ると、薄うす闇やみの中に白く浮うかび上がる柔らかな裸ら身しんをかき抱いだいた。


「真琴。お前は俺の……京極幻弥の妻おんにななれ──」





　男の胸の中で、女はやがて激しい嗚お咽えつの声をあげ始めた──






　あとがき







　ビバ！　二十一世せい紀き!!


　ちゅーわけでリアルバウト第八巻をお送りします。


　……ところで『ビバ！』って何？


　まあそれは置おいとくとして今回は大変ですよ。なにせ本編としては四冊ぶりにペラペラじゃない！（←情なさけない）


　これまで『本ほん棚だなの気になる隙すき間まにぴったり』というキャッチフレーズで誤ご魔ま化かしてきたものの、一部では『フグ刺さし』などと不ふ名めい誉よな別名を頂ちよう戴だいしてましたからねえ。確かに、読んでるうちに身体が痺しびれてくることもあります！　ええ、当然無む免めん許きよですよ。腕うでは超一流ですが、オペを依い頼らいされたら目玉が飛び出るほどの代金を吹ふっかけますし、語ご尾びが必ず「～なよのことなのよ」になっちゃう変な助じよ手しゆも連つれてますよ！　でもね……って、どこでフグ調ちよう理り師と天才闇やみ医い者しやがごっちゃになったんでしょうか？


　そんなことはどうでもよろしい。


　満まんを持じしてお送りする第八巻は〈八はつ極きよく魔ま人じん襲しゆう来らい編へん〉の後編ですが、セリフと見せ場の割合から言っても主役は〈元がん祖そヘビ男〉こと京極幻弥です。いいね～悪あく役やくって！　基本的に何やってもＯＫだし、湿しめっぽいところを見せてもむしろ人気が取れたりして美お味いしいことこの上なし！　書いてて心が和なごむね。でもなんで幻弥が活かつ躍やくするのか？　その理由は……そう、巳へび年だからです！（←ダメだこいつ）


　逆に今回は慶一郎の〈永えい久きゆうパターン防ぼう止しキャラ〉っぷりばかり目立ってるね。ウ号並。おそらく正しいことをしているはずなのに何でこんなに悪い人に見えるのでしょう？　本ほん領りようを発はつ揮きすればするほど不人気になっていくという画かつ期き的てきな主人公ですな。


　ご無ぶ沙さ汰ただった校長や那智の他、『本がどんなに薄うすかろうとお構かまいなしに登場する新キャラ』が今回も何人か出てますが、大型新人は何と言っても京極真ま琴ことでしょう。なにせ久ひさ々びさに登場した性格にそれほど問題のない美人！　しかも癒いやし系!!（そうか？）　しかしその強烈なプロフィールを考えると……烈飛鈴リー・フエイリン以来の女じよ傑けつか？　立場からして京極一門以外のキャラとの絡からみは少なそうですが、今度もよろしくということで。





　ところで、これまで第二部突とつ入にゆうと言いつつ何がどう第二部なのか明かせずにいましたが、第八巻にしてようやく発表できるところまできました。


　召喚教師リアルバウトハイスクール第二部のメインイベントは〈Ｖ─１エクストリーム大会編〉です。


　……え？　コテコテだって!?　そりゃあもうコテコテですとも！


　読者の大半が予想していたこととは思いますが、やはり格かく闘とうモノであるからには異い種しゆ格闘技大会は避さけては通れないネタでしょう。しかし根こん性じようのひねくれ曲がった作者の書く話のこと、もちろんただの格闘大会で済すむはずがございません。当然いろいろと大変なことが起きる予定でありまして、そのためのネタ振ふりにここまでかかったというわけです。


　何が起きるかは書いてみてのお楽しみといったところですが、主しゆ催さい者が幻弥だけにヘビーな展開になることは必ひつ至し！　第九巻以降もご期待ください。





　　　　☆





　それでは前回のＥＸ─３あとがきクイズの解かい答とう編を。


　設せつ問もんは〈短編のタイトルの元ネタは？〉というものでした。四つの正解はそれぞれ──


　[image: ]それさえもおそらくは平へい穏おんな日々


　[image: ]ゴドーを待ちながら


　[image: ]噂うわさの刑事トミーとマツ


　[image: ]博士の異常な愛情　または私は如何にして心配するのを止めて水すい爆を・愛する・ようになったか


　[image: ]はたがみよしひさの漫まん画が（単行本出てます）。収しゆう録ろくされている短編の中では『妄もう想そう超人マイナマン』が妙みようにお気に入り。マイナーすぎて誰だれもついてきてくれないのが難なんですが……


　[image: ]はサミュエル・ベケット作の有名な戯ぎ曲きよく。主役はゴドーという男を待ち続ける二人の男で、まったりとした味わいの不ふ条じよう理り劇げき。待っている相手が最後まで来ないところは同じ。


　[image: ]は二十数年前に放映されていた国広富之と松崎しげる主演の刑事ドラマ。『スタスキー＆ハッチ』に『超人ハルク』ライクな変身要よう素そを盛もり込んだ楽しげなドラマでした。


　[image: ]は『二〇〇一年宇宙の旅』『時計じかけのオレンジ』等で有名なスタンリー・キューブリック監かん督とくのブラック・コメディー。聞いただけで観みたくなる秀しゆう逸いつな邦ほう題だいです。（以上敬けい称しよう略りやく）


　正解は以上の四つですが、よくよく設問を読んでみると「有名な作品のパロディ」と書いてあったので、[image: ]は除じよ外がいしておきます（自分基き準じゆんだと有名なんだけど……）。


　それでは今回のクイズです。


〈Ｑ：『ウ号』って何？〉


　ヒントは以下の三つ。


　[image: ]レトロなビデオゲームに登場するキャラクターである


　[image: ]マイキャラ（自じ機き）は首や手足を伸のばして攻撃する


　[image: ]普通にプレイしていても出会うことはない


　登場するゲームのタイトルでお答えください。


　久しぶりのゲームネタです。古ふる株かぶのゲーマーに「永久パターン防止キャラといえば？」と質しつ問もんすれば三位以内に出てくると思われるキャラなので、分かる人には一発で分かるでしょう。


　古いゲームなんぞ知らんという人のために、今回は別の設問を用意しておきます。設問というかアンケートなんですが……


〈Ｑ：リアルバウトハイスクールのキャラでドンジャラを作るとしたら、どんな『役やく』が考えられる？〉


　ドンジャラというのはバンダイから発売されている麻雀マージヤンを簡単にしたようなゲームで、麻雀の役が十四枚の牌パイで完成するのに対しドンジャラは九枚で完成します。要するに三人一組で一つの役──例えば鉄てつ斎さいと毒ぶす島じまと雷らい蔵ぞうを三枚ずつ揃そろえると〈人間凶きよう器き〉とか、慶一郎と秋あき嵩たかとレックスで〈二メートルの大男〉とか、そういうのを考えてほしいということです。


　役を募ぼ集しゆうしてどうするのか……といっても別に何をするわけでもなく（笑）、単に面おも白しろそうだからです。ナイスな役を考えてくれた人には何かいい物が当たるかも？


　そんなこんなも含めつつ、どしどしお便りをお待ちしております。


　ところで『どしどし』って誰が考えた言葉？





　　　　☆





　今回もピンチの連続でしたが、なんとか尻しり切きれでなくてキリのいいところまで書けました。当初の目もく論ろみだった超分ぶ厚あつい本とまではいきませんでしたが内容は充じゆう実じつしております。発売もあまり延びなかったし……（汗）。


　今年はしばらくお休みしていた新たなＥＸシリーズの連れん載さいも始まりますし、例のプロジェクトも着ちやく々ちやくと進行中です。文庫の方もコンスタントに出していく予定ですので、新世紀も雑賀礼史をどうぞよろしくお願いします。


　次はＥＸ─４でお会いしましょう。


　それでは、また。





　　平成十三年一月十八日




雑賀　礼史





召喚教師


リアルバウトハイスクール８





雑さい賀が礼れい史じ
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